
B類は69点を数えるが、分類化されたのは54点についてである。 B類の設定については既述

の通りであるので再述しない。

B-a-1 (へラ切無調整)、 B-b-1 (回転糸切無調整)、 B-a-2 (へラ切有調整)、 B-b

-2 (回転糸切有調整)、 B-C-2 (再調整のため切離し不明)の5タイプがあることはA類と

同様である。相対量はへラ切に依るものが糸切より多いが、 A類間に於ける割合ほどの比差は

ない。無調整と有調整間の比は5 : 6の割合で、後者の方が若干多くなっている。有調整刺ま

30点あるが、切離し不明が15点を占める。残る15点中の殆んどはへラ切痕を残すもので、糸切

痕を残す例は僅か2点である。

本遺跡周辺にあってB類に類似する拘ま、林崎遺跡・百目木遺跡・竹花前遺跡・等から下羽

場遺跡・湯沢A遺跡・一本松遺跡・上平沢新田遺跡・等にまでも求められよう。百目木遺跡は

奈良・平安時代の二時期に大別されるが、他の遺跡はすべてが平安時代に属するとされている。

しかし、これらの遺跡群は回転糸切の杯を伴出する例が多く、本遺跡のあり方とは組成を異に

しているのが特徴的である。林崎・下羽場遺跡にあってはB類類似の拘こついて、 “所謂須恵系

土器とは一線を画する〃 としており、この種の杯生産に携わる生産集団の可能性についても付

言している。本遺跡B類については既に記した通りであるが、発生の過程として同様の系譜か

ら成る部分があったとしても不自然ではない。但し、この場合にあっては須恵器生産との関わ

りを否定するものではなく、その影響下にありながら存続したものと考えたい。コップ形杯・

蓋等の器種がB類の範疇にある土器群にも及ぶのは、既述のような背景を有すことに起因する

ものであろう。このような現象は小型の器種に留まらず、襲形土器にも生じてきている。例え

ば、ロクロ成形・酸化焔焼成の饗の多くに須恵器の伝統的な成形技法である叩目が導入されて

いることなどからも首肯されよう。当然、この種の土器群を一括した生産窯が想起されても然

るべきである。

B類の年代については、須恵器の焼き損じ、或るいは他からの派生であったとしても、須恵

器の影響下にある限りはA類とあまり時間差を持たない中での存続を想定している。一部には

B類内に於ける有調整の杯の出現率が高いという傾向性があるが、調整技法上の差であって、

成形技法上にまで波及するものではない。

C類 (ロクロ成形、酸化焔焼成の内崇拝)

C類は21点についての分類である(竹花前遺跡出土の賄351は除外している)。切離しや再調

整の方法からA・ B類と同様の5タイプに区分されることは周知の通りであるが、以下の記述

については全体的な観点で触れる。従って各々のタイプに於ける時間差等について言及するも

のではない。
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無調整の抑ま、へラ切に依るもの・回転糸切に依るものが各1点の出土である。何れも点数

が少なく、 C類にあってはまだ再調整の省略化が定着していない時期の製品であろう。残る19

点は何れもへラ削り調整を有する杯である。須恵器の比較的古い段階での影響を受けているも

のと思われるが、本遺跡A類が無調整の拘こ移行しつつある中で必らずしもそれに同調して

いるとは言い難く、また、少なくともコップ形杯や蓋などの器種に至るまでの影響力はみられ

ない。従って、ロクロを導入した時点では須恵器との関わりは否定できないが、その後にあっ

てはC類独自の生産体制が存在していた可能性を示唆するものである。但し、黒色処理・へラ

ミガキを有すコップ形杯・蓋が胆沢城や多賀城、伊治城にみられるため、本調査地外近辺で今

後発見される可能性は多分にある。しかし、今のところ量的には微量であって一般的ではない。

C類の初現については、 D類(非ロクロの酸化焔焼成の杯)の消滅期にも関わるものであり、

両者の杯が共伴するあり方が一つの変化点となる。県内に於ける猫谷地遺跡・尻引遺跡・宮地

遺跡などにみられる一部遺構、或るいは宮城県伊治城に於ける「伊治城型組成の土器群」等が

その典型例である。

年代的には、胆沢城SDl14溝出土の土器群と多賀城のC群とされる土器群との比定が可能で

ある。これら2遺跡の土器群は、 9世紀初頭には存在していたと推定されている。

以上、杯形土器A・ B・ C ・Dの各類について記したが、 D類を除く切離し・再調整の有無

等に依る各点数は第98表の通りである。

第98-1表 切離し・再調整毎の土不点数一覧※

柵別 切艦し・潮解 

A∴頬 B 類 C 頬 詳 

ヘ ラ助祭調整 108 15 l 

124 

〔a葛1〕 〔A-a-1〕 〔B-a-1〕 〔C-a-1〕 

ヘラ切後再調整 24: 13 5 

42 

〔a-2〕 〔A-a-2〕 〔B-a-2〕 〔C-a-2〕 

I一再云糸助祭調整 15 10 1 

26 

〔b-1〕 〔A-b-1〕 〔B-b葛1〕 〔C-b-1〕 

回転糸切後再調整 は 2 4 

18 

担臆-叶 〔A-b-2〕 〔B葛b-2〕 〔C-b-2〕 

再調整のため 29 15 10 
54 

〔e-2〕 〔A葛C-2〕 〔B-C-2〕 〔C-e-2) 

計 188 55 21 264 

第98-2表 各類毎の切離し・再調整の比

軸∴別 切離し・画調鮪の此 

A 頼 B 頼 C 頼 計 

ヘラ切直溝云糸切 132:27 28:12 6:5 166:44 

録調整:有調整 123:65 25:30 2:19 110:114 

※合計点教は、磨滅のため切離し・再調整等が不明のものや破片を除い

たものである。

〔 )内は分類羅;

全体的には、へラ切に依る切離しの杯が主体であり、再調整の杯も相対的に多いことが窺え

る。組成としては、へラ切無調整のA類を主心とし、再調整のC類が組み合う。他に分類上で

は、 B類とされた士不詳が加わる。 B類はへラ切が多いことではA類杯と同様の傾向にあり、再

調整を有する拘こ於いてはC類的なあり方ともいえよう。
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B類に類似した杯は、林崎・百目木・竹花前・下羽場・上平沢新田遺跡等にみられることは

既に記した通りであるが、これらの遺跡は本遺跡に後続乃至は若干の時間差をもって追随する

集落と目されているため、当地方に於けるB類類似杯の初現は本遺跡にも求められよう。一方、

県南地方にあっては、量は若干少なくなるが、猫谷地・宮地・石田遺跡等の一部遺構で既に散

見されるものである。このように分類上の見地からみて、 A・ C類とは区分可能な不詳が、県

内の各地に比較的古い段階から発見されていることは確かであるが、所謂須恵系土器と一線を

画すことは言うまでもない。

何れにしろ、杯形土器の組成からみる本遺跡の大勢は、集落にあっては猪谷地・宮地・石田

遺跡の一部にオーバーラップするとみて大過ないであろう。また、胆沢城との関わりでみれば、

B類のあり方に若干の相違を残しながらも、全体的には同城SDl14溝跡出土遺物に類似するこ

とは既に触れた通りである。 SDl14溝は胆沢城創建期での古い段階(A- I期)の遺構であり、

9世紀初頭一中葉と推察されている。従って、本遺跡の印形土器もほぼ同様の年代観を想定し

ている。

注1 宮地適跡 岩手県文化財調査報告書第48集 東北新幹線関係埋蔵文化財調査報告書IⅤ 岩手県教育委

員会・日本国有鉄道盛岡工事局 S55年3月

注2 猫谷地道跡 岩手県文化財調査報告書第71集 東北縦貫自動車道関係埋蔵文化財調査報告書 S57年

3月 岩手県教育委員会・日本道路公団

注3 尻引退跡 尻引遺跡調査報告書 文化財調査報告書第17集 北上市教育委員会 S52年3月

注4 伊治城跡 多賀城関連遺跡発掘調査報告書第4冊 昭和53年度発掘調査報告 宮城県多賀城跡調査研

究所

注5 杉の上窯跡 紫波郡日詰町所在 無中にへラ切の須恵器杯(無調整・有調整等)が確認されている。

注6 杉の上II遺跡 岩手県文化財調査報告書第35集 東北新幹線関係埋蔵文化財調査報告書III S54年3

月

注7 「多賀城周辺における古代杯形土器の変遷」研究紀要 宮城県多賀城跡調査研究所

注8 石田適跡 岩手県文化財調査報告書第61集 束北縦貫自動車道関係埋蔵文化財調査報告書Ⅲ S56年

3月

注9 上平沢新田遇跡 岩手県文化財調査報告書第52集 東北縦貫自動車道関係埋蔵文化財調査報告書III

S55年3月

注10 胆沢城跡 昭和51年度発掘調査既報1977.3水沢市教育委員会

注11白鳥良一 「多賀城出土土器の変遷」研究紀要 S55年3月

注12 注7に同じ。

注13 注Ilに同じ。 SI462住居跡 第15次調査第7層出土の杯を指す。

注14 秋田城 秋田城第24次調査 SI379住居跡 秋田城発掘調査既報 昭和53年

秋田城第17次調査 秋田城発掘調査概報 S50年

注15 林崎遺跡 昭和54年度発掘調査既報 「太田方八丁遺跡」内所収 盛岡市教育委員会1980.3

注16 百目木遺跡 岩手県紫波郡部南村発掘調査報告書 昭和54年3月 都南村教育委員会・岩手ビル株式会

社

注17 竹花前遺跡 岩手県文化財調査報告書第31集 束北縦貫自動車道関係埋蔵文化財調査報告書I S54

年3月

注18 下羽場遺跡 岩手県文化財調査報告書第32集 東北縦貫自動車関係埋蔵文化財調査報告書II S54年
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3月

注19 湯沢適跡 岩手県文化財調査報告書第32集 束北縦貫自動車道関係埋蔵文化財調査報告書II S54年

3月

注20 一本松遺跡 岩手県文化財調査報告書第32集 東北縦貫自動車道関係埋蔵文化財調査報告書H S54

年3月

注21注9に同じ。

注22 注10に同じ。 SDl14溝第3層のコップ形杯

注23 注Il ・ 13に同じ。第8次調査時青灰色土層中出土の蓋

注24 注4に同じ。 SI12住居跡にみられる蓋

墨書土器について

ここで墨書土器についてふれておく。

本遺跡にあって何らかの形で墨痕を有す抑ま9点ある。器種ば不形土器(1点は高台杯)に

限られており、底部外面に記されるのが8例、外面体部中央付近に記されるのが1例となって

いる。このうち4点については墨痕が薄くなっていたり、その周辺が磨滅あるいは剥離してい

たため判読出来ない。一応、全点について赤外線照射によるテレビカメラ撮影を試みたが、先

の4点については肉眼的観察時と同様に判読不能であった。一部乃至全容が解る字は、 「本」、

「厨」、 「井」、 「上総□」、 「大「」等の5点についてである。 「本」は、下谷地・南矢中・落合重I

遺跡等に出土例をみるが、 「李」とあるのが普

通である。 「厨」は、胆沢城・秋田城等にみら

れるものである。秋田城では「厨」を用いた

熟語として「厨酒」、 「厨上」、 「口厨舎」、 「官

厨舎」、 「官厨」等がみられ、機能あるいは使

用場所の相違が考えられるとしている。 「厨」

は一字の墨書例が圧倒的に多いようである

が、何れ既述の熟語に関連する意味をも包括第I27図 星喜土器写真図(赤外線テレビカメラより)

しているのであろう。因みに林崎遺跡では「酒所」の墨所を有す杯が出土しているが、この場

合は、使用場所そのものを意味しているとも推されよう。 「井」は、落合II・胆沢城・秋田城等

に出土例をみることができる。

一方、残る2点の墨書については、上総・大屋等の地名に関わるものとも推される。律令行

政遂行のために、蝦夷に対する征討事業が陸奥・出羽国のみならず、坂東諸国にも全面的にか

かっていたことは史実の示している所であるが、特に本遺跡と「上総」との結びつきは、 「志波

城」を想定する上で興味あることである。胆沢城にあっては漆紙文書の中に□野国、 □蔵国等
注8

個扉

の名が見られ、また、伊治城にあっては「常陸□」とある墨書高台杯が出土しているが、何れ

も既述の政策から’くる所産なのであろう。
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文字が全国の各地で使用され始まるのは7世紀の後半頃からともされているが、本県にあっ

ては平安時代以降の遺跡群からみられるものである。特に胆沢城や本遺跡にあっては、国策を

背景とした所謂「識字層」の移入が積極的に行なわれた結果からくるものと推察される。本遺

跡に近い集落では、林崎遺跡、一本松遺跡、稲荷遺跡、、湯沢A・B遺跡、下羽場遺跡等に墨書

杯が出土している。しかし、出土遺物からみる年代観は、何れの遺跡にあっても本遺跡と併行

するとされる例はない。

注l 赤外線テレビカメラ撮影については,多賀城研究所・岩手県立博物館の協力を得ている。また,示した

写真図のネガフィルムは水沢市教育委員会からの御厚意によるものである。深謝する。

注2 下谷地遺跡 岩手県文化財調査報告書第72集 東北自動車道関係埋蔵文化財調査報告書-XⅦ一昭和

57年3月

注3 両夫中遺跡 岩手県文化財調査報告書第60集 東北自動車道関係埋蔵文化財調査報告書「Ⅲ臆臆 昭和

56年3月

注4 落合II遺跡 岩手県文化財調査報告書第50集 東北新幹線関係埋蔵文化財調査報告書-VI- 昭和55

年3月

注5 胆沢城跡 昭和51年度発掘調査概報 水沢市教育委員会1977・ 3

注6 秋田城跡 昭和50年度秋田城跡発掘調査概報 秋田市教育委員会 昭和51年3月

注7 林崎遺跡 昭和54年度発掘調査概報 太田方八丁遇跡 盛岡市教育委員会1980・ 3

注8 伊治城跡 多賀城関連遺跡発掘調査報告書第4冊 昭和53年度発掘調査報告 宮城県多賀城跡調査研

究所

注9. 10. 11. 12 岩手県文化財調査報告書第32集所収 東北自動車道関係埋蔵文化財調査報告書II 昭和54

年3月 岩教委
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(2)高台土不

本遺跡内からは54点の高台杯が発見されている。還元焔焼成に依るもの50点、酸化焔焼成に

依るもの4点である。前者は杯形土器A類の範疇に係るものであり、後者は杯形土器B ・ C類

の範疇とも言えよう。端的に言えば、杯形土器A・ B ・ Cの各類に脚が付いた土器群といって

も過言ではない。従って、本項での分類もA・ B ・ C類の記号を使用するが、混同を避けるた

め、高台抑こ限ってはA’・ B’・ C’のように記述する。即ち、 A’-還元焔焼成に依るもので、

土器の内面に再調整を加えないものB’一成形技法はA’と同じだが、酸化燭焼成に依るもの

C’-酸化焔焼成で、内側の器面に黒色処理・へラミガキ等が加えられるものの三様である。 A’

は50点、 B’は2点、 C’は2点となっている。 A’は形態や法量からみて更に細分されるが、 B’・

C′については点数が少ないため特に分類はしない。また、 A’の細分については形態や法量を重

視したため、脚部の欠失しているものや体部の残存状態が芳しくない高台抑ま省いている。従っ

て、結果的にはA’が26点、 B’・ C’類が各2点ずつ、計30点についての分類結果である。

師十華

くす色を呈し、内面に再調整が加えられない。

.口径が13cm以下の小型のもの。(A’-1) 12点

○脚が低く、内側に反るものが多い。高台内外面を除き、内外面の器

面調整はない。

口径が13cm以上(平均値17cm位)の大型となるもの。(A’-2) 14点

○休部・脚部とも外反するものが多い。

C′ 酸化煩焼成

串:
成形技法はA′と同じである。器面調整は施されない。 2点

内面に黒色処理・ヘラミガキ等の再調整が施される。 2点

以下については、分類可能の29点についての法量・分類記号等の一覧表を掲示し、分類され

た器種の具体図例を付す。

第99表 高台杯法量・他等一覧

過 構∴名 

蕃 

実 測 図 番 

写 興 奮 極別 A’ B’ 切離し a.へラ切 b.峨鴇切 へラ削り の有無 上有 

法∴∴∴址(em) 

分 類 語 

備 考 

口 径 
底径 器癌 出土面 残存鞠的 他 

号 (二二⊃ ナナ く「 ナナ C’ c.不 明 2.姦 脚径 脚商 (臆二l 7了 

4号(Cf50)竪穴住居跡 1 4 A’ e 2 (13.4) 

8.2 

7.8 
5・81.2 Å’-2 床 面 40 ログロの回転力弱い。 

5号(CgO6)竪穴住居跡 2 10 A’ a 2 (16.8) 

12.0 8.0 
A’-2 

床 面 
50 

色調原発褐色(10YRタイ) 
10.0 1.5 十堆積土 で軟質。底部外面に遜磨。 

8号(Di53)竪穴住居跡 3 18 33 Å’ a 2 (11.8) 

8.0 

6.8 

4.0 

0.4 
A’葛1 

カマド右 側盛土 

45 

9号(Ea59層穴住居跡 4 10 A’ 

C i 

2 ’(16.4) 
11.」 11.2 

8.9 

L6 
Å’-2 推袖土 30 

10王手1〈E的3)旧竪川路跡 ⊃ 
§ 

49 A’ a 1 14.8 
8.2 

8.6 

6.8 

L5 
A’葛2 堆翫土 95 
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逓∴鱗∴名 

番 II‾ 実 測 図 汚 II- 写 真 掃 l子 

舶用 .▲’ B’ C’ 切離し a.へラ切 b.価露仰 ぐ.不∴明 へ∵刷弓 の在室 1.宥 2.毎 

法∴∴∴最(cm) 

分 類 記 ‾I子 

備 考 

【l径 底縫 
脚後 

嵩高 
脚高 

出土面 残存鞠的 

10号(EbO3旧)竪穴1蠣跡 6 9 A’ a 1 (16.6) 

(8.6) (9.2) 7.4 1.6 
A’-2 馳走 65 ヘラ削りの後口グロナチ。 

12号(Ec62)竪穴住居跡 7 3 58 A’ a 
? 

(9.6) 
6.6 

6,(l 

5,7 

0.4 

A’-1 堆積土 高 

17芳(GjO9)竪穴住居跡 8 5 89 A′ a 2 (17,4) 

9.6 

8,6 

8.3 

L5 
A’-2 床 面 30 

色調にふい燈(7.5Y郎1 ー妖自(7.5YR舞)で軟覧 

19号(Ib12)輯穴住居跡 9 4 A’ a 1 (18.4) 
12.4 12.0 8.2 l.5 

A’-2 床 面 40 

23号(」i59)竪穴住居跡 10 2 111 

A’ I 

a 
ワ 

12.2 
了.4 

7.4 

4.3 

0.7 

A’-l 床面士 完 形 

25号(」j12)騎穴住居跡 11 2 116 Å’ a 
り 

1L2 
了.4 

了.0 

4.5 

0.4 

A’-1 床 面 完 形 
脚部がおしつぶされたよ うに歪む。 

26号(Kぐ12)騒穴住居跡 

12 2 A’ a 
? 

く く11.6 
8.4 

6.6 

4.4 

0.4 

A’-1 堆積土 40 

13 3 121 B’ C 
9 

1了.2 

(10.4) 
B’ 床面 上 40 

磨滅拙著。微址のカーボ ン何者。 

27号(KOO3)竪穴住居跡 

14 1 !ナl A’ a 
9 

(14.4) 
7.6 

7.6 

6.8 

0.6 

A’-2 堆禎士 40 

15 2 125 ・A’ a 
り 

10.2 
7.2 

6.0 

4.4 

0.4 
A’-1 ! 

床 面 60 日経歪曲。-部に自然粕。 

28号(KiO3)竪穴住居跡 16 2 B’ C 
り 

〈18.4) 
(10,6) 

B’ 20 磨滅。軟質。No13に類似。 

33号(1」j21)竪穴住屋跡 

17 7 A’ ぐ 2 (12.4) 

7.4 

6.2 5.7 1,2 
A’-1 堆樹上 20 

18 8 A’ a 
9 

(20.6) 

(14.0) (12.6) 
8.6 1.6 

A’-2 15 

32号(しc33-2)軽穴住居跡 19 4 135 A’ a 2 11.9 
8.4 

7.2 

4.4 

0.5 

A’-1 55 

29号(しa50)竪穴住居跡 

20 7 Å’ a 2 (11.6) 
8.0 

了.」 

4,3 

0.4 

A’-1 雅樹土 40 

21 8 A’ a 
り 

(12.6) 

(9.4) (8.0) 

4.1 

0.5 

A’葛1 床面十P。 尊 

39号(Nle27)竪穴住居跡 

22 6 A’ a 2 (12.8) 
-7.4 し 7.4 

5.0 

0.6 
A’-l カマド石 50 

23 7 160 A’ a 1 17.0 
1L4 11.2 8.2 1.6 

A’-2 床 面 75 

24 圧 A’ c 1 (20.6) 

(15.6) 8.7 

A’葛2 
カマド右柚 

40 
底部内面に軽い削りか デ。 (12.4) 1.7 道上十堪批 

56号(RhO6)竪穴住居跡 25 
23 

A’ a 1 16.6 
9.5 10.4 8.9 l.5 

A’葛2 床 面 80 

118号(IeO6)竪穴住居跡 26 1 A’ a 1 (18.0) 

(12.2) (12.0) 7.9 l,7 
A’-2 堆机上 20 

5号(トld)竪穴 27 1 C’ c 1 (17.0) 

(9.8) 

C’ 堆練土 10 器形がA’-2に酷似。 

6号(Na27)竪穴 

28 2 216 A’ a 2 11.2 

7.0 

6.0 

5.9 

L1 
A’-1 推禎土 70 ‡離籍耕R姉ヾ 

29 3 A’ C 2 (17.2) 
(10.6) (9.6) 7.2 l.6 

A’葛2 床 面 50 

築 地 外 滞 30 8 C’ b 2 仕3.2) 
(7.8) (7,8) 

5.9 

0.4 
C’ 床 面 40 磨滅気味。 

A’一I

A′-1に分類された刺ま12点を数える。 No3 ・ 7 ・10・11・12・15・17・19・20・21・22●

28が該当する。小型の器形であると共に高台畳付部分が押し込まれたようになっているものが

多い。従ってその分だけ内側に反るような形になっている。切離しは、不明な肌17を除いて、

残る16点全部がへラ切に依るものである。体部の立ち上がりは外反・外傾と一定しないが、外

傾するものの方が目立つ。また、この一群の高台抑ま、脚が取り付けられる内側の一部(高台

内外周)を除けば、再調整が加えられる例はない。但し、高台内のへラナデは高台を取り付け

-
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第128図 高台杯分類判例図

る際に必然的に加えられるものであるから、本来的な再調整を意味するものではない。

A’-2

A’-2には、肌l・2・4・5・6・8・9・14・18・23・24・25・26・29の14点がある。

肌1 ・ 4 ・24・29の4点は、切離しは不明であるが、残る14点は何れもへラ切に依る。全体的

にみれば、高台際部分が一旦外側に張り出し、体部が外反する器形を呈すのが普通である。こ

のうち、高台際部分に軽いへラ削り等が加えられるものが、胸5 ・ 6 ・ 9 ・23・24・26の6点

ある。この場合は、休部の胴に相当する部分と底部との境界が強調された形になり、外反する

高台・体部の形態と相僕って、引締まった断面を呈している。

高台部分は概ね外反するが、肌8はA’-1と同じ形態である。しかし、高さは他のA’-2と

大差ない。

一
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B’

博13・16の2点がある。黄橙色・軟質の高台杯である。 2点とも高台部が欠失しており、切

離しも技法も判然としない。形態的にはA’-2のタイプに類似するものであろう。 Kブロック

の比較的近接する2棟の竪穴住居跡から出土している。なお、 No.13の高台杯とセットになり得

る蓋が同一遺構から出土しているが、この蓋も胎土や色調は賄13と全く同様である。

C’

No27・30の2点である。判例図に示したのは賄30である。体部に丸味を持つ器形は、杯形土

器C類としたものの一般的な器形と同様である。切離しは糸切に依る。一方の‰27は、体部が

直線的になり、法量からみてもA’-2 ・B’としたものに近いとも言える。

以上、各類について記したが、土器組成としてはA’が一般的であることが窺えよう。しかし、

出土のあり方は、 Nbブロックを境にして北側と南側では出現率が明確に異なっている。即ち、

29点中27点がNbブロックより北側で発見され、南側ではNo.25のA’- 2とNo.30のC’が発見され

たにすぎない。これは破片を含めた全点数(54点)にあっても同様であり、北側調査地内に90%

近くの高台杯が集中する。勿論、遺構数が多い北側ブロックにあっては当然のこととも言えよ

うが、遺構数に対する出現率からみても、やはり南半部のあり方が稀薄であることは否めない。

竪穴住居跡数との対比でみた場合、北側ブロックは42棟中の住居跡(Na27竪穴を含む)から48

点の高台杯が出土しているが、南半部では19棟中から僅か3点の出土をみるだけである。

B’の2点は器形的にみてA’-2のタイプと同形である。一方、 C’の場合はA’-2に類似す

るもの(第99表No27)と、小型で体部が内湾するもの(同、同30)がある。後者の脚部は細い

粘土紐を貼りつけた後で軽い調整を加えた程度の作りである。この種の器形を呈する高台宇和ま、

本遺跡内では他例をみない。 C’の2点は何れも模倣からくる所産ではあろうが、賄27は確実に

A′-2タイプに比較されるのに対し、 No30は器形上の影響力はまるで受けていないようであ

る。

A′-1 ・A′-2の二タイプについては、 27号(KeO3).29号(しa50).39号(Me27)竪穴住

居跡にみられるように、両者が共伴するのが本来的なあり方と推される。したがって、特に時

期差を持つものではなく、大小の器種としての同時使用である。このあり方は胆沢城SD114溝、

あるいは時期が若干遡るが伊治城SI12住居跡等の組成にも組み入れられることから、同時代の

普遍的なセットの一部を構成するものと考えている。但し、一般の集落にあっては出土頻土が

低下する。

ー
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(3)台付皿

下図の4点がある。何れも還元焔焼成に依る。皿の口綾部は内側に屈曲する形にあり、博l

のように端部を直立気味におさめる例もある。蓋として使われたものかもしれない。この種の

器形は、志波城内城出土の土器に類例がある〇台脚部は、肌2のように直立するものと、航l・

3のように外反するものとがある。まなNol ・ 3はへラ切で切離すが、他の2点は不明であ

る。

0 5 10(爪

第i29図 台付皿実測図

第100表 台付皿法量等一覧

蒋 }; 

避∴縄∴名 純 別 切離し 日経回 嵩高(の) 脚経(の) 脚高(億〉 備 考 

l 8号(Di53)住 独悪罵 へラ切 (19.4) 3.5 10.8 1.1 域存箪釣40%(床面) 

2 26芳(Kc12)住 須恵器 不 明 

i(16・8) 

2,7 (8.0) 1.0 駿存率約20%内外面白黙柵あり。(櫓姐つ 

3 39号〈トle27)佳 須恵器 ヘラ切 l 16,8 4.4 10,6 1.2 残存率釣70%、登の可能作あり。(堆瀬上) 

4 不 明 須恵器 不 明 (17.0) 
ー ー ー 脚部欠失。やや取組 

注 志波城I 太田方八丁遁跡範囲確認調査報告198l.3 盛岡市教育委員会 内城SD510溝からの出土例

である。

(4)双耳杯

≒\士三井-
0 こ) 10em

第I30図 双耳杯実測図

2点出土している。 Nolは58号(Tg12)竪穴住居跡内出土の破片。 No2はUfO6グリッド検

出面採集遺物である。各々の詳細については再述しないが、 2点とも灰色を呈す須恵器であり、

胎土や自然粕のあり方が酷似しているものである。一見した限りでは灰粕陶器のようでもある

が、意図的な粕のかかり具合ではない。

この種の遺物は、県内にあって胆沢城・上平沢新田・相去遺跡等出土のものに類例を求める

ことができる。これらの遺跡は、本遺跡をも含めて一般の集落とは異なる要素をもつものであ

り、年代観も平安時代より以前に遡るものではない。県外では多賀城・秋田城・伊治城等が主

ー
403

-



な出土地例である。古代の当地域に特殊遺物が流入する背景には、多賀城から派生してくる要

因が多々考えられるが、必然的なことでもあろう。但し、本遺跡の双耳杯が在地生産に依るも

のか、他地域からの搬入に依るものかについては未だ不明である。なお、北限は北海道の後藤

遺跡までにも及ぶが、この場合も古墳という特殊な性格を持つ遺跡からの出土である。

注1胆沢城跡 昭和54年度発掘調査既報1980. 3 水沢市教育委員会

注2 上平沢新田遺跡 岩手県文化財調査報告書第52集 東北縦貫自動車道関係埋蔵文化財調査報告書 S

55年3月

注3 岩手県立博物館学芸員 高橋信男氏の教示による

注4 多賀城 研究紀要 昭和55年3月 多賀城研究所

注5 秋田城 昭和50年度秋田城跡発掘調査概報 秋田市教育委員会

注6 伊治城跡 多賀城関連適跡発掘調査報告書第4冊 昭和53年度発掘調査報告 多賀城調査研究所

注7 後藤遺跡 江別市文化財調査報告書XIII 元江別追跡詳 北海道 元江別市教育委員会1981

(5)登

美測点数は33点である。焼成結果から大別してくすべ色を呈すA類杯類似のものと、赤褐色

を呈すB類杯類似のものとの二様がある。後者は、 26号(Kc12)住出土のNolO、 39号(Me27)

住出土の賄15の2点のみである。この他に抽出されるタイプとしては、口縁端部屈曲の様子、

ツマミの形態・法量等の相違からくる組み合わせが考えられる。しかし、組み合う土器との関

連で細分するのであるなら別として、蓋そのものの機能性からみて、必要不可欠のものとは言

えず、特に細分はしない。当然、このような相違は時間差に関わる結果としてではなく、本遺

跡にあっては組み合う土器と相侯って、多様な種類の蓋が入り混じって使用されていたであろ

第I3I図 ツマミ形態模式図

第101表 蓋形土器法皇・他等一覧

過 構∴∴名 
番 ナナ 実 測 図 番 

写 典 番 T了 

腫上へラ削 I)の在室 上布 

浸 出 ぐm) 

ソマミ彩怒 l言賦勘1I 2.焼式曲2l 3.焼却卦3) 

備 考 

=音「圧 
大伴部 

嵩 高 
ツマミの 

埴土面 
残存率 

他 
ナナ I子 2.蜜 上半径 高さ×経 4.焼式圃4- (%) 

8号(Di53)竪穴住居跡 

l 20 1 (16.2) (7.4) 
ー - ー 床 面 40 ツマミ部欠失。 

2 21 1 (15.4) (4.2) 
ー ー ー 床 面 40 ツマミ大矢。目線一内面にが†て自然粕。 

3 22 
ー 

(19.4) 
- ー ー ー 

カマド内 10 口緑付近に自然袖。天井部欠失。 

10号(EbO3斬)竪穴住居跡 4 2 l (19.4) (9.0) 
ー ー ー 

堆頂上 45 ツマミ大夫。 

12号(Ee62)竪穴住唐跡 5 4 59 1 17.6 4.2 4.5 1.0×3.0 (3) 推根上 60 淡静色(2.5YR労)一部(7.5YR鮒で軟質。 

15号(FiO9)竪穴住居跡 6 11 l (17.0) (7.4) 
ー ー - 

床 面 48 ツマミ欠失。 

ー
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逝∴∴棚,∴名 

藩 ′了 

実 写 回転へ弓削 昔 話 ぐ爪I 
ツマミ形怨 

備 考 

測 同 輩 7了 良 番 l章 ‾I了 I)ので樵 上有 2.垣 

(.{ 星

上棟式勘1i 2.綬民団(2) 3.樗斌鞠31 十模式図・4) 

= 絡 
天井郡 上半葎 

器 高 
∴∴∵ミの 高さ×絡 

出上面 
残(雷・: 〈%) 他 

16号(GeO9)竪穴住居跡 

l 6 84 1 19.0 5.8 i 4.7 1,2ン:3.5 (3) 床 面 完 形 内面1】央榔こ推し、ナチ。 

8 I 1 17.7 4.5 4.2 L4X3.3 」、自 珠∴繭 完 形 同線と内面の一鮎二日黙和。 

20号(」c15)艶穴住居跡 9 1 1 l15.8) (6.4) 
- ー ー 

ヒ/上向 40 ノマミ大笑。 

23号(」i59)竪穴住居跡 10 3 112 1 18.2 3.6 4.8 1.4×3.2 
i(2) P.上 完 形 重ね焼浪あり。I/載色(2.5Y)4) 

25号(Jj12)轄大住脂跡 11 3 117 1 1了.8 5.4 4.9 上2×2.0 (3) 床 面 80 ログロ成形のi購う轍諾。 

26号(Ke12)竪穴住居跡 

鳥 4 120 2 18.8 8,6 
- ー ー 床面士 50 

ソマミ欠失。 磨滅。内面に多量の煤。B頬杯類似。 

13 5 123 2 (14.8) (4.0) 4.6 1.6)\2.3 (= 
堆弧土中 のI胡植 

40 黄的色(10YR%) 

29号(しa50)竪穴住居跡 14 10 1 (19.0) (7.0) 
ー ー 

推頂上 堆損士 55 ソマミ久夫。 

32号(しe33-2燈穴住居跡 15 ○ 1 (16.8) (5.0) 3.9 1.3x(2.5) 皇子 
床面上 I 

50 

33号(しi21)竪穴住居跡 16 9 143 1 18.0 5,0 4,5 1.3×3.2 (2) 

I撃瑞 近範硝上 

90 

39号(Me27)竪穴住居跡 17 8 161 1 18.0 4.8 
ー ー ー 

カマド 堆積土 

80 B賊坪類似。ツマミ大矢。 

40号仕Ie62)竪穴住居跡 18 4 1 (14.8) (6.0) 2.6 0.7×3,0 子・= 堆禎士 50 

41号(ト11i27)竪穴住居跡 19 3 2 (13.0) (6.8) 
ー ー - 

床面直上 十樹上 

30 ツマミ欠英。 

46号(Oi33)竪穴住居跡 20 圧 2 11.2 3.7 
ー ー ー 

堆紳士 75 ツマミ大矢。 

53号(QeO9)竪穴住居跡 21 3 1 16.2 5.0 
- ー ー 

カマド内 50 ソマミ欠失 

56号(RhO6)竪穴住居跡 22 24 205 1 (17.4) (7.0) 
- ー ー 

罵れ撃 突。部 

40 ツマミ欠芙 

59号(Ti21)竪穴住居跡 23 4 l 19.4) 6.6 4.2 1.1X3.8 (4) 床 面 90 B翻勺色訊10YR寿浅貿軽) 

68号(Df15)竪穴住居跡 24 1 1 (17.0) (9.0) 
ー ー ー 

推軸土 55 ツマミ大矢。 

5号(丸(lb27)竪穴状適確 25 2 2 (17.0) 
ー ー ー 一 

堆瀬上 10 天井部欠失。 

6号(Na27)竪穴状過構 26 4 217 2 

12.2- 12.4 

3.5 3.2 0.9×2.2 (2) 堆積土 完 形 口縁に歪み。 

2号(Eb12)瀧 2 2 
I (14.0) (7.0) 

ー ー ー 
堆紙上 10 ツマミ大矢。日経一内面に由然粕。 

弛 土 地 不 明 28 61 2 (16.6) (5.6) 2.9 0.6×2.2 

I 

(3) 40 

うという解釈に立つものである。従って本項では、タイプを抽出して記述することはせず、一

覧表を呈示するに留めるが、残り具合その他の関係から一覧表には28点について記載した。但

し、ツマミの形態については判例図を示す。 (第131図)

以上、 28点についての一覧表を付したが、ツマミ部分を欠損するものが多く、形態の全容が

解るものは12点にすぎない。口径は11cm台の小型のものから19cm台にも及び、 15cm以上のもの

が圧倒的に多い。全体的な数値からみて、高台軍の口径に見合うあり方とみることは大過ない

と言えようが、個々の遺構内にあっては、両者が組み合うであろうと推察される例は少ない。

セットになる可能性を持つ例は、 26号(Kc12)竪穴住居跡出土の‰4と皿3 (p35-2図)、 56

号(RhO6)竪穴住居跡出土のNo24とNo23 (P65-3図)、 6号(Na27)竪穴のNo2とNo4 (p

ー
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75-2図)等の3組位のものである。

再調整の痕跡としては、天井郡上半に回転へラ削りを施すのが一般的である。

ッマミの形態については、模式図に示した4例がある。 (1)は、ツマミ中央の突起が強調され

たものであり、 (2)・(3)は突起が弱いものである。また(4)は、中央が隆起しないものである。 (2)・

(3)の形態のものが多く、 (l)例は1点、 (4)例は2点のみである。何れも内面の返りをもたない。

なお、蓋の点数は、高台拘こ比して出土頻度が少ないが、調査地内全域に広く分布しており、

高台拘こみられたようなある程度の偏在はみられない。

また、多賀城や伊治城では黒色処理・へラミガキ等の調整を有する土師器蓋があるが、本遺

跡では今の処・未発見である。

(6)窒・鉢・壷形等の土器について

本項で取り上げる土器群は、拓影図を含めて251点を数える○完形品は少なく、反転復元で図

化したものが多い。全点数についての内訳は、聾形土器235点、鉢形土器8点、壷形土器7点が

主な器種である。他に体部に鍔状の隆帯を有す羽釜(M.19)が1点出土している。また、変形

土器の中には台付動主点含まれており(博.47)、拓影図を以って示したものも35点ほどある。

以下は器種毎の分類結果や詳細について記すこととするが、個々の法量・成形技法等につい

ては第102表の総一覧表を参照して頂きたい。また、分類記号も併記しているので併わせて参照

されたい。

1) 雲形土器

変形土器は、酸化焔焼成に依る土師器と還元焔焼成に依る須恵器とに大別される。前者の土

器群の中には、土器製作段階で須恵器本来の成形技法を有す聾が含まれている。これは前出の

杯形土器B類との関わりで分類上では独立した概念を与えることも可能であるが、便宜上酸

化焔焼成に依る土器群の範疇として一括している。

これらの饗は、ロクロ使用の有無・器形・法量等を鑑みて更に細分される。

即ち、

雲形土器

非ロクロ成形

ロクロ成形

K2・還元嫡焼成一口ク ロ 成 形

上

-
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.最大径が口縁にあるもの。(長胴形)〔K「a-1〕

大径が胴部にあるもの。(球胴形)〔Kl-a-2〕

.台付護。〔Kl-a-3〕

4.口径が20cm以上のもの。〔Kl-b-4〕

5.口径が20cm未満のもの。〔Kl-b-5〕

最大径が口縁にあるもの。(長胴形)〔K2-1 〕

最大径が胴部にあるもの。(球胴形)〔K2-2〕



以上の7タイプが設定される。 Kl-a (酸化焔焼成・非ロクロ)は、法量に於ける大小差もか

なりあるが、形態に依る分類を重視した。またK,一b (酸化焔焼成・ロクロ成形)は、形態的に

は画一化された傾向にあるので法量からくる相違で分類した。 K2 (還元焔焼成)については、

すべてロクロ使用に依るものであるが、完形品がなく分類区分に正鵠性を欠くことは否めない。

従って、大型の童形に近い饗をK2-2 、鉢形土器のように体部が内側に傾斜しない所謂長胴形を

呈すと思われるものをK2-1とするに留める。また、拓影図で示したものについてはK2-2に含

まれるものであろうが、 K2としてのみ取り扱う。

第132図 書・鉢形土器分類判例図

ー
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第102表 萎・鉢形土器総一覧表

退∴櫛∴名 

迎 ヽ〕 実 測 図 .小 写 具 ヽ 

柵別 

浸 hー〈帥)) 外 商∴∴罰∴∴整 内 面 鯛∴∴ 音鰹 

綿 々 立郎:口; 

「)待 旋∴誇 器 高 
轟と大 脇∴経 

=∴∴時∴∴帥 停∴∴∴∴部 【「 母∴∴部 倖∴∴∴∴部 

猿∴堪。内∴溝 ) 5 煩思棒 夫塑用を細工破算で路上帥良二「】醤証‾下予納表文あり。 K書「2) 

2星Bd了7 柁 
り 

6 
ー 

類思楊 28.8 
ー ー ー 口∴ク∴ロ ナ ナ ー ロ グ ロ ナ チ’ 

- 甘陸紳片。反伝- K之」2」 

3号(Cb了了)住 3 3 6 土師器 18.6 9.2 16.1 圧、丁 ヨ コ ナ テ’ 酌∴∴毛∴∴円 ヨ コ ナ チ 勤∴∴毛 「l 非ログロ。木発艇。 K了a-1 

4 ・( 土師器 113∴1) 7.2 16.1 12.3 ヨ コ ナ ナ へ ラ ケ ズリ ヨ コ ナ チ 別∴∴毛 目 非ロケロ.脆帥ケズリ言拭変あり二 K了8-) 

⊃ ) 

ー 土師隷 (19.0) 
ー - ー 

ヨ コ ナ チ ヘ ラ ケ ズ1′ コ コ ナ チ 不∴∴∴∴明 北口グロ。歪みありこ K了a「l) 

6 6 
ー 上帥諾 (19.鴨) 

ー ー ー 
ココ十十・舘刷毛【う 

ー 
ヨ コ ナ チ ー 

非ロケロ。輝耕す故., K,-a」2) 

l l 

一
類忠 寮生外面縦様の平行 i】丁用.手絡聞きのケズ牛肉而カキ臥(カでト的 K! 

8 8 
ー 

類心棒 タ【生外商叩11十か 下郡啓棺もl)高岡鼻紙十ナデー K書 

定日;1Cf50)住 9 ⊃ 
一 

l二筋詳 =了.9) 
ー ー ー 

ロ ケ ロ ナ ナ 
ー ロ グ ロ ナ ナ ー 

辰伝牽王事虹暗赤舶色〇・節用費,価額競土ピlト) K--山5) 

10 6 
ー 肌蟻 姻っ数部から河餌【 が†ての卿告外面絃位の甲田,画面はログロナナ⊃教当叛色つ〈櫛姐二中) K, 

11 l 

ー 土師詳 多国。外面格子挟間 流暢色 杖賢二 催拭土中) K子b 

5号(微)6)住 12 16 )6 !二駒器 23.2 8.6 37.」 22.2 口∴グ ロ ナ チ 叩 田十ケズリ ロ ケ ロ ナ ナ′ ヘ ラ ナ チ 蒜榔色。下貨削寸者。0床面) K,-b弓 

13 )了 
- 上帥詳 19.0 

- ー ー ロ ケ ロ ナ チ ロ グ ロ ナ チ ロ グ ロ ナ チ ロ グ ロ ナ テ’ 減算憾色。焼成良。雁面十推称土) K,-トは) 

= 18 
- 土師詳 ー 

5 
ー 

9.6 
- 不∴∴∴∴瑚 ー 

不 明 糸切か?膜面〉 
ー 

15 20 1了 土師器 21.5 
ー ー 

19.0 ロケ口十千十叩鱒 叩∴田十ケズーI ロ ブ ロ ナ チ’ 不∴∴∴∴瑚 二次火特肌色・対と部分あり一 K,-ト4 

16 2) 
ー 土師器 2上了 

- ー 
19.6 ヨ コ ナ チ ヘ ラ ケ ズリ ヨ コ ナ ナ 不∴∴∴∴叩 巻l中破叩敵う K,-a-1 

1了 22 18 土師詳 18.8 
- - 

23.0 うつ十千一畠朗的 別∴∴毛∴∴日 ヨ コ ナ ナ へうナナ十刷毛日 球掴形。赤色盆彩。(床面) K了a-2 

18 23 
ー 土師赫 )9.5 

ー ー ー 
ヨ コ ナ チ 待与的な、う打出 ヨ コ ナ チ へ ラ ナ ナ “赤色緩彩。域闇であろう。(P国) K了a」2I 

19 24 
ー 土師詳 (22.6) 

- ー ー ロ ケ∴ロ ナ ナ 口 グ ロ ナ ナ ロ グ ロ ナ チ ロ グ ロ ナ ナ 鱗形の反短 H) 

20 25 
ー 納思器 ク臨時的片。外面叩日十へラケズ中二 内面ロケロナチ.一秋二へラナナあl主 K書 

6号(DOO6〉住 21 18 
ー 土師詳 〈19.0) 

ー ー ー ナ ナ ー ナ チ - 雑用かご。ログロの在寮不味 礁面) K了∂」2) 

22 )9 
一

十寄 (22.0) 
ー 一 - ロ ケ ロ ナ ナ 憎‖時の叩= ロ ケ∴〇 十 千 ヘ ラ ナ チ ’反‡ふ 〈椎机上) K了㍉4) 

23 20 
一 部 (16.8) 

ー ー 
1工5 ヨ コ ナ チ 削∴∴毛∴∴= ヨ つ ナ チ 割∴∴モ∴∴目 非ロケロつ蘭部軽い厳つ庚‡壬(焼土十惟阻二) K,-a可- 

2」 22 
ー 土師器 ー 

了∴1 
ー ー ー 樹∴毛 細 ? 

ー 削∴ 二も∴【i 球開形。二次大約路上削壊。惰面十堆机上) K,-a」2) 

了号(Dh了1〉仕 25 6 
ー 

三和甘藷 (18.0) 
ー ー ー ロ ケ ロ ナ チ ロ ケ ロ ナ ナ ロ グ ロ ナ チ ロ タ ロ ナ ナ 属島 雁面) K子) 

26 7 
ー 土師藷 15.1 6.8 16.5 15.4 コ コ ナ チ 下端にナ ナ ヨ コ ナ チ ヘ ラ ナ ナ 膚部材敦,(床面) K了a-2 

2了 8 
- 土師諾 18.9 

ー ー ー 
ヨ コ ナ ナ ヘ ラ ケ ズi) ヨ コ ナ ナ ヘ ラ ナ チ 肩部布敦。(床面) K了a「1) 

8号IDi53)住 28 27 
ー 土師器 18.2 

ー ー 
1了.8 ヨ コ ナ テ′ ヘ ラ ケ ズ1′ ヨ ブ ナ デ 相即+ヘラケ在I 硬質。(カでド内) K了a-1 

29 28 
ー 土師詳 〈2上8) 

ー ー - ロ ケ ロ ナ ナ ロ ケ∴ロ ナ ナ ロ グ ロ ナ テ’ ロ グ ロ ナ チ 煤イオ琉赤色倹彩? K,-山4) 

30 29 
一 姫 (36.0) 

ー ー ー ロ グ ロ ナ チ ロ タ ロ ナ テ’ ロ ケ ロ ナ チ ロ グ ロ ナ チ 筋形。自然椎。(堆肌土中) H書 

31 30 
ー 

猟悪詳 (27.0〉 
ー ー ー ロ ケ∴ロ ナ チ 

⊂プ ラ くブ ナ一・テ′十 
ロ グ ロ ナ チ ロ グ ロ ナ ナ (惟肌土中) Kブ「2) 

32 3l 
ー 須恵赫 描揚陸 喉面) K事 

9神Ea59月‡ 33 11 
ー 土師赫 (20,= 

ー ー 
(18.= ロケロナナ十叩照 ヘ ラ ケ ズ】I ロ ケ ロ ナ チ ヘ ラ ナ ナ (貯蔵大内) K了b-I4) 

34 12 
- 上納器 (21.8) 

- ー ー 
ヨ コ ナ チ ヘ ラ ナ ナ コ コ ナ ナ ヘ ラ ナ チ’ (床面) K了a-1 

3与 13 
ー 土師講 16.4 8.了 26.6 16.8 ロケロナナ十叩門 ヘ ラ ケ ズI′ ロ ケ ロ ナ ナ ヘラナナ十叩照 (貯蔵大内) K,-b「5〉 

36 14 上帥詳 
- 

7.3 
ー ー ー ヘ ラ ケ ズリ ー 

刷毛〇十へラナチ (貯蔵穴内) K了a 

10笥IEbOOi部(と 37 11 50 上的器 22.8 
ー ー 

19.8 ロケ口ナチ+叩嶋 甲田十へうケ升I ロ ケ ロ ナ ナ ロ ケ ロ ナ チ“ 樹す振(無力でド左抽) K十㌔4 

38 は ー 土師詳 l13.0) 
ー ー 

(1上7) ヨ コ ナ テ’ ヘ ラ ミ ガ キ ヨ コ ナ チ 削∴∴毛∴∴日 非ログロ。楳付帯の反転.瞭面) K了a-1 

39 )3 
ー 土師精 (14.0) 

ー ー ー ロ グ ロ ナ チ ロ ケ ロ ナ チ ロ ケ ロ ナ チ ロ グ ロ ナ チ ’反飯。春山†載形。(ピ/上向) K十回5) 

40 1寸 
- 紹悪罵 

ー 
7.2 

ー ー ー 
下箔へラケズi) 

ー 
下璃ロケロナチ ’雄部外面へラケズリ。(麻面) K3 

10笥iEbO3鯖)伐 41 6 土帥器 0了.1) 
ー - ー 

ヨ コ ナ チ ヘ ラ ケ ズi′ ヨ コ ナ チ ヘ ラ ナ テ ’(稿カマド中) K,-a」l) 

鳥 l 狐悪幣 (20.3) 
- ー ー ロ グ ロ ナ ナ ロ ケ ロ ナ チ ロ ケ∴ロ ナ ナ カ キ 目 自給色だが硬質。反転(カマド) K了1 

43 8 士帥器 (24.0) 
- ー ー 

ヨ コ ナ ナ 削∴∴毛∴∴田 ヨ コ ナ テ′ ヘ ラ ナ チ ●非ログロ。庚飯。(地肌土十方マド付近) K了a 

44 9 類思藷 押彩陶外面繕五時周.内面樟海清文 〈カでト’右抽簿) Kき 

12号(Ec62)住 45 6 十二師蕎 (22.0〉 
ー ー 

(20.2) ロ ケ ロ ナ ナ ヘ ラ ケ ズリ ログ口ナチ一節持田 不 郎 i(P,十P.) K了♭4 

46 7 
ー 土師詳 - 

8.3 
ー ー ー ヘ ラ ケ ズリ ー ヘ ラ ナ チ K了a 

14号げの6)住 47 7 
ー

土 9.6 (誓‡) (金.();) 12.I 
1上5 ヨ コ ナ ナ ヘ ラ ケ ズ11 ヨ コ ナ ナ’ 不 日l l台付。(床面〉 K,-a-3 

48 8 土師欝 ー 
了.0 

- ー ー ロ ケ ロ ナ チ ー ロ グ ロ ナ チ’ 【耶三糸切。二次天然つ(カマド内) K了b 

15号〈FiO9月曜 49 14 士飾器 (23.2) 
ー ー ー ロ ケ ロ ナ チ 一節継の叩日 ロ ケ ロ ナ チ ロ グ ロ ナ チ K了出4) 

50 15 
ー

タ和 29.8 
ー ー ー ロ ケ ロ ナ チ 継 の 即 日 ロ グ ロ ナ チ ロ ケ ロ ナ テ ’絞都捕れる。 K重」2) 

51 1い1 75 独 (29.5) 
ー ー ー ロ∴プ ロ ナ チ 擬 の 叩「】 ロ グ ロ ナ チ ロ ケ ロ ナ チ 十姑形。條耐音 臣 

iい: 
ー

う加 
ー ー ー ー ー ー - ー 

‰16-1の底部片。平塩 串 

16号(GOO9)佳 52 13 土師赫 (19.= 
ー ー - ロ ケ ロ ナ チ ロ グ ロ ナ テ’ ロ タ ロ ナ チ ロ グ∴ロ ナ ナ 反飯。(カマト内〉 K--蘭5) 

53 14 土師詳 (18.8) 
ー ー ー 

ヨ コ ナ チ 刷∴∴毛∴∴円 ヨ コ ナ テ’ 勘∴∴も∴∴= 飯館つ(ビノト内〉 K,-a 

54 圧 土師器 (13.0) 
ー ー 

(12.7) ロ ケ ロ ナ チ’ ヘ ラ ケ ズII ロ グ ロ ナ チ ヘ ラ ナ テ’ 駒形。樹寸藍 K了8」1) 

55 圧 86 土師赫 )5.2 8.0 20.1 19.9 ヨ コ ナ チ 刷毛臼十へラケ升I ヨ コ ナ テ’ ー一都へラナチ 糊形。勲雌あり。(ピソト内〉 K了a-2 

56 17 須恵器 (22.9) 
ー ー ー ロク ロ ナ チ ロ グ ロ ナ チ ロ グ ロ ナ チ ’ロ グ ロ ナ チ 反島(カマド内) K書」2I 

5了 18 類思器 彰的頭部一体節片。外面蘭舘より下万難位の叩け.内面ログロナチと押圧熊あり.(麻面〉 K書 

58 19 
一 肌 彰臨顔部←倖柳生外面絃化の叩田。内面ログロナチと指圧熊。臼憾色を呈す節分あり。やや軟質。(床面) K書 

1了芳(CiO9)住 59 11 93土 16,1 7.5 00.8 14.与 コ コ ナ チ 馴∴∴毛 日 ヨ コ ナ ナ 酌∴∴七 日 輪的み蛇形。傭面) K了a-1 

60 12 
ー 土 

ー 
5.6 

- ー ロ ケ ロ ナ ナ ロ グ ロ ナ チ ロ ケ ロ ナ チ ロ グ ロ ナ チ 静止糸の(柘彫図上二次火黙(床耐 K了b 

61 13 94 土師器 25.0 =.8 蜘.2 
ー ロ グ ロ ナ チ 叩日+へうケズり ロ グ ロ ナ チ ●継位へラナチ ’歪みあI)。一部郡安。(カマド部) K了ト4 

62 14 土師器 10.8 
ー ー ー ロ グ ロナチ ロ グ ロナチ粗抄多愚(実子】飾) K--♭5 

ー
408

一



遺∴購i名 

通 し トも 実 測 図 義、 写 輿 最〕 

種 ぢ 法∴∴∴∴駈(帥) iI 

外 面 悶∴∴鰹 内 面 割∴∴鰹 

備 考 分納轡〔号; 

「-吐 
重 器∴商 )紺‥車体 紬増車∴部 

11引CiOO〉住 
・

6 315 郷甘苦 ー押彫闘つは部片。外面平御】目.内面商港渡鳥(勘坊培土か 
K暮 

6 4!6 須悪罵 折彫耽l榔片。外面平制帽,絃灰色の拍かかる.内面畠啓棋断面赤娠色.的勘気 
K 

18号(Cう)2〉 
6 5 9 土師器 18.5 8.2 31.0 16.8 ヨ コ ナ チ へ ラ ケ ズiI ヨ コ ナ ナ 不 日 月(カでトつ 

書 K-a-1 

6 610 土師器 15.0 9.3 13.5 13.8 ヨ コ ナ チ ヘ ラ ケ∴ズ1′ ヨ コ ナ チ ヘ ラ ナ チ? 木寒暖(南菓鵜ピ/ト廟 I K-a-) 

6 711 土師器 (19.6) 
ー ー ー 

ヨ コ ナ チ ●刷 毛 日 ヨ コ ナ チ 刷∴∴毛∴∴月 鴫拙色(床面) 
l K○○a 

68 12 

土師赫 土師謹 

1(2上9) 
ー ー ー 

ヨ コ ナ ナ ヘ ラ ケ ズリ ヨ コ ナ チ ヘ ラ ナ チ 
K,-a「1) 

69 13 (14.0〉 
ー ー 

(13.0) ロク ロ ナ チ ロ タ ロ ナ ナ “ロ ケ ロ ナ テ′ ロ ケ ロ ナ ナ 1粕砂多い。儒面) 
K了b-(5) 

70 14 独悪縁 筋彫鴎外面叩日.内面ロタロナチ。断面は灰へ 原調色,(堆机土中) 
K重 

19′自Id12)佳 71 5 土師器 (18.8) 9.7 30.0 17.5 (I車上半)坤旧 ヘ ラ ケ ズリ 不 明 不 明 路上粕。嬉滋。石英社多膝(ピソト内) K,-b-」 

72 6 土師藷 20.0 7.0 34.4 20.0 (陸上宰)叩日 ヘ ラ ケ ズリ 不∴∴∴∴明 不 即 ‖歪み。層藻塩土粗。(ガマド部) K,-b-4 

73 7 土師器 (2上0,I 
ー - ー 

木口棉即)ロケロナ‾ 木口相聞)ロケ口ナ‾ 木口利用の泣言 木口軸用の帰日 梶改良。(棋士ビノト的) K)-b」4I 

74 8 土師器 (22.0:音 
ー ー 一 

木口櫨即)ログ0ナ‾ 木口相聞)口クロナ‾ ロク ロ ナ チ 一節カ キ 目 俸綿が破る。倣土ビバ勅 K了b」4) 

75 9 土師器 22.6 7.8 32.4 21.4 ヨ つ ナ チ ヘ ラ ケ ズリ ヨ コ ナ チ ヘ ラ ナ チ 麻減聯著。振付拓(カマト恥 K了a-I 

76 10 ま師器 (24.0) 
ー ー ー 

叩〇十0グロナチ 叩月十ログロナナ ヘ ラ ナ ナ ヘ ラ ナ チ (カマド細十規土ビ′ト十惟職工) 

K了b-4 K子b-4 

77 11 101 土師諮 22.0 8.2 30.9 20.3 ロ グ ロ ナ チ ヘ ラ ケ ズi′ ヘ ラ ナ チ 不∴∴∴∴瑚 路上粗。傭面十力了ド舗〉 
78 は 土師蕾 (20.2) 

ー - 
20.4 腫上半)叩田 ヘ ラ ケ ズil 一部へラナチ 一一舘へラナチ 焼脱皮。(床面) K,-♭-4 

20号(Jc15)佳 79 3 土師器 (16.0) 
ー ー 一 

ヨ コ ナ チ 刷 毛 田 不∴∴∴∴明 不∴∴∴∴瑚 

K了a K-a「2) 

80 4 土師赫 ー 
(8.0) 

ー ー ー 
方寸全甑多の′こめ 不用卜の慎桝り・ 

ー ヘラ ミガキり 東方マ卜に同一個体あり(椎棚土) 

洲 し 筋張器 招彩陶体下璃一雄郡片。平態を軍す。翻形と思あれる。 
l K書 

82 6 須思器 柘影的(林部片。外面平行叩日。 
K2 

21号(」d50)佳 83 2 土師諮 06.0) 
- ー ー 

ヨ コ ナ チ ヘ ラ ケ ズリ ヨ コ ナ デ 寓∴∴∴∴減 口朋棚峰。魔鴨。即グロ。外面上方棚朗る。 K,-a 

22号(Je)5)佳 帥 11 土師嵩 (22.0〉 
ー - ー ロク ロ ナ チ へラケズリ十甲田 口∴グ ロ ナ チ ロ タ ロ ナ テ′ 愉顔み。(菓カマド椎的土) K -b」4) 

85 12 土師赫 ー ー ー ー 
ヨ コ ナ テ’ 不∴∴∴∴明 不 明 不 明 反依っ赤色捻彰細片あI主(菓カでド) 

1 K○○a「2) 

鎚 13 土師酵 (12.0) 
ー ー ー 

ヨ コ ナ デ ヘ ラ ケ ズiI ヨ コ ナ チ ヘ ラ ナ チ 粗獲ろ作り。碕赤榔色。傭面) K「a」l〉 

87 14 土師器 ー 
7.0 

ー 一 ー ヘ ラ ケ ズリ ー 
刷∴∴毛 馬 胎土粕。二次火鉢,(床面) K,-a 

88 15 土師醤 ー 
9.2 

ー - ー ヘ ラ ケ ズil ー 刷毛目十ナ デ 赤色塗彩不明。硬カマド) K,-a」2) 

89 16 須恵嵩 (25.0) 
- ー ー ロ グ ロ ナ チ ロ ケ ロ ナ チ ロ ケ ロ ナ チ ロ タ ロ ナ ナ 反語。(掘り方退土) K子) 

23号(Ji59)佳 90 5 113 土師呂 19.5 8.1 26.5 27.3 三 つ ナ ナ ヘラミガキ? ヨ ブ ナ デ ヘ ラ ナ チ 肩部段間蹄。(床面) K了a-2 

91 6 土師替 (22.6) 
ー ー 

(22.8) 
ロ グ ロ ナ チ ロ グ ロ ナ テ′ ロ グ ロ ナ チ ロ タ ロ ナ ナ 一部煤け靖。(床面) K十㌔4 

92 7 土師器 ー 
7.2 

ー ー ー 
甲田+ヘラケ升I 

ー 鴎∴∴∴∴滅 拭変節が多い。(ピ、ノト内) K了b 

24号(」jO3)佳 93 l 114 土師醤 15.2 5.5 19.0 15.9 ロ グ ロ ナ チ へづケズlノ ロ グ ロ ナ デ カ キ 日 暖面ケズi)。(床面) 

K了b-5 K,-a 

94 2 土師赫 (13.4) 
ー ー ー 

ヨ コ ナ テ′ へ ラ ケ ズリ ヨ コ ナ チ′ ヘ ラ ナ チ (床面) 

25号(Jj12)住 95 5 =8 土師赫 12.9 6.9 12.5 12.9 ロ グ ロ ナ チ ロ タ ロ ナ ナ ロ グ ロ ナ ナ ロ グ ロ ナ ナ 園怯糸切か?朋荷船色(床面) K了b-5 

96 6 土師緯 ー 
7.2 

ー ー ー ヘ ラ ケ∴ズリ - 羊∴∴∴∴叩 木糞雄。周辺をヘラナチ間整。(ガマト) K了a 

97 8 須恵萬 拓彫図。休部片。外面怜子臼状の叩臼。 
K章 

26万(Kぐ12)住 98 9 土師替 (16.0) 
ー - 

ヨ コ ナ チ ヘ ラ ミ ガキ ヨ コ ナ ナ ヘ ラ ミ ガキ 非ロタロ。反僻事路上粗。(堆取土) K「a「l) 

99 10 土師欝 (20.0) 
ー ー ー 

刷毛日十ヨブナデ ー 
刷毛目十うつナチ ー 

属島井口グロ。(ビノト内) K了a 

100 12 須懇篤 拓彫図。休部片。外面縄目機の叩目。内面厄熊上に木口f胴のナチ。(カマド焚口鋤 

Kま K子a「I) 

27号(Kの3)住 101 3 土師篤 (18.0) 
ー ー ー 

ヨ コ ナ チ 刷 毛 日 ヨ コ ナ チ 留∴∴∴∴減 路上粗。勲安部多い。煉面上) 
28号(KjO3)性 102 5 須恵萬 拓彫鴎外面に平行の叩田。(カマド煙道口) K 

29号(しa50)住 103 15 土師罵 11.9 5.9 9.2 10.7 ヨ コ ナ ナ ヘ ラ ケ ズリ ヨ コ ナ チ ヘ ラ ナ チ 庇節内面ナナノケ。 
事 K了a-1 

104 16 土師琶 (23.8) 
ー ー - ロ グ ロ ナ チ’ ロ グ ロ ナ チ ロ ケ ロ ナ チ ロ タ ロ ナ チ 反語。(ガマド煙道部) K子機4) 

105 17 須悪罵 (24.0) 
ー ー - ロ タ ロ ナ チ ロ グ ロ ナ ナ ロ グ ロ ナ チ ロ グ ロ ナ ナ 鉢形。(ピソト内) H. 

106 18 土師緯 ー 
6.0 

一 ー ー ロ タ ロ ナ チ ー ロク ロ ナ デ 同館糸切(西側カでド) K子b 

107 19 頴敵諾 拓彫図。外面叩日。内面押圧煎。童形になるか? K子 

00号(しb24)性 108 2 土師苗 (14.0) 
ー - ー 

ロ グ ロ ナ チ ロ タ ロ ナ チ ロ グ ロ ナ チ ロ グ ロ ナ チ 励震小型。(椎的土) K了山5) 

109 3 土師器 ー ー ー ー ー ロ グ ロ ナ チ ー ロ タ ロ ナ デ 節状の隆軒聞†る。休部片。(堆机上) 羽登 

110 4 土師嵩 (15.5) 
ー ー ー 

コ コ ナ チ 尉∴∴∴∴滅 ヨ コ ナ チ 捌∴∴∴∴減 井口グロ。(推撒土) K子a 

3I即しぐ33-1)住 111 3 131 土師赫 26.0 10.3 32.4 25.0 ロ グ ロ ナ チ 叩目+へラケ升) ロ タ ロ ナ チ ヘ ラ ナ チ 一部に媒付術。赤則包。 K,-b-4 

112 4 土師罵 (20.0) 
ー 一 

(16.3) ヨ コ ナ チ 刷∴∴毛 日 ヨ コ ナ チ’ 刷∴∴毛 呂 反飯。を自†洩明暗。 K,-a-1 

艇射しl鑓-2〉住 113 6 1統 土師器 10.8 4.7 9.4 10.0 ロ グ ロ ナ チ くつクtブナナノドゥ細 へ?ケズリ ロク ロ ナ チ ロ ケ ロ ナ テ′ (床面) K十㌔5 

114 7 137 土師器 (12.4) 6.5 =.9 )0.6 ヨ コ ナ デ ヘ ラ ケ ズI) ヨ コ ナ ナ ヘ ラ ナ チ (西方でド焼土的) K了a-1 

115 
.8 須恵器 拓彫図。体部下璃一底部片。平庭。自憾色でやや軟質。内面押王側こナチ。(堆汎土) 

K章 

33号(しう21).性 l16 12 土師諮 (18.0) 
ー ー ー 

ヨ コ ナ テ′ ヘ ラ ケ ズII ヨ コ ナ チ ヘ ラ ナ テ′ 非ログロ。肩部有敦。反鳴(床面) K了a「1) 

1古 13 須恵善 (25.9) 
ー ー ー ロ グ ロ ナ チ 叩 目 あ り ロク ロ ナ チ ロク ロ ナ デ 長胴。(北東餌堆積土) K子l 

118 国 須憩茜 (23.0) 
ー 一 ー ロ タ ロ ナ チ ロ グ ロ ナ チ ロ タ ロ ナ チ ロ グ ロ ナ チ 硬質。灰由一誠実賛憾色。(ビ/ト内) K子l 

119 15 土師善 (21.0) 
ー 一 

(20.0) 
ロ グ ロ ナ チ 

くつク⊂)ナナノ+ 

へブナズリ ログでプナナ-部 カキ円 持目一節へうナチ 激賞憾(ピソト内) K了b-4 

120 16 土師琶 (24.0) 
ー - 

(21.5) ロ タ ロ ナ チ′ 

くつク⊂)-ナナ十 

へづケズリ ロ グ ロ ナ テ“ 
ログでブナ一㌢-耶 カキ【1 恰積み味(ヒ∵ノト内) K子機4I 

121 17 土師赫 (25.0) 
- ー 

(21.5) ロ グ ロ ナ チ 叩目+ヘラケ升I ロク ロ ナ チ ヘ ラ ナ チ 路上粗(床面) K,-b14) 

122 18 土師器 (20.5) 
一 ー 

17.5 うつナチ十刷毛目 ㌢割下的-、づ ヨ コ ナ チ 刷 毛 目 非ログロ。(床面十カマト’+惟帆土) 吋-a-1 

123 19 土師替 (14.0) 
ー ー ー ロ グ ロ ナ チ ロ グ ロ ナ デ ロ タ ロ ナ デ ロ グ ロ ナ チ 内面十部隷変。傭面) K,-地5) 

繍号(しj27)性 124 1 土師嵩 (22.8) 
ー ー ー ロ タ ロ ナ チ 斜位の叩目 ロ グ ロ ナ ナ ロ グ ロ ナ チ (堆帆土中) KI-b-4 

35号(しj71)住 125 7 146 土師蓉 18.5 9.2 14.9 16.6 ロ タ ロ ナ チ 下端へラケズリ ロク ロ ナ チi 一部へラナチ 小型。外面剥離。恥赤拙色。一部媒 K了b-5 

36号(ト(c18)鮭 126 3 土節萬 (22.3) 
ー ー 

(18.2) ヨ コ ナ チ ヘ ラ ケ ズリ ヨ コ ナ チ ヘ ラ ナ チ 肩舘有段。巻上(†。(煙道掘り方埋土) K,-a-l 

ー
409

-



也∴鵬∴名 

逓. Il消 し= ヽ〕. 十一 i 羽 や〕. 写 興口重芳 ヽ、 

法 iltlq巾) 外 面 劇音∴∴鰐 困∴∴商∴∴劇音∴音鰐 

偶

々 屯銑〈方でド搬紺) 

分粕汁;“ 

り 【!作確i. 離高‡ ∴十十 】∴享受∴∴紳= 
与∴∴∴∴謝 「】 暮∴∴帥= 与∴∴∴∴餌 

36号(〉1c18)住= 

1 

り‾ 
」

- 
-与(21q) 

ー ー
(20.5〉 ロ ケ ロ ナ チ 下方へうケズリ ロ ケ ロ ナ チ′ ロ ケ ロ ナ チ K十㌔i! 

_l 28 ⊃ -1二帥幕 鱗 〈23.8) 漢書 ロ ケ ロ ナ チi 中 上† 
ロ ケ ロ ナ テ’ ヘ ラ ナ ナ? 

短期形の嵩か?悔親王) 壁用’。九確。(鱗紺椎樹上) 

K「ト4) 

129 6 1.鳩」二郎誉 

綱冊 

i= 218
- 

330)(2り9〉 口∴ケ∴ロ ナ ナ ヘ ラ ケ ズリ ロ ケ ロ ナ ナ 木口利用のナナ K十㌔4 

絹鵬綱 外面陣冊】内面抑強圧へラナチ一局でド拒阻‥) 
K2 

130 l ー,上し、 

狛・1端 育】./.〇 ・i・糾)外剛刷昭博了」咽が輝、)神棚のナナか)-(樹れ上中・iヽ青了近辺) 
K, 

131 †羊 8 9 一組.し、 ー土師 賀了羅.,つ 器)0.0 

I 

「iへ舶′、 ー(9.3)構 成ぼ 滅ぼ 厳 ぽ∴∴∴1測度伝作綿棒肉時め。(棉櫨賠り万別二) 
ー 

3了号朝e18)佳 )33 ⊃ 
ー 上層赫= 

ー ー ー コ∴ク ロ ナ ナ ロ ケ ロ ナ チ ロ ケ ロ ナ チ ロ ケ ロ ナ ナ 

反転,石英的多い誹一変あぐ)。膜面) 外面若干の煤う赤榔色(床面十椎的土) 

K了山4I 

器=230I 
ー ー ー コ∴グ ロ ナ チ’ ロ ケ ロ ナ チ ロ ブ ロ ナ チ K--b「4I 

134 135 6 l 152 土師 1 器袈霊‾ 10.0 31.2I iIl青に iIiじ 
口∴グ ロ ナ ナ へ ラ ケ ズ1) 口∴グ ロ ナ ナ ナ ナ ツ ケ 

巷しげ鵜「卜似二歪みう 財部段不明眈(カマト有柏十轍鮒) 

K十㌔4 

39坤〉1e27)住 136 工 赫 214 
ー ー 

210 ヨ コ ナ ナ ヘ ラ ケ ズリ ヨ コ ナ チ ヘ ラ ナ テ’ K了a-1 

13了 I )8 

一 十的 赫 8.3 〈 6.1) 8.9 〈 8.了) ヨ コ ナ チ ヘ ラ ケ ズi) ヨ コ ナ チ へ う ナ チ 

不発鵬樋口二直〈カで卜占紺 回転糸軌膜面十雄視土) 非ログロ。(カでト’突「i十技士内) 反転〈カでド十掴68!二塚) 

K了a-(2) 

)38 19 器13.2 6.9 13.鴨 13.5 口∴ケ∴ロ ナ チ 木口胴の持田 口∴ケ ロ ナ ナ 木「】打開のカ守田 K子b-5 

139 20 詳
- 

8.2 
ー 一 ヘ ラ ケ∴ズリ ー へ う ナ チ K了a 

40号I〉1e62)住 140 5 器 〈2?0) 
ー ー 甲田十へうケ升l ロ ケ∴ロ ナ チ ロ ケ ロ ナ チ K了b〇回 

141 6 
一 雄思 劉据脳中外部二【間.内面こ押研くと在】棚】のナデー(鞠旺〉 

Kき ’? 

42坤N鵬)仕 142 
り 詳=17.4) 9,7 18.8 (1了.6) ヨ コ 十 干’ 削∴∴七∴∴(う 三 つ ナ ナ ヘ ラ ナ チ 

水嚢臨思斑頚飾こ弛散略面) 慮外面相酬I】のナチ。仁猷やや凪亙(鷹而) 

K了櫨-_ 

143 3 器19.3 9.5 21.2 16.」 三 つ ナ ナ 引∴∴モ∴∴目 勤∴∴毛音∴【1 K了a-1 

4高月0能0=住 144 4 赫161 
一 ー 口∴グ∴ロ ナ ナ ロ ケ∴ロ ナ チ ロ グ ロ ナ チ カ キ 田 K-〇㌔⊃ 

145 5 
ー 土師 詳(21.0) 

ー ー ロ ケ ロ ナ チ 叩日†へラケズ1I ロ ケ ロ ナ チ ナ チ ツ ケ 

l鍋み。反飯。 非ログロ。口娘歪み。巻上げ。樹医(中央棋士) 非ログロ。晴帥辞臭う属島(カでド2十床面) 蘭塵外面刷毛「服。(掘り男児土中) 

K了H4) 

45号(Oc2了)住 146 1 護(20.0) 
ー ー ヨ コ ナ ナ (議・一義〉 

ヨ コ ナ チ ナ ナ ツ ケ K了a「1) 

46置Oi33)住 147 17 赫(22.3) 
ー ヨ コ ナ ナ ヘ ラ ケ ズil ヨ コ ナ チ ヘ ラ ケ ズリ K了a 

148 18 藷=22.3) 
ー ロ ケ ロ ナ ナ 杓】字i間のナチ ロ ケ ロ ナ ナ ヘ ラ ナ チ K--b 

l・19 19 器I20.1〉 
- 口∴ク∴ロ ナ チ へつケズi) 口∴グ ロ ナ ナ ヘ ラ ナ チ 反転(椎机上〉 K了b」4l 

150 20 赫(20.= 
- 口∴ケ∴ロ ナ ナ 口∴ク∴ロ ナ ナ 口∴タ ロ ナ ナ ロ ケ ロ ナ ナ 舶三。朱徐みるか?〈カでド2十鷹面) K言い4) 

はi 21 器 〈22.9) 
ー ロ ケ∴ロ ナ ナ ロ ケ∴ロ ナ チ 口∴グ ロ ナ ナ ロ ケ ロ ナ ナ 反儀。一部隷変,個脚耕土) K了b」41 

152 22 詳(22.0) 
ー ロ ケ ロ ナ ナ ロ ケ ロ ナ テ’ ロ タ ロ ナ ナ ロ ケ ロ ナ チ 反館。(P雄机上) K了山4- 

153 23 赫14.8 了.3 13.3 13.了 ロ ブ ロ ナ チ ヘ ラ ケ ズi) ロ グ ロ ナ チ ロ ケ ロ ナ ナ 庭面へうケズ・l。(‡ケズ鳴梱鶏肋でト2健土中) に-b-3 

1与4 24 誇 21.0 
ー ロ グ ロ ナ ナ 叩目十へうケズ『 ロ ケ ロ ナ ナ カキ目十ナ チ 

(雄視土) 非ログロ。怜請み。底に刷毛圏つ(カでド2) 

K了山4) 

155 25 諮
- 

8.4 
ー 勘∴∴も∴∴‖ 

ー ナ チ′∴ツ ケ K--a 

)与6 26 赫
- 

8.5 
- ヘ ラ ケ ズil 

ー 木口利用のナチ 非ログロ。未発膜の畑二へラケズi′ はでト’2〉 K了a 

15了 つ7 
一

雄住 椛川棚雄巨細帥桁回生的面相.郁j 
K, 

4了坤Pd1う)仕 158 9 
ー

工重 姉詳
- ヨ コ ナ チ 到∴∴セ ロ ヨ コ ナ ナ ヘ ラ ナ チ 

反転,球的。i栂鮒欠失。(堆親土) 体下端一贋部片。贋外面へラ苑でのナナ。 

K--a-2 

159 1 師器
- 

9.0 
ー - ヘ ラ ナ デ K}-a 

160 1 詳(1上0) 
ー 

(12.= ロ ケ 音ロ ナ ナ ロ∴グ ロ ナ ナ ロ ケ ロ ナ ナ ロ グ ロ ナ チ’ 康広(堆紳士) K了山5I 

161 l 面罵=19.0) 
ー ー 

ヨ コ ナ チ へ う ナ ナ ヨ コ ナ チ′ ヘ ラ ナ チ’ 非ログロ。(的み。〈惟机上) K了a 

圧二 1 痴詳13.4 S.8 14.9 16.5 ヨ コ ナ ナ ヘ ラ ケ ズil ヨ コ ナ ナ ヘ ラ ナ チ’ 雄外面へラケズリ。薄手。傍訓 KI-a-2 

48号(Pe33)住 163 
ー

十傑 師赫
- 

了.8 
ー - 

ログロでiテノト調 へ・サケズ●l 

ー 口∴グ ロ ナ ナ 【p帳糸切。手持へラケズリ。(麻面) K了b 

16」 
一

七 飾詳(18.4) 
ー 

(21.4) ヨブナ千十組むl 別∴∴毛∴∴= ヨ コ ナ ナ ヘ ラ ナ チ? 井口グロ。潤う属島礁面) K了a-2 

165 
一 土 師詳(=.9) (5.5) 10.9 

層†I部 (10.3) 

ロ ケ ロ ナ ナ ヘ ラ ケ ズリ ロ ケ ロ ナ ナ ロ ケ ロ ナ チ’ 辰鋲。内面親愛つ(ビ/ト十椎机上〉 Kl-ト5 

49紺P=8)住 166 
一

十事 姉赫(22.0) 
- ー 繊毛円十ヨコナチ 刷毛り十へラケズ ヨコナナ十刷毛H 縮広の割毛 ケズリの郎位不軌傭面) K了a十1I 

16了 
ー

土鴨 動静=18.0 )
葛 ー 

ヨ コ ナ チ “馴∴∴毛∴∴冒 ヨ コ ナ チ ’ヘ ラ ナ チ 暗部碓裳低面十方でド西側柏) K了a→1† 

168 
ー

十重 両論(16.0 )
- ー 

ヨ コ ナ テ .ヘ ラ ケ ズリ ヨ コ ナ ナ′ ヘ ラ ナ チ? 

膚部室敦。恰帥み。(床面) 九腿の球輯外鷹鰍二煤,火を媒 

K了a 

51号(Pi27白は 169 
ー

一部 姉詳 260 
ぐ田tItI 

225 22.9 ヨ コ ナ ナ 能の割そし1 ヨ コ ナ テ’ 庸∴∴∴∴減 K̃-種-1 

1了0 3 
ー

土住 22.9 重器拓骨姻つ作細片。外面継位の岬i 
K章 

試写(Qe18)伐 171 
一

十 帥赫(230 
ー ー ー 口∴グ ロ ナ チ ’下端へラケズi′ ロ グ ロ ナ テ i一部へラナナ 反惟言叉鍾憾色。(カマト十と/ト) K--ト」 

172 14 
一

十∩ 師器(15.0 )
- ー ー ロ グ ロ ナ チ ’ロ ク ロ ナ チ’ ロ ケ ロ ナ チ ’ロ グ ロ ナ チ ’同、技工東側と∵ノト的) K了b「5) 

173 1:) 一・部 両群(189 ) - ー ー 
ヨ コ ナ テ ’勘∴∴七 日 ヨ コ ナ テ 当不 日I 1飯島球田。煙り万培土) K,-a」2I 

174 1了 
一 類 母藷筋彫閃I榔片 外面脚汁の叩】内前一蒔く白文を施す-1堆乱と) K2 

55坤Qg24)伐 3 
ー 土 飾赫(23.0 つく1 )- 

ー ー 
ヨ コ ナ チ ’ヘ ラ ケ ズiI ヨ コ ナ チ 不 明 沈孫糠の城外。反転(推肌土) K了a 

.11⊃ 

56号(R船6上位 176 
ー

須 悪罵(262 )
- - ー 

ロケロナチ ロケロナチ’ 

’ロ ケ ロ ナ チ 

●ログロナナ .ロケロナチ 

ロ ケ ロ ナ.デ 暮形。反飯。 H事 

1言 2了 
一 筋 悪幣(30.6 ) - ロ ケ ロ ナ チ 「ロ ケ ロ ナ チ ’球囲う属僚,礁面) K書」2I 

1了8 
ー

狐. 悪罵=24.6 )
- ー ー ロ タ ロ ナ テ’ ロ グ ロ ナ チ ’ロ グ ロ ナ ナ 口∴グ ロ ナ チ 十疎開,反転(カでド付近堆机上) K.」2) 

179 
ー 土 師赫醐之臨外面の下掛二叩照.博:まダイナミノク在へラケズ1生餌こ依る腿変節が)二は鶏肋〉 

K子b 

180 
一 類 聴講網姻,外面縫付の叩臼.函こ高南牧。膜面) 

K書 

57号(Sう74)( 主181 
ー

土 鋼帯(2ク0 )(76 334 

l(20.与 i16・了 

)ロ ケ ロ ナ
‾ 

デ叩 日十ケズI )ロ ケ ロ ナ チ ’下端へラナ‾ ア属島棋付帯。(植道内) K了ト4 

189 5 212 土 帥詳172 i喜 26.了 コ コ ナ ナ ’ヘ ラ ケ ズi )ヨ ブ ナ テ ’ヘ ラ ナ ナ? 溝口ク口,重油詣外面i二へうケ利拍動二2如沈繊棚二 K了a-1 

183 6 
一

類 叩詳醐鋼∩外面叩日 的両面筑救∵惰面近く) K2 

59考(Ti21)( 主184 6 
一 類 想器(29.5 )

- ー ー 口∴グ ロ ナナ木口神岡のナチ ロ グ ロ ナ デ木口利用のナチ鉢形。反儀。 

臣 K了山4I 
185 

ー
土 師器=22.0 〉

- ー ー ロ ブ ロ ナ デ叩〇十へうケズー lロ グ ロ ナ ア ヘ ラ ナ ナ ?反島‡制み。偶力でド内〉 

186 181 

8 

ー土 9-土 

帥器(繊0 ) - - ー ロ ケ∴ロ ナ デ ヘ ラ ケ ズI )不 日 別不∴∴∴∴個 月反‡お嬢竹雄。体軌二凹部分あり。 K了ト4 

師誇(11 0)
- ー ー ロ グ ロ ナ テ ロ グ ロ ナ テ ロ グ ロ ナ テ ロ グ ロ ナ デ小型。反島 K--山5) 

188 1 0
- 碩 瓶詰(郷 0) - - ー ロ グ ロ ナ テ ロ グ ロ ナ テ ロ グ ロ ナ デー部へラナ デ反虚構面) K子2 

18 91 1- 須 ilJ絡挿 外面平剛】日 一部格子目。内面竹帯棟の押虎魚頼鮒髄は平行叩日工床面) K事 

60芳(UOO9)( 主19 0 
一 類 .し・{/.0 醒挿彫恥大慶の時下紙平短外面.輔・格子の叩日で下瑠一斑よへラケズリ乃至揺師へラナナ煤け藍恰撮みeカマド研、?(樹し内) 

K. 

-
410

-



追∴櫓∴名 

通 し ヽ〕 実 測 閲 ヽ1 写 典 最〕 

種 別 

法 帰(ぐm) 外 面 掘∴∴鰹 内 面 調∴∴鰹 

筋 考 分頬覚号 

日∴経 贋∴経 詳∴稿 
飯∴大 開∴経 

口∴∴織∴∴部 俸∴∴∴∴節 日 暮 部体 部 

61訊Be71)住 191 1 214 土師器 15.3 8.6 17.0 17.0 ヨ コ ナ チ ヘ ラ ミ ガ キ ヨ コ ナ チ ヘ ラ ナ ナ 球網つ水薬塵赤色榛杉原面) Kl-a-2 

192 
? 土師器 (18.0) 

- ー ー 
ヨ コ ナ チ ヘ ラ ケ ズリ ヨ コ ナ チ 十割∴∴毛∴∴目 非ロケロつ河部石段。i購下に洗練 K了a 

193 3 土師器 - 
9.5 

ー 
28.0 

ー 
刷毛【i十へラ三船 

- 
捌∴∴毛∴∴【’) 碇外商へラミガキ 棋王生し∵l撮あ牛 K子亀」2- 

19」 寸 土師赫 (19.9) 
- ー 

(17.4〉 ロ ケ ロ ナ チ′ 

⊂)ク⊂ブナ・デ“-ト 

へづケズリ ロ ケ ロ ナ チ ’ヘ ラ ナ チ 反転。撮l打主(味面) K,-b 

】95 ⊃ 土師器 ー 
∴; 

ー ー ー 
刷毛困十へう打出 

ー 
へうナナ十刷封! 恰舶み(鷹外商へラケズi′。惟練土) K了種」2I 

196 6 土飾器 強まが郷醗掬う外耐町凋.内面背穂波文挟の押寝取伽主意彩に追いかつ K,-♭ 

3芳Iしh50)駁穴 197 3 土師赫 18.3 
ー ー ー 

ヨ コ ナ チ’ 削∴∴モ∴∴目 ヨ コ ナ チ 不∴∴∴∴明 非ロケロ。愉請み。課安部から(珠面) K了a 

4部M124)軽穴 198 7 土師器 )7.了 
ー ー ー ロ ケ ロ ナ テ′ 職自性の叩円 ロ グ ロ ナ チ ロ グ ロ ナ チ 敬部の起上がりやや不日莱 K了ト5 

7引P脇)竪穴 199 11 223 土師謹 (22,0) 
ー ー ー 

ログ口ナナ一節叩鱒 ロケロナナ十叩阿 口∴グ ロ ナ チ ロ タ ロ ナ チ 駒父良。赤的色。原画) K子機4) 

200 12 
ー 土師器 (22.2) 

ー ー ー 
ヨ コ ナ チ 刷毛風十へラすかl ヨ コ ナ ナ 削∴∴毛∴∴用 非ログロ。蘭部軽い段。庚節付色こ∴恢面) K了a 

67号(Dc12)住 201 1 土師捲 (17.8) 8.0 29.9 白」.8) ヨ コ ナ ナ 日割十へラナか) ヨ コ ナ チ ヘ ラ ナ ナ 雀宮左方皮島内配拭変。棺通に倒男 K○○a-1 

70芳(Dg12)住 202 〇 土師嵩 〈15.0〉 
ー ー ー 

ヨつ-ナチ’臆軍書埠へ ・ワケズリ 
ヘ ラ ケ ズI′ ヨ コ ナ ナ ヘ ラ ナ チ 小塩原雅邦親臨 K了a 

72神町幻一間と 203 I 

ー 土師詳 (16.9〉 
ー ー ー ロク ロ ナ チ′ ロ ケ ロ ナ ナ ロ ケ ロ ナ ナ ロ グ ロ ナ チ 王立∴ K了b「5I 

76紺Di59)伐 20」 9 
ー 土師器 (21用 ー ー ー 

ヨ コ ナ ナ ヘ ラ ケ ズl) ヨ コ ナ チ ヘ ラ ナ ナ 何部昏股∴函南明宏:胎一雄主 K了a 

205 10 土師器 (20.0) 
ー ー ー 

ロ ケ ロ ナ チ ロケ口ナナ十円円 ロ グ ロ ナ テ′ ロ ケ ロ ナ チ 舶三月富士勘 K.-山4i 

94号(Ff50)住 206 は 狐悪罵 (26.0) 
- ー ー ロ グ ロ ナ ナ ロ タ ロ ナ チ ロ グ ロ ナ チ 口∴グ ロ ナ チ 鉢族反転硬質用字日朝良。 臣 

l(帰す(Fi74〉住 207 )5 
ー 土師赫 (20.9) 

ー ー ー ロク ロ ナ ナ 
ログローナチ’十 

へつケズiI ロ グ ロ ナ デ ロ ク ロ ナ チ 反転。艦上親っ K子機4- 

11〔匪(He77)侶 208 16 
ー 

土師藷 (19.0) 
ー ー ー ロ タ ロ ナ テ′ 十へウケズII ロ グ ロ ナ チ 水口利用のナチ 虎‡ふ塩1二事虹 K了山5) 

111号(Ia77)性 209 21 
ー 土師蕗 (15.0) 

- ー - 
ロ グ ロ ナ チ ロ グ ロ ナ チ ロ タ ロ ナ ナ ロ グ ロ ナ チ 凹凸目立つ。 K了山51 

l)膚(Id71)住 210 26 
ー 土師赫 白5.O音 

ー - ー ロ グ ロ ナ チ’ ロ タ ロ ナ チ ロ グ ロ ナ チ ロ ケ ロ ナ テ′ 小型。胎土搬 K了山5) 

211 27 
ー 土師器 (16.0) 

- ー ー 
ヨ コ ナ チ′ 照りで;l十十へつケ ズつ)? 

ヨ コ ナ ナ 馴∴∴毛∴∴用 非ロタロ。反伝を良子。 K了a 

持菅(KOO6)佳 封書 36 
ー 土師赫 (21.9王 

- ー ー 
ロ グ ロ ナ チ 職∴位∴叩∴目 ロ ケ ロ ナ ナ ヘ ラ ナ ナi? 親愛飾あ牛 K子b」4音 

213 37 
ー 土師器 (14.0〉 

ー ー ー ロ グ ロ ナ チ 叩β十へラケズーl ロ グ ロ ナ チ ・一部カ キ で】 ′出札、雷鳥†’ K了b「5) 

1鎚;(Ki12)佳 214 38 227 土師赫 (15.0) 
ー ー 

(13.3) ロ ケ ロ ナ ナ’ ヘ ラ ケ ズリ 不 明 不∴∴∴∴明 舶王。対膣.購裁つ K了山5) 

215 42 
ー 土師器 (10.5 

ー ー ー 
ロ グ ロ ナ チ ロ グ ロ ナ ナ ロ ケ ロ ナ チ ロ グ ロ ナ チ 小芋∵小三一 K了山5I 

1号(SjO9) 

井戸 
216 = ー 須憩器 糊網。暗室4勤一大の口は部片。顛軌こ3条の波状文が2段繰る言札苅との接点近く噂さL7同軸塵‖地肌土上部) K了之 

217 12 
ー 須恵呂 拓彫図。‰11と何十固体と恩おれる。(底面近く) 

Kま 

9ナナ(MI88) 

fり形士錐 218 2 
- 土師器 23.0 10.2 32.7 

- ロ グ ロ ナ チ 
冊・イオ犬用iH十 

へウケズリ ロ グ ロ ナ ナ ロ グ ロ ナ チ l翻み言実費語合。 K,-ト4 

22号(Bg77) 

凍土遺帰 

219 16 
ー 土師苓 18.9 

ー ー 
19.8 ロ グ ロ ナ チ カキ日十へうケズiI ロ グ ロ ナ チ′ カ キ 日 銀掴。内面那変節あl主催帆土中) K了ト4 

220 1了 
- 土師器 ー 

9.1 
ー 

25.1 ヨ コ ナ チ 刷∴∴毛 日 ヨ コ ナ チ 別∴∴毛∴∴【’ 球掴。内面親変節ありへ輪組み。(脚lつ K了a-2 

霊1 18 231 土師器 ー 
(了.5) 

ー 
(26.0) 

ー 
刷 毛 目 

ー 
削∴∴七∴∴目 翔。外面赤色蜜彩。恰袖み。催机上〉 K了a-2 

持し」っ重†徽 222 19 
ー 土師赫 - 

8.0 
ー ー ー 

刷毛日十へラナナ ー 
劉∴∴毛∴∴圏 環醒作手飴一雄部片。他姓l二) K了a12l 

観」;iき†青 223 20 235 土師講 15.6 8.3 15.8 15.3 ヨ コ ナ テ′ ヘ ラ ケ ズi) ヨ コ ナ テ’ ヘ ラ ナ チ’ 水繁雄 
K了a-1 

2考(Eb12I溝 224 5 
ー 土師赫 (17.5) 

ー 一 
(16.0) ヨ コ ナ チ 刷毛日+へうケズil ココナチ+刷毛日 ヘ ラ ナ テ′ 外面鵬広の剛毛出様l-描 

K)-8-) 

225 6 
ー 土師器 20.2) 

ー ー 
(19.8) ロ グ ロ ナ チ カ キ 用 ロ グ ロ ナ ナ カ∴∴キ∴∴円 内面のカキ樟脳広。--部倒す琉 K子山4I 

3)l(しh30) 

軽穴I寸近 226 24 
ー 土師藷 (18.0) 

ー ー ー 
ヨ コ ナ チ ヘ ラ ケ ズリ ヨ つ ナ チ“ 刷毛日十ナ ナ 出郷こ太い沈卿叔敦。「」蹄下(こも散か)。 K子a「l) 

227 25 
ー 土師詳 (18.1) 

ー ー ー ロ ケ ロ ナ チ 叩 円 ロ タ ロ ナ ナ ロ ケ ロ ナ チ’ 職位の印判。 K了山5I 

Q騰6グi)ソド 228 26 
ー 土師謡 18.4 

ー - 
16.l ヨ コ ナ チ 刷∴∴毛 呂 ヨブナア+へうナナ 刷∴∴毛∴∴用 巻上高 K了a-1 

※N-048 229 27 
ー 類思器 「鵜一朗部細粒こ依る反飯微元。焼成良いが路上馳外面に自然柏若干。(地肌土) 

K, 

Fi74付近 230 28 
ー 土師謹 (26.0) 

ー - ー 
ロ グ ロ ナ チ ロ ケ ロ ナ チ ロ グ ロ ナ チ ロ グ ロ ナ チ 鱗形。頭鞘っ色は厳化繊畦 H, 

Jぐ65付近 231 29 
ー 土師器 (21.0) 

ー ー ー 
口クロナナ+叩β ロ ケ ロ ナ チ ロ ケ ロ ナ テ′ ヘ ラ ナ ナ 

K十日4) 

不tiI心意I青の ガマト’食費」二年 
232 30 

ー 土師器 08.7) 
ー ー 

(16.5) ロ グ ロ ナ チ 叩日十へラケズIl ロ グ ロ ナ チ 惟他のへラナナ K十回4) 

Id71付近 233 31 
ー 土師藷 (14.5) 6.8 12.5 (12.5) ヨ コ ナ チ ヘ ラ ケ ズl) ヨ コ ナ チ 刷 毛 照 非ロケロ。輝部石段 KI-a-1 

Oc27イオま昼の 

根上ビノト 234 32 
ー 土師茜 ー 

5.7 
ー 

ーi 下端へラケズリ ー ヘ ラ ミ ガキ 内規片。 K了a 
56)号(R掃O6) 

I義仲jぜ 235 34 須恵赫 顔餅至20.l°塵外面全面叩目。内面ナチ.摘庄熊。 
Kつ 

※I曙 236 35 須悪罵 (20.0) 
- ー ー 口唇ログロナナ 朝∴部∴甲】目 ロ グ ロ ナ チ ロ グ ロ ナ テ′ 

K暮」2) 

A プロ・ノク 237 36 独悪罵 大表口絃細片。給電面護国他rし,朗軌こ二段の波状文あI主 
Kま「2) 

※I鵜H-16 238 3了 土師赫 (16.9) 
- ー 

(18.1) ヨ コ ナ チ ヘ ラ ケ ズリ ヨ コ ナ チ ヘ ラ ナ チ 内面の恰撮み療瑚耽 K了a-2 

※N。。0鳩付近 239 38 須憩器 鍾彫耽外面に縄目機の叩目。内面一部蒔海渡文。 
K. 

幻O 39 土師議 ー 
6.3 

ー ー ー ヘ ラ ケ ズil ー 不∴∴∴∴明 田儀糸切。 K了b 

※I区 241 40 土師蓄 ー 
7.7 

- ー ー ー ー - 
本葉贋綿片。蛾閂であろう。 K子a 

2ま2 打 須恵器 挿彫図。休部片。外面平行叩目。 
K書 

不 明 乙!3 63 土師器 18.0 
ー ー【鞠ヨ コ ナ チ 剛 毛 目 ヨ コ ナ テ′ 削∴∴毛 呂 肩部在散。胎土親 二次火粟㌧赤色鮒/? K了a-2 

(※印は.遇構検出按配で調査時に刷られた名称であるが.現技師での地点再確認困難のためそのまま使用した。)
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Kl-a (酸化焔焼成・非ロクロ成形の襲)

K「aに分類されると思われる聾は、 95点を数える。このうちKl-a-1 (最大径を口縁に有

するK「a)は、確実なもので24点、他に残存する部分からみて同様の器種が想定されるもの

(〔K「a-(1)〕と記号化している)が13点で推定合計が37点となる。この他に一覧表中にKl

-aとだけ記号化した聾が28点あるが、遺存状態不良のため細分され得なかったものである。但

し、これらの多くはK「a-1の範疇にあるとみて大過ない。

一方、 K「a-2 (酸化焔焼成・非ロクロ・球胴形)は13点、他に残存部の様子からみて同類

の器形を呈すと思われるものが13点、合計26点の存在が推定される。

残るKl-a-3はNo47の1点のみである。台付の小型聾であり、胴部に最大径を有している。

出土頻度からみて、本遺跡内での組成要素には成り得ないであろう。

K,-a-1は最大径が口緑部にある聾を総称しているが、肌54・169・223・224のように胴部に

丸味を帯びている例も散見する。この中で‰169は丸底を呈するもので特異な存在となる。これ

ら以外の饗は概ね所謂長胴形のもので.器高32cm大のものから12cm大の小型器種まである。大

き目の聾には巻上げ痕の目立つ例が多くなっている。形態的には肩部に段或るいは積を有すも

のが多い。成形技法上では、口緑に横ナデ、体部には刷毛目・へラケズリ等を施すのが普通で

あり、稀にへラミガキが加えられる場合もある(‰34・38)。底部外面には木葉痕・へラケズリ

痕等を残している例もあるが、同25のように刷毛目で調整することもある。

ロクロ不使用のこれらの蜜は、ロクロがかなり定着した時期に至っても尚、長期に渡って存

続するものであるが、本遺跡にあっても図示した蛮形・鉢形土器総点数の40%近くを占めてお

り、需要度は決して低いものではない。明らかにロクロ成形饗と共存しているといって良い。

まな法量からくる大・小の差は、消費の場に於ける機能差にも係るものであろうが、組成と

しては両者とも構成要素に成り得る。

K,-a-2は、酸化焔焼成・非ロクロ成形で最大径を休部に有す所謂球胴形の饗である。出土

の頻度はD類杯より明らかに高い。残存部分から推定され得るものをも含めて28点を数えるが、

図化しなかった破片もあるため本来の実数はそれを上回る。タイプとしては肩部に明瞭な段を

持って胴部が強く張るものと、肩部・胴部の張りが比較的綾やかなものとがある。前者は大き

目の器種に目立ち、後者は口径が20cm以下の中・小型のものが多い。この場合も法量が一定せ

ず機能別的共存が考えられよう。

また、賄9 ・18・80・191・221の5点については、休部や口縁部等に赤色塗彩が施されてい

る。平安時代に於ける県内の遺跡では、 K,-aは別としても、赤色塗彩を施したり、胴張りの強

い球胴形の藷は消滅しているのが一般的である。元来、この種の窪は平安時代以前の伝統的な

器種として把握され得るものであり、県内では石田遺跡DdO3竪穴住居跡でみられるようなあ
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り方が、この類いの聾の下限とみても大過ないものである。宮城県にあっては糠塚遺跡で代表

されるように、国分寺下層式段階までは確実に存在していたことが知られている。然るにロク

ロ技術が導入された時点にあって、旧来の伝統的な器種が未だ組成を構成する要素として存在

している本遺跡一部遺構のあり方は、遺構間に於ける多少の時間差に起因するものでもあろう

か。

共存の類例としては、参考資料の意を含めるものではあるが、横塚遺跡6号住居跡の組成が

挙げられよう。この場合は平安時代の土器組成をみせる遺物の中に赤色塗彩を有し、球胴形を

呈すると思われる饗の口緑部片が入り込んでいる。また、多賀城第20次発掘調査第6層中にも

球胴形の聾がみられることから、過渡期的な様相を呈する直後にあってば不形土器と同様に新

旧の襲形土器が共存したとしても不自然ではあるまい。K「a-1がその後も長期に渡って存続

するが、K「a-2類もまた一時期は同様の経過を辿ることも有り得よう。Kl-a-2はその後早

い段階で消滅していくと思われるが、このことは土師器自体に於いて器種毎の変遷が一様では

ないことを示唆するものである。丁度、共存する土師器と須恵器の場合のそれと同様である。

と同時にこのことは、本遺跡内に於けるKl-a-2の存続が短期間であることをも意味してい

る。

Kl-b (酸化焔焼成・ロクロ成形の璽)

Kl-bに含まれる饗は86点を教える。ロクロ成形の聾は口径の大きさで大別したが、大・小と

いう機能別上での区分でしかない。ロクロ不使用の蜜にあって、大小の器形が組成として組み

合うのは既述の通りであるが、 K,-bにあっても同様である。推定点数をも含めてK「b-4に

属すると思われるのは48点、 Kl-b-5は28点となっている。他にK,-bとのみ記したものも10

点あるが、遺存状態が悪いか或るいは蛮以外の器種が想定され得るもの等である。数値的には

K「b-5の範疇に係ると思われる例が多い。

K○○b-4は口径が20cm以上のロクロ成形饗である。最大径を口縁に持つ長胴形で占められ

る。体部外面には叩目かへラ削り或るいは両者が加えられるもの等が多い。一部にはカキ目や

木口利用のナデなどもあるが一般的ではない。叩き目はほぼ平行に配されるが、航61のように

格子目になるものもある。この饗は体部が直線的に立つもので器形を異にしている。また、

賄129は丸底になるのが特徴である。所謂砲弾形を呈している。この種の類例は、破片であるた

めKl-bとのみ示した恥196にも求められよう。 No196は内外面を須恵器製作の手法で仕上げて

いる。肌196と同類の蛮片は、上平沢新田遺跡にもみられる。

これらの饗の多くは、成形方法からみて須恵器の影響下にあったと見徹し得るものであり、

ロクロ不使用饗と共存するものの、両者は異なる生産体制から派生してきた可能性が強い。
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K,-b-5は口径が20cm以下のロクロ成形聾である。推定点数を含めて28点以上を数える。反

転復元に依るNo35を除けば、口径18cm以下にある饗には叩き目が観察されない。技術的には、

この辺までの大きさの馨は叩き目を加えなくても成形が可能なのであろう。

この場合も大・小の機能別共存が考えられる。

またKl-bとのみ記したものは10点ある。糸切痕を有す休部一底部片が5点含まれる。このう

いM60は静止糸切に依るものと思われる。体部はNolO6と同様に内湾するものであり、本来は小

型の壷形土器になるかもしれない。

他にNo14と博.132の2点の土器があるが、これらはロクロ使用の有無が不明のものである。

K2-1 (還元焔焼成で最大径が口緑にあるもの)

K2-1は5点あるが完形品はない。形態的にはKl-b-4・5としたものに類似しており、成

形技法もほぼ同様である。出土頻度は低く、普遍的に組成を構成する要素には成り得ないが、

Kl-b類と機能的に大差ないことや、Kl-b類が須恵器の影響下にあることなどからみて、結果

的にはK「b類で代用されることになるのであろう。

K2-2 (還元焔焼成で最大径が胴部にあると推定されるもの)

K2-2は端的いって、須恵器の大・中型の嚢のことである。完形品は1点もなく、拓影図で示

した須恵器の大半はK2-2の範疇に係るものと推定される。精査した竪穴住居跡中の25棟に何

らかの形で共存している。

2) 鉢形土器

酸化焔焼成(Hl)と還元焔焼成(H2)に依る二様の鉢形土器がある。前者は一覧表中の‰19・

230の2点。後者は同表中甑31・105・176・184・206の6点である。何れもロクロ成形に依る。

総量は決して多いとは言えないが、この種器形特にH2は、胆沢城(Al期)、伊治域、多賀城

(第8次調査時青灰色土層)、膳性遺跡等出土のものに類例を求めることが可能である。これら

の遺跡群は、 8世紀後半乃至9世紀初頭の一時期に比定されるものでこの時期に於ける遺物

組成の構成要素に成り得る。但し、出土地には偏向があり、城柵・官衛等以外の通常の集落に

於ける頻度は低下するものと思われる。

3) 壷形土器

完形品はないが、 7点について図示している。ここでいう壷形土器とは長頸壷のことである。

-
414

-



図化しない小細片を加えると、実数は若干増える。総点数は少ないが、鉢形土器と同様に該当

時期に於ける組成の構成要素に成り得る器種である。何れも灰黒色で硬質の精良な須恵器であ

る。 K2‾2ほどの出現率をみせるものではなく、日常容器の組成としてはやや普遍性を欠く。

以上、煮沸・貯蔵用の機能を有す土器群について触れたが、最後に簡単なまとめを付す。

ロクロ不使用の聾形土器は、県内の諸遺跡にあってロクロ成形技術が定着した時期に至って

も存続することは周知の通りであり、本遺跡にあっても同様の傾向を払拭し得なかったことは

事実である。当然、前代からの成形技法(K,-aの聾類)を頑なに踏襲する工人、ロクロ技術の

導入・須恵器生産の開始等に伴って発生してくるKl - b (ロクロの酸化焔焼成饗。多くの場合

はタタキ目を有す)の製作に携わる工人、等の二者が想起されよう。他に、単数で技術的に異

なる成形技法を使い分ける工人の存在もあり得るが、同一の遺跡内にあっては本来的に考え難

い。恐らくは、同時代に二者の工人が広い意味での共存関係にあったものであろう。少なくと

も雲形土器にあっては、自給自足で補充する部分と、組誠的な集団から搬入される部分に依っ

て賄われていたのである。従ってKl-aは多くの場合は急速に生産が落ち込むものではなく、漸

移的に減少していくものであろう。但し、 Kl-a-2とした球胴の饗にあってはこの限りではな

く、早い段階で消滅していくと思われる。

本遺跡に於けるような土器組成にあって、 Kl-a-2が共存する類例は少ないが、年代的には

非ロクロ成形の杯とロクロ成形の杯が共伴する場合と同様に、一種の過度期的様相として把え

た場合、遺跡内で9世紀前半に位置づけられるべき遺構の存在が肯定され得よう。

注1石田遺跡 岩手県文化財報告書第61集 Ⅹ重I分冊 56年3月

注2 瀬塚遺跡 宮城県文化財調査報告書第53集 宮城県教育委員会 S53年3月

注3 多賀城研究所 研究紀要 白鳥良一 多賀城跡出土土器の変遷

注4 上平沢新田 岩手県文化財報告書第52集III分冊 S55年3月
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(7)鉄製品

鉄製品の総数は、出土地点の不明なものをも加えて192点を数える。竪穴住居跡内出土に限っ

ていえば、 61棟中46棟に何らかの形で鉄製品が入っている。鉄製品を出土しない住居跡は15棟

あるが、このうちの5号(CgO6).8号(Di53).16号(GeO9).22号(Je15).43号(Nj21)竪

穴住居跡等は砥石を出土しているので居住遺構の83%近くは鉄製品を保有していたとみて大

過ない。また、他の10棟についても残り方が作用することでもあり、本遺跡内では普遍的に遺

物のセットを構成する一部と考えている。

器種毎の点数については釘・針状のものが最も多いが、竪穴住居跡についてみれば出土の

頻度は刀子よりやや劣る。刀子は30点出土しており、 28点が竪穴住居跡、 2点が竪穴からの出

土である。銑鉄は32点中28点が竪穴住居跡・竪穴からの出土である。針状を呈するものは55点

を数えるが、 25点が竪穴住居跡から、 30点はピットを含めたその他遺構からの出土である。鎖

状を呈す鉄製品は14点あり、半数は竪穴住居跡内から出土している。鎖状鉄製品には円形と楕

円を呈す二様があるが、後者の方が多い。音叉器状を呈する撞子は5点あり、竪穴住居跡から

4点、竪穴から1点の出土である。鉄斧・鎌・紡錘車等は各々2点ずつと少なく、刀子・銑鉄

等の比ではない。その他・不明品は50点あり、棒状・板状・針金状等種々みられるが、完形品

は少なく細片が多い。完形品としては8号(Di53)住居跡出土のものがあるが、馬具の一部で

はないかと推察されるものである。

直刀・刀子 (第133図肌lへ10)

直刀は2点の出土。 No.1は刃部の先端をやや欠くがほぼ完全に近い。材質は不明であるが、

柄部分には木質が残る。また、木質上には布のようなもので被ったと思われる痕跡がある。柄

縁には2.9×1.9cmの柄鍋が取付けられている。中茎部分は柄の木質に入り込んでおり詳細は不

明であるが、木質が剥離した部分での観察結果では、柄組近くに段があることから、少なくと

も横側では区があると思われる。また、柄の頭方向より2cmほど内側には目釘孔と思われる部

分があるが、若しそうであるとすれば中茎の長さは12cm以上はあることになる。 (Mi65焼土遺

構出土)

‰2は、刃部の先端に相当する部分と思われる。刀身幅が3.9cm前後の大型のものである。 〔19

号(Id12)竪穴住居跡出土〕

刀子は、 30点を数える。このうち7号(Dh71).11号(EbO9).59号(T421)住、未精査のI

-J-7住出土の4点は遺存状態が特に不良のものである。また刃部や中茎部分だけの破片も

多い。これらの詳細については一覧表を以って説明に替えることとし、本項では第133図に示し

た8点についてのみ記す。
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第103表 鉄製品一覧表(《上聞需剛聞i需用即を柄弓-‾
\また、皿さの糊ぐ(〉 を仕したも q)は合出血斑を表わした。ノ 

達∴胸∴名 

雄 図 No 実 測 図 .No 与 良 .No. 

栖∴別 残I在潮時 道I子状態 

法 は 

断∴南∴彬 筋∴∴∴∴万 
妓きI皿巾 離 し爪巾 母さ く調 重ざoi 

自らBb了了)住 32 謄 先端等一部大矢 比故的良好 16了.80 
了5.10 bi・・和昭形 )樹樹二I{I)がムる二 

3号(Ch了7月E 9 不 明 敬∴∴∴∴片 不 良 まう.50 10.0 10.しI 了.20 は∴悠∴用∴彬 席面 

・1号音Cf50)佳 8 釣∴∴状 増∴拙∴矢∴失 不 良 了0.50 ㍉= 6.「I 了.10 方 形 I堆紳士l 

6号音DeO6)伐 圧 23 23 欽∴∴鯖 守は完彩品 財飾り郎f 】3上る0 a・・・工却 b…9.謝 a…生ま〕b・i・2.00 12.80 
a・・・方 彬 

鏡盤謎諦仙 
3 2」 ∵ l) 子 完∴∴彰∴∴品 比職的良好 1」了.50 種…6.知音 h…了.徽) 15.60 

櫨…長方形 I)…鮫∴彬 
翫J幸江木質駁1高原南) 

仁∴∴i申 碩∴∴∴∴片 朋友的良好 獲上0 6.0 2.0 用∴∴∴∴彩 直伸二湾曲こ映画 

欽∴∴鯖 堂の・部か 克服的良好 誠.0 5.05 方 形 ∴厘†1=∴ 

鋲∴∴導 幕の・親か 北伐的良好 謄.0 ・仁0 方 形 一路旧二) 

了片Dh了1-住 9 l) 子 豊胸∴2 破片 不∴∴∴良 
b…31工) 15.50l 長 方 影 同・脚本二時I和 

不 明 敦∴∴∴∴片 比減的良好 3上0 7.高 方 彬 

8号1Di53′住 了18 32 34 
ii) 具 完∴∴時 間 不∴∴∴輿 )轍.0 63.30 Il】 彰 心強こilンク年子く臆・蘭面 

33 35 )j 子 り∴∴調∴∴片 典∴∴∴好 了3.80 20.0 
3.0 7.了0 竹1、、催∴形 喉「か 

34 」(l 子i∴ 音映 孤部・郁夫英 良∴∴∴好 )12,90 ….鎖) 5.3J 8.0 方 形 定勘宮〕高的つ、I宥和 

釣“∴状 顔節穴失。3威信 良∴∴∴好 ll(鳩.50) 
音7.80I 方∴∴∴∴彩 同・脚本でもろ主音昧i鉦 

3了 〃∴∴∴子 刃∴∴営∴∴片 不 良 72.90 12.ヨ〕 1」.80 惚∴∴∴∴彫 (ウマド相羽感口中 

9号売高9)住 1 は 43 )」 子 :ま;よ定形品 化損的良好 16上50 a…6.O b…12.ま) 2上90 
0…長方形 h…牒∴彬 

据置〕や萄姓〈堆梱自 

16 lj 子 刃∴∴部∴∴片 良∴∴∴好 61.50 10.0 5.0 5.88 )し味のもろ催彬 音推韻書自 

古 44 寂∴∴蹴 撮み一望の一部 比‡剃助手 鎚.0 a‥・5,IO ♭‥・6.ま) 工30 昔短髪申出∠ 灘紺聞30・0-同 
力 ? 刃へ一筆都庁 やや不良 

・19.0 3.10 傍彬・長方形 1堆肌lつ 

10号(EbO3旧)陀 ⊃ 15 52 )」 子 完∴∴彬
聞 【 

此奴的良好 1乞う.0 a…1工Ob…4.謝 a…5.50 b…3.ま) I2.了0 
a…熔∴形 

ややの姓(凪卸 

35 時 5) 現状別品 完∴∴形 … 不 良 

賞彼・・・60,0 幽か・30.0 

16.0 5.0 書0.90 長 方 形 (I魚拓) 

針∴∴叛 骸∴∴∴∴片 不 良 
S.80 方 形 両面 

11号(E♭03絢柁 34 10 53 鍬:∴音符 柄∴∴薄∴∴分 やや不良 
101.0 

38.0 22.0 l)0.0 凹みのある偽用 本質残藷。 

11 5」 )」 子 :まは定形品 やや不良 
1(乃.0 

d…7.(」bi・・10.0 a…3.0 9.30 

種…長方形 b…惚∴形 
:†小心: 

12 針∴∴状 末∴端∴郁∴分 やや不良 
与上0 4.20 方 形 暗面 

う∴明 やや不良 6.40 しいのみ夫二1堆湖上) 

針∴∴叛 2∴∴骸∴∴片 不 良 
I8.20) 方 形 (推附上) 

11号成bO9I博 3 耳
I 葦増部大穴 やや不良 

8与.0 
8.50 i上0 9.40 優形・粟方形 

不∴∴明 蜜 Ii・ 不 良 
醤細不明。 

12号成ぐ62)佳 8 61 紋∴∴蚊 蓑∴∴∴∴部 比鯖的良好 糾.50 
6.0 5.5(I 9.20 方 形 時価) 

)) 手 男∴∴謝∴∴片 不 良 
秘.0 

)2.00 )上0 懐∴∴∴∴形 (蘭面 

62 寂∴∴蝕 星∴∴鎚∴∴片 やや不良 
74.与0 8.20 方 形 (時雨) 

13号厄ぐる3)I仁 l 欽∴∴蝕 地∴槌音 矢∴英 圧l新座や子 
了6.50 

d…5.的 b…3.0 5.07 

b…傍∴形 鎖骨賞・・‖6.0)同n暗面) 

58 
.) 

耕? 完∴∴彬 . 良∴∴∴好 蒔.0 
5.50 

).80 上30 催∴∴∴∴彫 形状はI仕様小牲 

釣∴∴状 骸∴∴∴∴片 やや不良 まま.0 上40 方 形 

15畑FiO9I位 1了 了6 男 子 装飾綿実∵失 比l知り良好 
116.0 

a…7.軸 bi弓0.0 a…与.0 !6.10 

昔:禄方彩 暗面 

18 77 男 子 男∴∴∴∴撮 比一飾J良好 
9l.0 

)3,0 7.葉) 1了.20 九味のある傍形 雁舶) 

13 I9 78 挨 敵 葦増謝果実 比職的良好 
91.50 

a…6.O b…10.0 a…4.葉) )0.90 

a…長方形 b・i・鵬、生待方錘形 

厳身長…12.0(14.0)間喉面 

14 20 了9 飯∴∴敵 疲端部のみ大笑 比‡妨J良好 12上50 b…5.繍) 16.80 

己∴耕拶 綿々蓑…)了.40(20.80)間 口ぷi鮎 

21 80 男 子 〃∴∴部∴∴片 比書創り良好 
了4.0 

11.0 
5.50 9,50 

九味のもろ鶴形 
納材やヤ反っている。吠両 

半音∴i叫 骸∴∴∴∴片 比一鮒恨好 鍵.0 
9.0 工25 鍍歌う膚面) 

不∴∴明 骸∴∴∴∴片 やや不良 3上0 
5.0 5.0 3.10 

牛】 形 
音信巧的。時価) 

18号1Gj12)住 25 15 98 嬉 子 一・榔∴欠∴失 此級的良好 謡.0 
a…3.甜音 b…4.0 a…5.ま)b…2.0 2.30 

a…凹みのある方形 b…昆“I諦タ 
聞・個体の2破片。催諏士) 

)6 胴扶別品, は∴∴忠∴∴楊 見抜的良好 篭…22.0 
9.0 

2.50 上60 段∴∴方∴∴形 ぶ封I彬のリング。悔袖口 

19号(Bd12I佳 
’) 

15 102 山:∴∴り 刃∴∴∴∴鎚 比書知り良好 152.90 
39.30 

了.50 1=●50I 擢∴∴∴∴彫 吠雌) 

16 不∴∴明 披∴∴∴∴片 不 良 
36.80 鷹鮭瀬島(堆肥つ 

針 状 蜜 片 不∴∴∴只 
額).50 

5.0 方 彰 時面 

20号 りぐ)三月住 26 l 103 鱈 子 紅頚部臆・絶大芙 比校的良好 
75.0 

7.25 2.50 

4.00 I 

蓑 方 形 席而) 

ー
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過∴胸∴名 

昔 団 粒 実 測 図 比 写 共 演 

榔∴別 残存駆出 通有申、岱 

法 量 

断∴面∴彰 筋∴∴∴∴写 

良きI痢 癌∴(爪巾 I(l:さ 向山 重さ(9) 

20号(」cIS情 
-

8 千) 上 刃∴∴∴∴帥 比厳的良好 紬.0 6.0 」.ま) 2.了0 九味のもろ操形 苑指帥やや蜜曲。略画 

-
9 1 歎∴∴敵 端∴部∴天∴失 比硬的良好 00.50 6.0 5.0 8.80 方 形 

撮り壊・・吊3.2卸間膿胸口 中上 聞l彬。席席) 

21号りb50席 
-

3 不 H月 破∴∴∴∴片 不 良 

) 

58.0 10.0 8.ヨ〕 12.60 方彰(二良三い 

2高言」jO3)佳 3 3 鎖状秋品 
一一 紺∴矢∴芙 北伐母親信 i 鍵.0 

9.景) 」.柳 ・1.了0 長 方 彰 

25号申12)住 3 9 線状う輔も 完∴∴形∴∴品 比1鮒J鎚f 長は‥寸8.0 8.脚 2.ま) 9.0 長 方 形 

●/ 

榊1彬。冊団で卜堤燈酬 

Il 

26畑Kぐ12)博 11 11 12 鉄∴∴蝕 ははつき彫品 比i飾J郎f 155.0 種…5,O b…30.0 
a…6.O b…4.0 餐上65 3∴紹 ∴角形 替謝㌔約時-0’5 

針 状 端∴∴∴∴帥 購知り朗f 5了.50 
方 彩 (経書i日工 

不 明 破∴∴∴∴片 十十十十良 4上0 方形.雷蝿半 

様面) 喉面) 

28畑KiO3亜 3 欽∴∴致 華∴∴∴∴部 財飾」良好 (お.20 a…6,事)b…11.00 
a…5.如 b…8.謝 了.了0 長 方 彰 

i書 釣∴∴状 頭∴瓢∴矢∴芙 不 良 縄.0 
4.00 

5.0 l.i(了 方 形 

先瑠騎やや湾曲, 佃半。井手湾曲。 
不 明 厳∴∴∴∴片 胸飾」規子 

22.0 

8.95 長 方 形 

不∴∴明 強∴∴∴∴片 や十1∴良 2上0 
上60 伎 方 形 

32号正c33-2I住 9 1 針∴∴状 は喜完形品 子∴∴∴良 執.0 
5.0 

㍉い ・上0 方 形 膜面) 

)0 国 )」 子 り∴∴舗∴∴片 比併蹄頂好 39.う0 10.ま) 
5.0 3.5与 操∴∴∴∴形 略画 

11 主) 針∴∴状 荊∴郎∴欠∴尖 やや不良 )〔窮.0 5.0 
6.0 12.a) 長 方 形 (抹面) 

力∴∴∴子 刃∴∴部 片 や■こ●不良 49.20 4.4与 操∴∴∴∴彫 瞭簡) 

自i∴】圧 端∴∴郎∴∴片 十二,・;与良 訪.80 3.40 長 方 形 (聞知 

33出しj2用巨 20 不 明 増∴∴∴∴紳 やや不良 柳.50 丁.0 
5.0 3.8〕 長∴∴方∴∴彫 ぬ21の輪の可能性入り1腫面音 

21 紡錘車 飽部分一部久美 やや不良 a…35.0 b・・・26.し- di・・6.00 
ぐ‥・3.0 7.35 d…方 形 板郎分はイ正方形。(3勅 

翌 不 明 端∴∴搬∴∴片 胸飾J鎚予 :導.50 
4.種〕 

工徽) 1.00 方 形 先据部前曲ニ 

針∴∴扶 骸∴∴∴∴片 不 良 3.7う 方 形 

本村・踊。時価) やや湾曲,博面 

35片しj了1I住 8 針 状 頭∴舗i矢∴芙 比一飾頂好 1ひ上0 】1.0 
11.0 22,40 方 形 

9 釣∴∴抹 は∴雷∴完 形 比l知り郎子 10上50 b…6.0 
b…S.50 11.00 方 形 寂舘析捌線耀鍬こ付館。幡面l 

36号用c18I住 10 14 不 明 苑地靭大災 比‡必頼好 181.50 a…9.O b…う.5 
54.柳 方 形 †州庁(2a軌 

11 不 明 薮∴∴∴∴片 やや不良 1T7.l a…6.O b…3.軸 a・・・5.卯 bi・・4.0 
8.90 

方 形 \写状のハI)研・聴〈2a農か 

)2 針∴∴扶 面据部大矢 十十1」良 糾,50 5.50 
5.0 9.望) 方 形 席舶 

13 釣∴∴状 た靖細大失 化繊的良好 69.0 ⊃.1⊃ 
5.0 4.70 方 形 頭部井手湾曲。悦土) 

28 主l 1与 増 子 末端部のみ久美 財飾」良好 69.50 6.ま〕 
2.0 6.10 技∴∴方∴∴形 (3軸 

信∴∴明 破 片 やや不良 00.0 
主点l 方 形 しl駒 

嬉 子 旺∴勲∴鮒∴分 十十1」良 49.0 2.績) 良 方形 
ーノン 

(1勅 

37号(〉le18)陀 16 9 1書 嫉∴∴鍍 完∴∴形∴∴品 良 雄 泌.50 a…6.漢〉 b・工4.0 a…5.O b・・・5.00 7.銘 3∴齢警三角形 敗身長・‥18.0し23.0)調(l聞 

38号間e21)住 6 
り 

156 刀∴∴手 完∴∴形∴∴品 北伐的良好 l鵡.0 
b…10.O

b…I3.50 c…6.江I 

b…3.70 ぐ…4.0 13.5与 ;∴訪影杉 刃部ゆるく湾曲。傭商) 

57 3 不 明 破 片∴∴? やや不良 a…38.0 b・i・26.了0 ci・・狐.5 
d・・・9.O

e…2.00 f…11.0 

=.鞠I 

/ 

親密能舞’織 
39号い1e27)住 古 2】 163 嬢∴∴蹴 完∴∴形 --【, 比一柳)良好 163.0 

ぐ…9牒) c…9.鎌) 
11.9〕 

a…姉龍彬 b…方形∴ぐ…用形 
相鵜。録身費・・頂.0厄備前 

29 22 164 釣 くま:ま∵完形品 やや不良 凍上20 1.40 九時のある方形 (深商) 

18 23 鋲∴∴櫨 はくよ“完形品 やや不良 ふ!.70 ai・・9.a)b…8.0 8.0 

a・・iI当)杉 b・・・全館形 

木質新種う。麟親子・(21.0圧n働 

19 24 16 ‾鎮∴∴鎖 完∴∴形 聞 やや不良 9上80 4.87 

種‥・紡錘形 b…方∴形 
散り皮・・吊4.0)血雁面) 

25 16 l不∴∴明 増∴部∴久 夫 比一知り良好 
て 214.0 

種…6.O

b…8,0 c…3.2 
c・i・5.0 

12.さ〕 a…方 形 全l勧地l雅甚よじれる。〈I柄 

38 26 16 洞拭う臨l, 完∴∴形 -)(, 比減的良好 
呼を‥24.繍 

了.鎖) 
工勘 8.47 

伎∴∴方∴∴形 
(巳) 

針∴∴扶 端∴∴∴∴帥 やや不良 49.0 2.00 

方∴∴∴∴形 
(礁面) 

不∴∴i朝 骸∴∴∴∴片 不 良 ・掲.0 
3.徴) 膜面) 

不 明 飯∴∴∴∴片 やや不良 幻.10 6.頒) 
0.00 

佃∴∴∴∴宰 
膜面) 

小∴∴i理 強∴∴∴∴片 不 良 1.00 

方 形 
′小片。(l樽l 

40号い1e62)佳 20 7 16 鉄∴∴淑 完∴∴形∴∴品 北伐的良好 114.30 
a…上磯〕c…3.ま) 8.秘 

三言網繋 
鎖身長・・・13剖18.0)的確面) 

3 17 0 針 は∴霊∴完∴彰 此l劾疲呼 了3.20 b…2.20 l.0 

九味のある方形 
頭部有礼か?桂計? 

44坤Ob30)佳 

鵜 

6 17 引針∴∴扶 頭∴部∴欠∴突 比-ま的良好 13了.0 5.00 5.10 11.85 

方∴∴∴∴形 
惟直上) 

45机Oぐ27)住 2 不∴∴瑚 骸∴∴∴∴片 やや不良 35.10 29.質) 3.了0 6.85 

偶∴∴∴∴半 
やや湾曲した的たくI胡P) 

46号10i33)佳 2 9
- 不∴∴叩 ‖破 片 不∴∴∴良 了7.50 9.額) =.0 19.90 

碕∴∴円 形 

3 0
- 釘∴∴挟 端∴∴帥音∴片 やや不良 48.50 6.0 う.穣) 4.60 

方 形 
(雄視虹 

-
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遇∴構∴名 

資 上 京 ・実 月謝 =国 αiNo. 事 典 Nの 

舶 用 残存部位 亀有1置、槌 

浸 最 

晰〇 両∴形 偏∴∴∴∴考 
良さ 的 鵬 与到 「iiさ の汀J 重きoI 

46畑Oi33)住 不∴∴i周 瞭∴∴∴∴片 やや不良 28.了0 0.90 

不 明 強∴∴∴∴片 不∴∴∴良 (21.0) し堆猟上l 

47号(Pd15〉佳 14 185 鉄∴∴敬 .頭∴郡∴矢∴失 比l如頒好 1釦.50 a‥・5.鎌)b…3.柳 8.之5 方 形 !1層) 

48号げe33)性 i= 環状雪臨I, 完∴∴彬 -., 上的史的良好 
長径・・・32.70 締ま・・・18.10 

10.帥 」.ま) 3.85 長 方 形 開I彬。暗面 

釘∴∴扶 完∴∴彰∴∴品 比‡鮒J良好 2与.50 4.軸 3.70 0.90 長 方 形 小型暗面 

つり 鎮∴∴韻 基∴∴駒∴∴片 財的)良好 49.0 a…4.00 b‥・】0.釦 工10 
3∴笛ノノ影 柘I串演が潤う中高的 

)) 予 刃の先鰹‖離 やや不良 雲上80 了.貸〕 上10 薄 い 惚∴形 しI和副 

不∴∴明 城∴∴∴∴片 不 良 上90 席i姉 

50号(Pg33)住 3 186 鉄∴∴厳 一・拙 欠∴芙 やや不良 了5.20 

c…2.租) ぐ…2.00 
`主90 

3’:“讐…方彬 末端触舞曲。梗山此上) 

4 187 不∴∴叩 3骸片が合体 やや不良 6ま.0 (了.90) 闇近上) 

0 188 刀∴∴手 葦∴∴∴∴部 比1鮒J良好 73.0 a…8.O b…1L2 5.40 長 方 形 堆元やや湾曲。座拭上) 

6 189 刀∴∴手 刃∴∴∴∴部 比‡鋤郎f 95.00 a…9.釦 b…了.卿 a…4.O b…2.鎖) 6.60 依∴∴∴∴形 (堆肌上) 

刀∴∴手 刃部 2 破片 やや不良 12.額〕 IO.90) 高 い 惚∴彰 同一個体∴他山直上) 

不∴∴明 強∴∴∴∴片 やや不良 乞う.50 0.65 方 形 (他1」面上) 

β丁 状 鞍∴∴∴∴片 不 良 00.0 6.70 方 形 I推撫!二I 

刃∴∴部∴∴片 やや不良 26.0 】2.鍬) 主了5 簿∴い∴擦音 形 (他用し工) 

不∴∴明 厳∴∴∴∴片 やや不良 14.70 0.1う 方 形 小的阜=雄視l二l 

51畑Pi27)陀 39 4 線状雪臨i, 
一一

的∴矢∴芙 比鮫的良好 48.50 6.望) 3.救) 4.30 長 方 形 〈1描) 

」9 ⊃ 針∴∴扶 完∴∴形 品 此職的良好 50.50 5.質I 5.質) 上2う 方 形 小憩。周り方理工 

9 6 190 刀 子 くまは定形品 北伐的良好 )62.70 b…15.的 d・i・5.10 b…4.00 d・・・3.柳 )6.40 

d…侵方形 凋析糾後部う。極張倒鷹) 

針∴∴扶 破 片 不 良 49.0 2.」0 方 形 (I狛面I 

子音∴i坤 骸∴∴∴∴片 不 良 鎖).30 0.75 長 方 形 小娘片J蘭血 

53号(OeO9)佳 10 」 刀∴∴予 刃端部大栄 やや不良 9L0 a…8.鎮)b‥・4.釦 a…3.O b…3.ま〕 3.70 
昔:貸方影 旬信二秘めこI堆根上) 

討号(Qe18月と 18 不∴∴i調 骸∴∴∴∴片 やや不良 46.0 

a…6.10b・・・10.a) I 

a…4.0 ♭…丁.0 ・上2う a…方 彬 音唯的上) 

19 打∴∴状 は上‡完形品 比一節勺規子 し73剖i。…7.如b...6.釦 25.20 方 形 雌煩士) 

56号凪hOO)性 33 32 獲)7 鉄∴∴管 は営完形品 比鮫的良雄 188.0 
a‥・紳.O

b・・・51.0 C・・・51.3) ci・・40.郭 

632.0 

a…偏半b・i吸方 形∴c…歪んだ円形 

木質残存。(淀1カマロヒ柏手〉 

31 33 歓)8 紡錘母 ほほ’完形品 比鮫的良好 193.0 

瑠呈(a国5.10 轍呈(b〉46.釦舶4.刻 

c…3.脚∴飴…5.0 27.45 
品・・方∴∴∴形 疎出土) 

23 34 鎖)9 鉄∴∴域 芭掘のみ大夫 財制良好 1穏.0 a・・・13.10 b…5.柳 
a…5.O b…5.脚 10.40 

3::蔦鋲彩 
撮り蓑・・・14.(山 

35 210 鋲∴∴独 は薯完形品 やや不良 l18.50 a・・・9.00 b・・・7.0 
a…4.O b…6.0 10.60 

昔努蹄形 
疎直上) 

36 録∴∴鍛 葛篭のみ失笑 不 良 ㊦.0 a…8.50 b…4.00 ai・・4.50 b…5.0 
9.40 

b・‥方 形 
敬身伎・中14.Ol調 

不∴∴明 破 片 やや不良 47.0 ㌘.20 
7.80 鮎∴∴∴∴半 不正杉雄保高メ出土と/白 

謝告Tg12)性 3 針 状 はは’完形品 やや不良 40.0 8…5.70 b…3.0 a…5.質Ib…3.0 上90 方 形 席直上) 

59号汀j21)I主 工と 刀 手 婆∴∴部 片 やや不良 79.50 7.鍬) 2.鎌) 5.10 弦∴∴方∴∴形 (l璃) 

13 針 状 はは’完形品 比鮫的良好 45.0 4.0 4.0 上70 方 形 頚駒冷ま屈っきりやす子l胡 

61号(Be71)佳 50 8 釘∴∴状 完∴∴形∴∴品 比職的規子 秘.0 4.00 2.輔I L70 皮 方 形 小憩量 

59 9 不 明 破 片 比鮫的良好 了2.50 21.0 8.0 16.3 長 方 形 駁状。様出面) 

釘∴∴状 頭∴∴郎∴∴片 やや不良 16.了0 1.0 妓∴∴方 形 両部二曲がる。 

刀 扶 頭∴∴部∴∴片 やや不良 14.80 L(遥 
方 形 

62引Na68)佳 2 鉄∴∴欲 ほ菅完形品 不∴∴∴良 l(遁.50 a…6.00 b…8.卿 6.40 

主手絡影 
67号(Dc12)佳 2 披∴∴鰻 樋∴鰭∴大 夫 やや不良 62.0 

a…11.柳 b…5.0 a‥・6.00 b…6.0 4.70 

昔労鋲影 
/堆袖口士半) 

51 3 釘∴∴挟 完 形 品 此書館)良好 40.30 
a…5.O b…3.0 a…4.O b…2.創 1.徴) 

方 形 (堰的土工守) 

鉄∴∴徽 裳∴∴帥 片 やや不良 39.50 2.鼠) 

方∴∴∴∴形 (唯的土間 

3筈(しh30)萱 4 筋縫担? 骸∴∴∴∴片 やや不良 釣手・鞠.10 輔圭…23.柳 2.0 4.7う 湾曲。(豊国リ 

⊃ 不音∴i周 絶∴餌音 矢∴失 やや不良 21.0 
6.鎮〉 3工0 上0 

技∴∴方∴∴形 (盤上面 

年腫串? 鍛∴∴∴∴片 やや不良 長径・;・38.0 ‾七.10 N0.1と樟駆。1盟上向 

5号(ト1b27)竪穴 10 鉄∴∴鎖 館∴飾;欠∴芙 比厳的良好 91.20 
a…9.O b・・・8.10 

a…8.O b…7.額〕 17.α) 

a…櫓円形 b…九味のある方形 
(唯的二鳥 

6号(Na27)掩穴 8 ⊃ 218 刀 子 完∴∴形∴∴品 見放的良好 200.50 
b・・・11.O d・・・7.郭 b…3.00 d…4.00 14.60 

主賓方彩 
輩郡に本坊残枕席) 

l 6 219 刀 子 完∴∴形∴∴品 比l必勺良好 1飴.50 b・・・13.O c…8.70 b…5.0 ぐ…4.00 )2.50 

上貿方彩 
堆靖抑二木賞残存か。喉) 

27 7 220 嬉 子I 

I 

一・盤∴矢∴尖 やや不良 
65.鍵〉 4.00 2.8〕 4.05 長 方 形 博) 

ー
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迫∴問;名 

寄’こ 

実i与 謝 図i典 No.NQ 

舶∴別 残存紬位 逓Ii状蹄 

浸 出 

蹄∴廓∴形 影 

筋∴∴∴∴号 鍛身片・・=●0用.0)閤(2祐 円形, 

図 N°. 

皮∴さ(調かJ 確(詰 りさ 〈同) 重さ申 

堆∴部∴矢∴売 笑∴∴彩∴∴品 比1鋤厨f 比l如頒好 

‾0 .1 
種’◆● / 

6号(Na登7鳴穴 7号(Ph33偶人 
21 主 8 132 221 弐 嫉∴∴救 矧椅姑も 

(D.90 は39.00 
a…8.Ob…5.救) 10.0 

種…4.I 

6.10 〇. 19.80 b…方形 長方形 

9号(P胃21」的、 3 主∴∴明 破∴∴∴∴片 不 良 よ上る0 8.0 2.0 1.60 

偶∴∴∴∴里 長∴∴方∴∴形 (雌的土) 歪み靭洋二(ビ/上川 

5号(BまO9I鰻重 寸4 2 2銘 則椅鮎l, は∴掌∴完∴形 不∴∴∴良 
鮎主…15.命」 幽ト・390 

ぐ…9.0 c…5.20 9.50 

13坤SeO6I艦立 54 3 針 状 先端部矢先 比I定置」良好 50.0 a…5.O b…3.騨) a…5.釦 b‥・4.0 2.95 方 形 (Nの与脂I)伊 

9号(〉在銘用形上峰 
9 欽∴∴韻 鍛 片 十・:〕不良 了3.0 種…6.O b…3.50 ai・・5.O b…3.0 4.10 方 形 経机土) 

)4号(Pa12刷形土壌 53 3 針∴状 完∴∴形∴∴品 比l弟母良好 将.0 a・i・工覚Ib・i・3.脚 a…工O b…2.鎖) 上10 方 形 (堆撮土) 

針∴∴状 定言定形品 ■:ノや不良 ・10.:,. 
0.48 方∴∴∴∴形 (推散l二〉 

1号(Ed65)方形上境 5与 1 針∴∴扶 完∴∴形∴∴` 覚書郷頑をf 1(乃.70 a・i・7.O b…6.釦 種…了.鎖)b…7.0 21.8 方∴∴∴∴形 かなI)太の, 

S2 2 釣∴∴状 末擢高嶋失笑 丁、〇二弓子良 39.80 5:50 6.0 上90 方 形 

釘∴∴状 骸∴∴∴∴片 不 良 う9.0 
7.20 方 形 

釣’∴妹 先∴∴端∴∴部 子や不良 軌.90 1.80 方 形 聴面) 

2餐) 針∴∴恢 完∴∴形 .… 比城野頂好 93.20 
14.SO 方 形 細二太め・礁商) 

2鎖) β「 状 完∴∴彫 `,, 比I郷」朗手 鎌;.0 
=.70 方 形 享や細め川末節) 

2号(Ee65〉方形土壌 針∴∴状 咳∴∴∴∴片 やや不良 3う.50 
上90 方 形 小型と思われる-膜面 

2号(BR34)研狸穴 2 釣“∴状 瞭∴∴∴∴片 不∴∴∴良 ふ8.80 9.50 10.綴) 5.45 九時のある方形 (櫛止) 

3号(蘭56)方形哲夫 」も 1 鮒椅雄, ・榔∴欠∴失 比l組旭を予 冶・・55.50 ai・・10.5 b・・・了.謝 a…7.的 b…7.0 8.i40 霊霊長∴方l彰 ぷ封】彬、(1帥 

i16 2 則夫劉品 定 形 (- 徳i・・22.0 6.0 2.0 1.60 長∴∴弓∴∴形 小リンダニ 

3 釘∴∴状 完∴∴彩∴∴品 財細則チ 35.70 」.0 4.0 上与8 方 形 小型.(1勘 

針∴接 強∴∴∴∴片 十や不良 25.80 
0.90 方 形 小型であろうへ=耶) 

針∴∴雄 頭∴溺∴穴∴芙 十や不曾 鍵.0 6.0 6.0 2.90 方 形 仕賭) 

不∴∴明 鍛∴∴∴∴片 不∴∴∴良 1L0 L10 調∴∴∴∴平 

不i∴!明 6 瞭∴∴片 比l勧疲好 最長…器.0 2.5-工0 白工Oi 円形∴∴方形 

17号(Bぐ低音焼(道場 14 針∴状 栄治郎太夫 十十十与良 了8.0 8.0 7.0 7.20 方 形 湾曲こ 

l待・(Bdし8-2- 

謄士遺偏 

13 釘∴∴状 完∴∴形∴∴品 子ら二一千良 48.0 5.70 3.90 l.70 長 方 形 湾曲 

針∴∴扶 瞭∴∴∴∴片 ホ∴∴∴良 :空.0 
0.50 方∴∴∴∴形 

26号(冊65)慎土遺構 1 )5 233 出∴∴刀 はま完形品 比l節減好 317.0 a…23.薫〉 ぐ…29.額) 149∴卿 
ai・・俣∴形 b…!紹I膨 

韮都の木質.傭粗残部推韻書と 

2号(El)12十度 ilO 7 鈍抹裂一品 完∴∴形∴∴品 十㌧やI㍉良 6う.0 a…5.却 b…5.0 a…7.O b…5.0 8.18 
a…技方形 b・・・方∴形 

I鮎1膨さ(堆机上〉 

8 釣∴∴挟 瞭∴∴∴∴片 比l鋤良好 らし雷0 5.50 6.75 7.75 伎∴∴方 形 (唯弧土) 

9 針 状 完∴∴形∴∴品 上と化的良好 23.50 3.50 2.与0 0.65 皮 方 形 中軸信P-) 

A膏4憤l二値宜 56 10 231 釘∴∴接 完∴∴形∴∴読 不∴∴∴良 了1.70 a…4.00 6.50 長 方 形 諦曲している⊃ 

11 不∴∴瑚 瞭∴∴∴∴片 めや不良 3了.0 8.30 9.0 5.30 は∴急∴印 形 

は 232 針∴∴扶 はくま「完形品 不∴∴∴良 )23.80 b…6.10 b・・・4.鉛 19.10 伎 方 形 やや湾曲こ 

針∴∴扶 厳 Il. 不 良 49.暮0 
7.80 は:ま 方 形 

tう80ブリ′ト 15 44 鉄∴∴敬 はは“完形品 化l隻的良好 1羽.60 a・・・9.O b・・・8.10 a…8.O b…7.脚 17.40 

a…鞠l彬 b・・i丸球のある方形 

(雌的上) 

N謹4グー)ノト 不∴∴叩 はは完形? 比l細面寅雄 髄.0 41.0 3.0 12.90 備∴∴∴∴平 聞1lの樹木 

不∴∴瑚 破 片 比l抑良好 撚.0 30.額) 3.0 6.60 佃∴∴∴∴平 方形の倣状かつ 

1 口∴∴∴u 不∴∴i団 破∴∴∴∴片 比l飾り良好 59.50 46.0 3.30 鉛.50 偶∴∴∴∴平 ゆるく湾曲した拠点 

I 医 D 43 46 錦秋的晶 読書定形品 不∴∴∴良 
蹄な・・60.0 蝉ま…的.0 

9.20 7.90 26.45 技 方 形 榊)i形, 

雌 掩∴∴∴∴部 やや不良 57.0 27.鎖) 7.0 14.50 膜∴∴∴∴形 

I区」肌 7(上 47 り∴∴∴子 ・刃∴∴鮒 ? 比一鋤良好 69.0 a…2L弧 b…9.撮 a・・・7.O b…4.0 12.30 

a…傷形 bi・岐方形 

中央が彊厨、-(堆弧士) 

l区」肌 8位 49 巧∴∴子 弓刀∴∴∴∴餉 比l飾り良好 48.0 9.50 4.20 4.0 燥 形 (唯的土) 

I区∴∴服し 与1 上
- 

与0 i)∴音尺 ‖瞭∴∴∴∴樟 ・不∴∴∴良 53.0 4.80 4.80 8.35 方 形 (推乱l:) 

安 城 本 4 2 4 5 237 同穴現品 ・郡∴穴∴芙 ・比鞍的良生 欄諸富 6.10 3.90 5.90 九味のある長方形 聞1彬÷音 

不 日 64 2憾 嫉∴∴蹴 完∴∴形∴∴品 比一徹勺郎 ‖i114.70 a・・・9高b…7.Oぐ…3. 了0種・・・上納b・・・6.了0`…1.00 9.0 
a…海産形 b.c…妓方形 

-
239 嫉∴∴餓 韮∴∴∴∴餌 「比l姉与良を. ` 汀.30 7.7 5i∴長 方 形 

-
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博3 〔6号(DeO6)住出土〕 ・柄鎚部分に錆が固まっているが、刃側方向の茎元に鈍の一部が

観察される。全長16.9cmの大きさで刃長9.9cm・茎長7cmである。区の有無については判別で

きない。

M4 〔9号(Ea59)住出土〕 ・茎尻の一部が欠失している。柄組部分が肥大して癌状になって

いる。推定刃長9・4cm、残存茎長約6.8cmほどである。この場合も区の部分がはっきりしない。

博5 〔10号(EbO3新)住出土〕 ・完形品と思われるが、強固な錆が付着している。全長12.3

C皿である。横側方向の中茎部分に段差がつくが、区に相当するかはっきりしない。この部分が

茎元に当たるとするならば、刃長8.Ocm.茎長4.3cmとなる。

No6 〔38号(Me21)住出土〕 ・全長15.6cm、刃長10.8cm.茎長4.8cmである。茎元の棟・刃側に

ある段差は両区部分に相当するものである。刃区は直角に切り込まれているが、あまり深くは

ない。

No7 〔6号(Na27)竪穴出土〕 ・全長13.4cm、刃長6.1cm、茎長7.3cmである。切先付近の幅が

刃の元幅に比して極端に狭くなっており、また断面aでも解る通りかなり細身になっている。

長年の使円の結果に依るものであろう。従って刃長は本来の長さではなく、結果として茎長よ

り短くなったものと思われる。区は横側にある位置が正しく、刃区は剥離した部分だけズレて

いると思われる。また、茎尻付近には木質部分が若干残っている。

No8 〔6号(Na27)竪穴出土〕 ・全長20.5cm、刃長11.8cm.柄長8.7cmである。茎部分は柄の

木質内に突刺さっているが、ほぼ柄の先端部に達している。また、片面に柄鍋と思われる部分

があるが、定かではない。この部分の長さは区の位置が不明であるため刃長に加えて計測して

おり、茎部は木質部分と同様の長さと推定している。

博9 〔51号(Pi27)住出土〕 ・切先近くで身が離折し、更にそれらが重なり合い、互いに密着

した形で出土したものである。平面では全長16.3cmであるが、重なり部分を付加するとほぼ17.

7cm位になる。刃長は10cm(11.4cm)、茎長は4.9cmである。刃区は直角に近いが、棟区は斜目に

切り込まれている。また、茎には柄の木質が一部に残る。

賄lO 〔53号(QeO9)住出土〕 ・茎部と刃の一部分である。区は棟・刃の両側にある両区と思わ

れるが、横側があまりはっきりしない。

銑鉄 (第134図Noll̃24)

銑鉄は32点中、 14点について一括図示した。このうち‰18・ 22は完形品ではないが、矢柄部

分が残存していることから掲載したものである。鍛身のあるものは有茎式の銑鉄で占められて

いる。

M.11 〔26号(Kc12)住出土〕は平板式のもので鍛身先端とその周辺・茎尻の一部等を欠く
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が遺存状態は良好。全長15.5cm、鉄身長5.5cm (残存部)、剛高3.1cm (残存最大)、同厚さ0.6cm

(最大)である。茎部には木質が付着している。材質は不明であるが、柄の一部であろう。鍛

身の元幅はもっと広くなると思われるが、逆刺の本来的な形状については明言できない。

博12以降(No18・22を除く)の銀は、尖根式のものである。茎には両区状の段を有すものと

不明のものがあるが、後者の方が大半である○逆刺の様子についてもほぼ同様であり、本来的

な形状を図示した例は少ない。 (錆取りはかなり入念にやったのであるが、腐蝕が激しく亀裂が

入ると粉々になるというような状態であった。)但し、逆刺の形状について言及すれば、本遺跡

では‰23で代表されるような形が一般的であり、鋭角を持った長い逆刺ではないと思われる。

この観点では鉄身長は、先端から幅が最も広がる付近までの間に求められるであろう。但し、

逆刺部分が欠落していた場合はこの限りではない○従って、各々の法量等については第103表を

参照して頂くこととするが、鍛身長については既述の部分までの長さ及び、 ( )内に先端から

括れ部分までの長さを計測し併記している。また、茎のタイプは肌16のように短いもの、 No24

のように比較的長茎で両区状の段を有すもの等があるが、多くは後者に近いあり方を示すもの

と思われる。

矢柄の痕跡を残す例としては博.17・ 18・ 22がある。このうちM17は特に遺存状態が良好であ

り、柄元付近には細い糸状のものが巻きついている。

輯子 (第134図M25へ28)

本遺跡では揖子と呼ばれるピンセット様の鉄製品が5点出土している。 No25は18号(Gj12)

住、 No26は20号(Jc15)住、 No27は6号(Na27)竪穴、 No,28は36号(Mc18)住からの出土であ

る。他に破片として36号住にもう1点あるが、実測図は省略した。何れも単独の出土ではなく、

他の鉄製品と共伴するあり方を示しており、古墓等に関わるものではない。完形品はないが、

把手部分を軸にした左右対象形が本来の器形である。

撮子とはピンセットのことであるが、鍋子に転じて「毛抜き」や「髪飾りの一つ」の意味に

なることもある。本遺跡のそれは「毛抜き」用としては不向きであることから、ピンセット或

るいは髪飾り等に具したものかもしれない。

針状鉄製品 (第134図29・30)

針状のものを呼称した。 39号(Me27).40号(Me62)竪穴住居跡から併わせて2点出土して

いる。 No29は39号竪穴住居跡出土。全長8.6cm,断面は円形に近く、 0.3cm前後の厚さを持つ。

No.30は40号竪穴住居跡出土。全長7.4cmで、 0.2へ0.3cm位の厚さである。身の部分の断面は円に

近い形を呈しているが、左端部が若干変形している。針穴周辺と思われる。
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第i35図 鉄製品実測図(鎌・鉄斧・紡錘車)
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紡錘車 (第135図No.31)

No31 〔56号(RhO6)住出土〕のl点を図示した。 4.5×4.2cm径の鉄製円盤に、残存長18.8cm

の軸棒が差し込まれている。軸棒の断面は概ね円形に近いが、方形を呈している部分もある。

厚さは円盤部分で0.3へ0.5cm、棒軸部分で0.4へ0.5cm位。

この種鉄製品は、他に破片として33号(しj21)竪穴住居跡に1点出土しているだけである。

鎌 (第135図博32)

‰32 〔2号(Bd77)住出土)の1点を図示した。他にDブロック付近の検出面で刃部の細片

が出土しているが、遺構に伴うものではない。

M32は刃先と棟・刃の一部を欠いている。残存長16.8cmほどである。基端部は折り曲げて作っ

ており、この部分には多量の錆が凝固し、全体的にみても遺存状態は悪い。棟は直線的である

が、刃側も同様である。刃の中央付近の凹みは内湾刃を意味するものではなく、欠落した部分

である。

鉄斧 (第135図No33 ・ 34)

2点の出土。何れも竪穴住居跡内からの出土である。 No33は56号(RhO6)住からの出土。柄

の木質部が身に突刺さったような形にあり、その深さは7cm近くにも達する。木質が入り込ん

た部分は、身を折り返して作ったものであるが、賄34のような雑な作りではなく、折り返し部

分の境界が解らないように接着している。鉄斧だけの全長は約15cm、残存木質部分を入れると

19.3cmとなる。幅は5.4cm前後であり、厚さは柄との接点で4.5cm前後となっている。また、断

面形は平面側で長方形、側面では楔形を呈す。

No.34は10号(EbO3新)住居跡からの出土。小型の手斧である。身を折り返した部分に木質部

が入り込んでいるが、 No.33のように周囲が被われていない。身の全長は10.1cm、幅3.8cm前後、

厚さは柄に近い部分で最大2cmである。

環状鉄製品 (第136図博35へ47)

13点について図示した。法量等の細部については第103表を参照して頂きか、。

‰35→39・ 41は竪穴住居跡からの出土、 M.40は港内からの出土である。また、賄.42 ・ 43は地

点が不明であるが、遺構検出面段階での採集である。 No44へ46は近世の遺構からの出土。 No47

は木炭を主体的に出土した7号(Pb33)竪穴内からの出土である。

これらの鉄製品はその形状からみて二種ある。即ち、楕円形を呈す航35へ43、円形の航44へ47

である。前者のものは古代遺構に伴う例が多いが、後者は近世のものが多い。用途としては締
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金具とみて大過ないが、 No.45 ・ 47については座金用金具が考えられる。

釘 (第137図的.49へ56)

釘乃至は針状を呈するものについて一括した。総数で55点あるが、竪穴住居跡からの出土が
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第I37図 その他鉄製品実測図(馬具・釘・釘状・不明)
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25点、他はピットから21点、検出面採集9点である。ピットには掘立柱・焼土ピット等も含ま

れるが、多くは性格不明である。本項で図示したのは8点についてのみであるが、断面は何れ

も方形で角釘状を呈している。鋲に近い小型のものから‰55のようなものまである。法墨筆に

ついては一覧表を参照されたい(第103表)。

その他・不明等 (第137図同48 ・ 57̃59)

その他としてはNo48の鉄製品がある〔8号(Di53)住出土〕。両端に約2.9cm径位のリングが

付いている。リングは若干楕円形を呈しており、長軸方向は左右対象にはならない。また、リ

ングの長軸方向とほぼ直角に接続する芯棒部分は一方に括れるように曲がっている。鳥貝の轡

に付属する鉄製品が想定され、左・右リングのあり方から“水付(引手)〃部分と思われる。

不明鉄製品は最も点数が多く、棒状・鉄板状のものもあるが大半は細片である。従って、個々

についての説明は省略する。

以上、鉄製品の全容について記したが、本遺跡では鉄錬、刀子の総量の多いことが特筆され

るであろう。釘あるいは不明品として示した点数の中に、本来は鉄鎖であるものがまだ含まれ

ている可能性は多分にあり、鉄鎖の実数は更に増えるものと推される。これに対し生産等に関

わる日常用具の出土頻度は少なく、古代に於ける通常の集落とは様相を異にするものといえよ

う。後述する製鉄関係遺物の存在と相侯って想起される特殊性は、本遺跡が律令国家における

政治的背景を多分に有することから派生してきたであろうことの他に、 「志波城跡」そのものに

推察される一要因にも成り得よう。

秋田城第10次発掘調査に於いては、鉄鎖を中心とした鉄製品が出土している。また、砥石の

量も多く、第9次調査との比較で築地内側と外側に居住する人間の機能的役割・生活内容の相

違等について推察されている。このことは、築地の内側に存する本遺跡の性格を知る上で興味

あることであるが、城外近辺で同時期に比定される遺構群は未発見である。

なお、秋田城第10次調査では火熟された鉄素材をつかむ金銅も出土している。

注1 秋田城跡 昭和48年度 秋田城発掘調査概報 秋田市教育委員会
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(8)製鉄関係遺物について

本遺跡ではPブロック西側を中心として、製鉄に関わると思われる還元炉・韓の羽口、鉄澤

等が出土している。これらの遺物の中には確実に古代とされる遺構の一施設に転用されている

ものもあり、使用年代下限の確定と共に県内に於ける古代製鉄史の解明に貴重な資料を提供す

るものである。更に、製品化された木炭のあり方と相侯って、古代製鉄炉の存在の可能性は強

まるばかりである。しかし、状況証拠は備わるものの、これらの遺物と直接的に結びつく遺構

の存在は確定せず、製鉄生産遺構との関わりについて論ずることは出来ない。従って本項では

遺物を中心として記述することとし、生産遺構の存在についてはその可能性の一端を付すに留

める。なお、炉体に関わる考察として新沼鉄夫氏の特別寄稿をも付すこととする。

1) 炉壁 (187-188P第55-5図 第138図)

46号(Oi33-2)竪穴住居跡出土遺物(第55-5図)で図示している。博.35以降の遺物が炉壁に

相当するものである。この種の破片は細片も含めて多数あるが、大き目な破片についてのみ図

示した。第55鵜5図の賄35(または第138図Bの部分)は、炉壁の下段近くに相当する部分と思

われる。推定炉底径は約48cmを測り、厚さは場所によって異なり3へ7.5cm内にある。上層に行

くに従い漸次薄くなっていく傾向があるが、均一ではない。内側には多孔質の鉄付着物があり、

その分の厚さが3cmにも及ぶ所もある。第139図はその表面写真である。気泡状になっている部

分と、黒光りするガラス質部分とが観察される。中央部の凹みは剥落した部分である。断面図

中ではdとした部分に相当する。その下にあるC ・ bが鉄分を透した部分であり、 bの方は粘

土質が多く、赤く焼けている部分もある。 aは炉内の影響をあまり受けていない炉材粘土であ

り、スサが混入している。また、第55-5図の‰36(または第138図A)は、炉壁の上段に相当

する部分と推される。残存上径は約25cmほどであり、駒35の炉底径の半分位である。厚さは3

へ5cm内にあるが、器肉の厚い部分は下方の一部だけであり、付着物の付き方もその分だけ厚

くなっている。この場合も上層が薄目になっており、口が窄まる円筒状を呈す。また上層の付

着物は少なくなっている。厚さ3cmほどの最上層にあっては、鉄分を透した部分が断面のl/2近

くに達しているが粘土は赤化せず、灰色質部分が多い。

No.37以降の破片は、小破片を可能な限り接着したものであり、図内に入る亀裂はその接合痕

である。炉材表面が剥落して断面が薄くなっているものも見られる。また、 ‰42は表面をへラ

でナデた痕がついている。

内面の付着物や断面の様相は、既述の‰35・36の何れかと同様であり、径の小さいものほど

付着物が少なくなっている。これらのうち‰43の1点だけは、奥壁の反りが逆になっている。

つまり、奥壁の一部が内側に張り出した形になっているのである。恐らくは、大山遺跡の′6-1
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A

(第50-4図. No.36)

第i38図 還元炉推定復原図
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第139図 炉壁内面写真図

号炉に類似する部分があったのであろう。

新沼鉄夫氏の教示に依れば、賄35・36については同一還元炉の個体であり、炉内温度は1400oC

から1500oCの中間位になっていたであろうとし、また製鉄原材料は砂鉄でかなり良質の鉄を生

産していたとされる。

ここで、 No35とNo36が同一個体であるという前程で炉を復元してみると第138図のようにな

る。 No35を炉底部付近、賄36を炉の上層部分と想定した場合のものである。残存部高約74cm、

上径25cm、底部径48c調の炉となる。炉底部付近は若干剥落していると思われるので、実際の高

さは80cm位にもなるであろう。上部が窄まる円筒状を呈す形態である。

このような形態の炉は、所謂「シャフト炉」に相当するタイプのものと思われる。鉄製錬を

行なう上で、合理的旦つ単純な構造の炉である。シャフト炉は炉体が上部へと向って伸び、そ

れ自体が煙突の役割をしているもので、既述の大山遺跡の炉もこのタイプである。本遺跡のそ

れもひさを強くする役目を兼ねた製錬炉と推される。

製錬炉とした場合、自然通風・人工送風の何れに依るものであるかが問題になる。 46-2号

(Oi33-2)竪穴住居跡内からは、推定孔径4.5cm大の鞘口(羽口)片が1点出土しているため、

既述の炉に関する可能性は否定できない。しかし、同じ道構内から出土したということだけで

同一個体のものと断定するには、根拠が薄い。他に、本遺構の南側周辺の竪穴住居跡から7点
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の羽口片が出土している。孔径は2cm位のものから推定で5cm強位のものまであり、送風管が

使われた工房が存在していたことは確かであろう。しかし、これを以って所謂「たたら」遺構

の存在を想起するのも性急すぎよう。

新沼鉄夫氏に依れば、下側に燃焼口兼排澤口を取り付けただけの自然送風でも14000C前後の

高温度が得られるとしており、また、それらの存在場所は地形等を限定せずとも本遺構の存在

する平野部に於いても可能であるとしている。

何れにしろ、出土した羽口が炉体とセットになるという確証がない現状では、たたら遺構の

存在の可否について論ずるのは限界である。ただ、自給自足を原則とする本遺跡の性格からみ

て、製錬から鍛治に至るまでの一貫した工程が近辺で連続的に行なわれたことは考えられる。

従って、再精錬処理を含む鍛冶工房に関わる羽口の粉れ込みは当然あり得ることを付記してお

く。推定復元した賄35・36やその他の炉壁片等は、他遺構への転用があったり、二つの異なる

竪穴住居跡から出土した羽口片が接合するなど、各遺物が流動的であることからみても尚更の

ことと言わざるを得ない。

次に、この製錬に関わる還元炉の年代観と当地方古代製鉄の概況について触れてみよう。

本遺構出土の炉壁片のうち大型のものの一部が、カマド袖部に転用されていることは既に述

べた通りである。その他のものについては、カマドから北西方向に向かってあるまとまりを持っ

て散在している。埴土の比較的上層にあるものが多いが、竪穴住居跡がある程度埋没した時点

で、カマドの上部構造に使用されていた炉壁等が破壊・流入したためであろう。従って、炉の

稼動期間は46号竪穴住居跡の新しいカマドが構築されるより以前のことである。この竪穴住居

跡は拡張という推移を持つが、その年代観は出土遺物からみて9世紀の前半を降るものではな

いことから、 9世紀初頭一即ち志波城の造営期-に併行するものと考えている。須恵器の地方

窯が官衛等に伴って操業されたように、地方製鉄もまた同様の経緯で以って営まれたものであ

ろう。本遺跡周辺に於いて、鉄器そのものの導入はそれより以前に一般的であったとしても、

製鉄が組織的に旦つ大々的に行なわれたのはこれが最初と思われる。しかし、以後の在地に於

ける製鉄がこれを契機に高い生産性を持って発達したかということになると、必らずしもそう

ではないようである。須恵器が飛躍的に伸び、在地の地方窯が発達したのとは対象的である。

例えば、延書式が編纂された延喜5年(905年)段階の禄物価法に依れば陸奥・出羽国の鉄の

値段が最も高いことになっている。これは鉄に対する希少性の表われでもあろうが、端的に言っ

て、需要を満たすだけの供給能力がなかったということにも通じるものである。

2) 輔の羽ロ (第140図)

8点について図示した。鉄津を多量に出土した54号(Qe18)竪穴住居跡出土のNo7及び50号
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第I40図 端羽口実測図
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(Pg33)と54号(Qe18)竪穴住居跡出土の破片が接合したNo8の残りが比較的良好である。 No2

は47号(Pd15)竪穴住居跡と49号(Pf18)竪穴住居跡出土の破片が接合されたものである。他

の細片は47号(Pd15)、 49号(Pf18)、 50号(Pg33)竪穴住居跡出土である。これらは何れも素

焼の粘土で作られており、片端或るいは両端が折損している。 No6を除くものの一端には溶融

状の鉄津が付着しているが、外面のほぼ全域にみられるものもある。内面については火熱に依

る変化が認められるものの、溶鉄津は内部に入り込んではいない。従って、排澤口に関わるも

のではなく、送風管の先端に使用された羽口とみて大過ない。孔径は2̃5cm強位の間にあり、

タイプとして小型の7 ・ 8、やや大型の‰1 ・ 2の二様がある。用途別の使い分けについては

不明である。このうち的.8は、炉底部の溶銑津が羽口下端に付着している。

県内に於いて羽口が住居跡内から発見された例としては、墳館遺跡・一本松遺跡・湯沢遺跡・

西野遺跡・成沢遺跡・力石I工遺跡、等多々あるが、何れも鍛冶工房の類いのものと推察される。

但し、これらの遺跡の中では力石II遺跡のように城柵・官街との密接な関連が想起される場合

もあり、平安時代前半期に於ける鉄器生産様相の解明に一石を投じている。この観点では、本

遺跡も同様である。なお、力石II遺跡以外の他遺跡は、太田方八丁遺跡よりは後の時代に位置

づけられている。

最後に各々の計測値・他について記す。総てが破損品のため正確さに欠けるが、推定では下

表の如くである。

第104表 羽口法呈・他一覧

実 測 図 番 I; 

出 土 地∴点 

法 最(cm) 

備 考 

外 側 径 内 側 経 厚 さ 

1 46号(Oi33)住 
ー 

(4.5) 2.4-3.0 端部外面に溶銑薄付者。黒色一緒疾色のガラス化した部分あり。 

2 47号(Pd15)佳十49号(Pf18)住 10.5 4.5へ6.5 1.6-3.1 端部外面に多量の落欽薄あり。一部ガラス化。 

3 47芳(Pd15)住 (6.0) (2.8) 1.5 外面%位の範囲阜衛兵倒す布 

4 49号(Pf18)住 (7.8) (3.6,) 2.1前後 若干の溶銑薄付辞。外面火熱源残る。変色部あI主 

5 50岩・(Pg33)住 7-7.5内 3へ2.2 2.0前後 外商天然変色。若干の溶銑薄付帯。刻銘部分あり。 

6 50号(Pg33)住 7ヘア.5内 (3.0) 2.2繭後 付描勿なし。火熱少なく素焼の粘土質そのまま。 

l 54号(Qe18)住 5.0前後 L8- 2-2.2 溶銑薄付帯一部ガラス質化。 

8 50号(Pg33)住十54号(Qe18)住 6.0 1.8へ2.0 l.7-2.4 溶銑倖付俺。○○・部ガラス質化。粘土質蹄〉少か、。 
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3) 鉄津

鉄津は、 53号(QeO9)、 54号(Qe18)、 55号(Qg24)竪穴住居跡を中心として出土する。他に、

50号(Pg33)、 47号(Pd15)、 46号(Oi33)、 29号(しa50)竪穴住居跡・Fブロック等でも若干

採集されたが、総点数に於ける割合はその比にならないほどの出方である。従って、ここでは

Qブロックの53 ・ 54 ・ 55号住居跡出土の鉄津についてのみ示す。

鉄津は、形状、重量でばらつきを持っている。第141図に示したものには、やや楕円形で片面

が浅い椀形を呈す鉄津が多いが、内面の様相がかなり異なる。即ち‰7のように膨らんだ形の

凹凸をもったり、 No3のように表面に液状の澤が流出したような痕跡を有す場合等がある。し

かも、重量はM3が200g、 No7が150gと、博7の法量が大きいにも拘らず重量が低くその差も

大きい。 N。4は、鉄分が多く内面がしわ状になっている。重量は100gで剥落した断面に青黒

い鉄の層が観察される。 54号出土鉄澤はNolへ12まであり、長径が9へ11c鵬台のものが多い。

重量にばらつきがあるのは既述の通りであり、多孔質のものも目立つ。重量の少ない鉄澤は形

が一定しないが、他のものは概ね横形鉄津の範疇に入るであろう。片面が山土との焼結状態に

あり、中には小石をかみ込んでいる例も見られる。 54号住居跡からは鉄津がほぼ150点あり、総

重量は5146gを計る。

53号住からはNo13、 55号住からはNo14の比較的大型の鉄澤が出土している。長径16cm位で

外面の様相は54号出土のものと同様である。 No.13は528g、 No14は1357gの重量を計る。この2

点も椀形鉄津の範疇に入るものである。

これら鉄津の多くは、椀形鉄津を含めて鍛治澤の一種であり、製錬等とは直接的に関与する

ものではないかと思われる。従って、既述の還元炉とは一線を画すものである。鍛冶が行なわ

れたとすれば・54号住居跡が考えられよう。焼土を含むピットや重複する大型ピット等がそれ

である。しかし、残念ながらそれらが鍛冶精錬に関わる施設であると断定するだけの根拠に欠

けることも事実である。 53号に至っては、鍛冶を連想させる施設は皆無である。

以上、鉄製錬や鍛治に関わる遺物について記述したが、ここで7号(Pb33)竪穴状遺構出土

の木炭について簡略に付記しておく。これの詳細については、 Pの(5)木炭についての項を参照

されたい。

7号遺構は、還元炉材片が多量に出土した46号(Oi33)竪穴住居跡の南隣りに位置している。

ここからは製品化された木炭が出土している。ナラを原料とするもので遺跡地近辺に多い樹

種である。まとまって出土したことから木炭置場にも想定され得るが、若しそうであるとすれ

ば製鉄・鍛冶に関わる集団、木炭の製造・輸送に関わる集団等を包括した工人集団の存在が

あり得る。このような組織的な一連の作業過程は、城柵という強大な背景を有していたからこ
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そ、初めて可能であったと言えよう。

このようなP・Qブロック西側周辺のあり方は、 「製鉄集団」としての工房・長屋等を含む単

位集落的様相を呈しており、計画的に配された本遺跡内の一画を占めていたものとも推察され

よう。従って、遺構を伴わない遺物は、当地域の西側調査地外に本来的な施設の存在を示唆す

るものとも言える。但し、機密保持のため或るいは後世の撹乱等に依って製鉄関係施設が破壊

されたとするならば、この限りではない。

注l 大山遁跡 埼玉県教育委員会 埼玉県遺跡発掘調査報告書 第23集

6-1号炉は、プランがハート形を呈しているものである。

注2 墳館遺跡 岩手県文化財調査報告書第52集 東北縦貫自動車道関係埋蔵文化財調査報告書III S55年

3月

注3 一本松遺跡 岩手県文化財調査報告書第51集 束北縦貫自動車道関係埋蔵文化財調査報告書II S55

年3月

注4 湯沢遺跡 注3に同じ。

注5 西野遺跡 東北新幹線関係埋蔵文化財調査報告書II

注6 成沢遺跡 現地説明会資料 岩手県教育委員会 S47

注7 力石II遺跡 主要地方道一関̃北上線遺跡調査報告書第8集 岩手県埋蔵文化財センター S54年

参考文献 月刊文化財保護部監修 平将門の乱 福田豊彦 岩波書店168 たたら製鉄鉱津の研究 長谷川熊

彦・和島誠一 資源科学研究所茹報第68号別刷・鉄の考古学

特別寄稿

本遺跡内出土の炉壁については、新沼鉄夫氏より「発掘された炉体片からみる炉体の考察」

という原稿を頂いている。県内に於ける古代の製錬史にはまだ未開拓の部分が多いのであるが、

その中にあって実験考古学的な立場から同氏が述べておられる製鉄史観には、啓発を受けてい

る面が多分にある。本紙では、以下に特別寄稿の形で本文を掲載するわけであるが、同氏の御

厚意には深甚の意を表すると共に厚く御礼申し上げる次第である。なお、紙面の都合上一部に

ついては割愛したが、本文の内容を変えるものではないことを付記しておく。

発掘された炉体片からみる炉体の考察

新 沼 鉄 夫

盛岡市大田方八丁で発掘された製鉄炉炉体片は上部縦われ半分で、口径20cm、内部径30c血、

厚さ5cmのものである。そのほか炉体部分のものと思われる小さな破片も沢山あるが、復元は

不可能である。この炉体片から考えると、一般にシャフト炉型といわれている型のものである

が、その型式は外国の場合と日本の場合では築炉方法が異なるので、わが国の場合はトックリ
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型と表現した方が適切と考え、私はこの種のものはトックリ型といっている。

この種の炉型から考えられるのは、ヨーロッパでもそうであるが、 1日の作業工程として、

原料の装入総量は30kg前後、燃料として木炭120鴫前後で、砂鉄と木炭の交互装入という作業形

態がとられたものと推定される。もちろん鉄鉱石を原料とした場合は、砂鉄の場合と若干の相

違点があるが、ここでは砂鉄を原料とした場合で述べてみる。

わが国で地上に炉体を構築されるようになった年代は、文献的には島根県の菅谷鉄山旧記の

記録で「菅谷鉄山ハ鎌倉時代即チ文永元年二製鉄ヲ創メタリ。当時到ル処二砂鉄ヲ堆積シ、薪

材ヲ投シ之ヲ焼キ、以テ鉄塊ヲ作リント云フ。其後野炉卜称シ、粘土ヲ以テ炉形ヲ構造シ製鉄

セリ」とある。文永元年というから1264年に当たる。其後というのは経過年数がわからないが、

それほど長い年数ではなかったと思われる。しかし、地方によっては文永元年以前に地上に炉

体が構築されたが、記録に残されていないことも考えなければならない。理由は文永元年以前

に地山に構築された炉跡が発見されているからである。

古代初期における製鉄方法は、菅谷鉄山のように原料のある場所で地上に炉を構築しないで

砂鉄を1か所に集積し、そのまま還元させたまったく原始的な方法を野焼きといい、やがて地

山に炉を構築して還元させる方法を野炉(野だたら)といい、共に屋外操業で小量生産方式で

あった。その後天秤ふいごを使用するタタラ法に推移するのであるが、これ以来屋内操業とな

り従来よりも生産量が多くなった。

昭和55年6月福島県文化センターの依頼をうけ、阿武隈山地の製鉄遺跡の調査を行った際、

銭神遺跡で発掘した炉体片は10cm程度の大きさのものばかりで、炉体の推定が非常に困難で

あったが、幸いにも炉底部とはっきり確認される直径60c鵬、厚さ10cmのものがあったので、こ

れから逆算して炉型の寸法を割り出した。

太田方八丁の場合は、発掘されたのが炉体上部縦割れの炉体片で、口径が実測できる状態の

ものだけに、ある程度炉体寸法が推測できるものである。

古代から中世はかけての製鉄は、江戸中期以降の天秤ふいごによって3へ4日間連続して操

業する方法はとられておらず、大体一日1回の操業は朝から夕刻までの8へ10時間操業で、 6

→7kgの鉄を還元していたことが、いろいろな文献資料によって明らかにされている。太田方

八丁の場合もこれとほぼ同じような方法ではなかろうかと考えられる。今後の課題として残さ

れるのは、原料としてどこの砂鉄を使用したのか、炉底の部分がどのような工夫がなされてた

のか、あるいはぜんぜんそうした工夫をしなかったのか、考古学的にはまことに興味深いこと

が取り残されている。

さて、いろいろな文献資料と私の研究実験の結果から、炉体の寸法を推測すると、次のとお

りである。
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上部口径 20cm

内径 30cm

厚さ 上部5cm 中部・下部10cm

炉底部径 40cm

高さ 80cm

炉体寸法測定の基礎条件としたのは次のとおりである。

装入原料砂鉄量 30kg

装入燃料木炭量 120kg

砂鉄の鉄分含有量 50 %

操業時間 l日1回9時間前後

送風は自然通風で通風口3個

砂鉄は30kg装入したとしても、鉄分の含有量が50%であるから実質的な装入量は30kgX

50%=15kgで残りの15kgは不純物鉄澤として流出する。

更に実質的な15kgも、流出した鉄津を化学分析すると50%以上の鉄分が鉄澤のなかに含まれ

ているのでここでは還元歩留りとして50%をみなければならないから15kgX50%二6・5kgとな

り、 7鳴前後の還元鉄が得られることになる。

炉休推定略図

に---一- 20cm ---〇号

に一 40cm 一一斗

正面図

自然通風口は燃底部

同
軸
軸
田

圃

ト一一一
20c爪 一斗

第I42図 炉体推定図 炉底部より10-15cm高い
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なお、操業方法は砂鉄と木炭の交互装入であるが、例えば、炉高が80cmあるから、装入口ま

でいっぱいに砂鉄と木炭を装入してよいかというと、そうではない。砂鉄と木炭は常に炉高の

40-50cⅢ位まで少量づつ装入し、一度に多量装入すると炉内温度が低下し操業不可能になる。

炉内温度は1100へ1200oCを保たせ、燃焼状態を良くするため、砂鉄装入量1回分は大体200へ300

gが適量である。

従って、炉の上部は煙突の役目をしながら、装入した砂鉄を加熱させ徐々に燃焼温度をあげ

還元ふん囲気を良くするための役目を果たす。また、燃焼の焔は還元させる上に眼でみる温度

計のようなもので焔の色によって次工程の判断をくだす操業上極めて重要なポイントをに

ぎっている。

以上の諸条件をもとに、炉体の寸法測定をしたものである。

(9)石製品

本遺跡内出土の石製品には、砥石・紡錘車・足方様石製品・有孔石製品・陽物石製品・凹石

等の他に若干の不明品がある。点数の多いのは砥石・足方様石製品であり、他の石製品は点数

が少ないため既述の本文を以って説明に替えることとする。従って本項では、 l)砥石、 2)

足方様石製品についての詳細を記すに留める。

1) 砥石 (第143図 第105表)

砥石は36点の出土である。このうちの31点は竪穴住居跡内に集中している。素材は斜長石流

紋岩が最も多く20点を数える。以下、安山岩・凝灰岩等が続く。安山岩の中には熔岩塊が2点

含まれ、凝灰岩には石質細粒・白色細粒・緑色等の種類がある。使用頻度が高いせいか、摺り

減って各面の中央が乱れるタイプの素材は、そのサイズを問わずに全て斜長石流紋岩に依るも

のである。また、石質凝灰岩を素材とする場合は、小型で平らなものに限られているのが特徴

である(肌4 ・11・19・26)。これに対し、輝・両輝石安山岩(肌7 ・13・17・24)や緑色凝灰

岩(No18)、熔岩塊(肌2・22)の7点は大型の砥石で占められる。このうちのNo24について補

足しておくが、図示した部分は小さいが、現存破片から推定すると前二者よりは明らかに大き

いものである。

本遺跡出土の砥石は、雫石町の西南部から雫石川に合流する志戸前川、同町北西部から商流

する葛根田川沿いの地を産とするものとされ、特に「志戸前砥」として名の知られる砥石は、

前者から来るものである。素材を斜長石流紋岩とする砥石がこの類いである。これらは色青く、

目が細かく軟らかで、青砥と称して最良のものとされている。実際に賄30の砥石を使って小刀

を研いでみたが、感触は良く、鈍色(青がかったねずみ色)の研ぎ汁がすぐに流れ出して来た。
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青砥は区分的には中砥の範疇に入るが、雫石産のそれは、国内でも良質な部類に入るもので

ある。

一方、荒砥とされるものには、粒子が粗の博2 ・22 (両輝石安山岩熔岩塊)等が挙げられよ

う。また、軟質な博25・29 (白色細粒凝灰岩)の砥石も同類と思われる。

青砥・荒砥の名称については、正倉院文書の奈良時代に於ける興福寺西金堂の造営関係文書

中で既に記されているが、本遺跡が存続していた時期には一般的になっていたであろう。鉄器

文化の浸透と共に生活の場に広がって来た砥石について、特に雫石産のそれは最良の素材であ

ることを当地域に於ける古代人たちは確実に認識していたのである。遺跡の北側を東流する雫

石川やその上流に当る志戸前川・葛根田月順辺で容易に得ることが可能であったのが幸いした

のであろう。また、既述の正倉院文書には砥石の価格についても記述があるが、当地方にあっ

て販売商品化していたかについては定かではない。少なくとも志戸前にあって組織的に採掘を

し、販売商品化したのは18世紀以降のことである。この場合は藩有として開発されたものであ

るが、それ以前の様相については不明である。

古代遺跡において、砥石が比較的多く発見された例として秋田城第10次発掘調査がある。本

遺跡出土の砥石には小孔を穿った小型の砥石が3点ほどあるが、秋田城ではその種の砥石を主

として出土している。しかし、短冊形のしかもかなり使いこまれた砥石が目立つ傾向は変わり

ないと言えよう。第10次調査は築地内側の遺構に関わるものであるが、銑鉄を中心とする鉄製

品も相当発見されている。しかもへラ切や再調整の加わる杯を主とする竪穴住居群が目立つこ

とから、本遺跡の出土遺物のあり方にも類似するものである。秋田城における築地内側と外側

居住区の機能的役割・生活内容の相違は、第9次発掘調査との関わりで明確にされているが、

本遺跡にあっても今後拡大されるであろう近辺の発掘調査次第で同様の傾向が見出される可能

性は充分に有り得る。

注l 雫石町史 雫石町・雫石町教育委員会 昭和54年1月

注2 大工道具の歴史 村松貞次郎著 岩波新書1973年

注3 秋田城跡 昭和48年度秋田城跡発掘調査既報 秋田市教育委員会
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2) 足方様石製品 (第144図)

8号(Di53).43号(Nj21)竪穴住居跡の2棟から、細長の石が出土している。中央部乃至は

一方の端部近くに凹部を有しているものであり、 「足方」と呼称されるものに類似している。下

図の16点中、 13点が8号住居跡からの出土である(Nol. 3. 5以外のもの)。小さい方で8cm

前後、最大で11cm前後の長軸を計る。 No.4には中央部付近に若干の剥落した痕跡が残るが、特

に加工をしたものではない。他のものにあっては自然石そのものである。石材は、石英安山岩・

両輝石安山岩・石質細粒凝灰岩・粗粒玄武岩・硬砂岩等である。素材の如何に拘らず、この種

器形の石を必要とする背景が考えられるが、力石II遺跡や落合III遺跡にあっては、土錘が欠如

した場合の補充としての用を為したのではなかろうかと推測されている。その理由として、土

錘と共伴して出土することや、紐掛けの凹部を備えていること等を挙げている。本遺跡にあっ

ては土錘と共伴する例はないが、 「凹部は、紐等を石に巻きつけた際に紐がはずれないための

ひっかかりの部分と考えられる。」とする分については異論はない。機能的には土錘の代用にも

成り得ることから、現状では、漁獲用錘の一種であるとしておく。

注1 「北上川」佐嶋与右工門 建設省岩手工事事務所

注2 主要地方道一ノ関・北上線関連適跡発掘調査報告書 岩手県埋蔵文化財センター文化財調査報告書第8

集
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第I44図 足方様石製品写真図版
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(10)硯

硯は3点出土している。何れも円面硯の破片であり、須恵器等の転用硯は発見されていない。

‰ 1は56号(RhO6)竪穴住居跡出土の台脚片である。脚部分のl/3位の残存であり、台脚径は

約16cm位と推定される。台脚中央部よりやや下寄りに透かし窓が配されているが、その全容は

明らかにし得ない。脚部内面には明瞭なロクロナデ痕が残っており、外面には0.5-1cmの間隔

で縦方向の洗練が引かれている。残存部分は脚全体の1/3に相当する部分であり、その一区画内

の沈線数は12本を数える。これらの下端には横位の沈線が1本配され、台脚裾部上端との境界

を強調している。裾部は外側に一旦張り出してから内側に窪み、下端部に至って強く外方に突

き出している。

M.2は台脚上部片である。 Nolの出土した遺構近辺から採集されている。淡青灰色を呈す須

恵質のもので、上部は硯面外縁に近い部分である。硯面部分は剥離している。上部には、やや

正鵠さを欠く刺突痕が三段に渡って配されている。直下には一条の沈線が横位に走り、更に裾

部近くにもう一本の沈線が平行する形で配される。

肌3は、 I区bブロックとした地点での採集である。硯面部分の破片で陸に相当する。

以上3点の出土であるが、確実に遺構を伴うのは博lで、他の2点は検出面採集遺物として

扱っている。しかし肌2は、遺跡内南側に孤立した形で存在する56号住居跡に関わるものとみ

て大過なく、時期的には賄.1と同様に考えている。遺物や遺構のあり方からみて、平安時代の

初期に相当する。当然、墨書杯の発見と相侯って識字層の存在が看取されるであろう。なお、

本県における文字の移入は、律令制の浸透に関わって生じてくるものと思われる。

円両税の出土例は、本遺跡と同一の遺跡内に包括される志波城跡内からもみられる。また、

胆沢城・徳丹城などからも発見されているが、そのあり方は限定されているとみて大過なく、

この種遺跡の特殊性に起因するものであろう。

注1志波城跡 太田方八丁遁跡範囲確認調査報告 盛岡市教育委員会1981. 3 SD510溝から2点出土し

ている

注2 岩手県埋蔵文化財センタ一 光井文行氏の教示による

恥3二二寺
1 …・56号(RhO6)竪穴住居跡出土

2"… II II 付近出土

3…・I区Bブロック出土

第i45図 硯実測図
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(11)漆紙・他

紙質に漆が付着したものを言う。 No.1が相当する。他に、本項では紙状に硬化した漆につい

ても一括記載する。後者は漆紙ではないが、杯形土器の内面に貼り付いた形で発見され、一見

して薄い紙のようでもある。

Nolは59号(Tj21)竪穴住居跡内の南側カマド側壁近くで出土したものである。黒色を呈し、

乾燥して堅くなっている。一見して風化した皮製品を思わせる。本来的には土器等の底部近く

に付着したものと思われ、器の底部と休部の立ち上がりに類似した曲がりを有している。折り

返されたためか、複数の紙が重なり合っている。但し部分的には気泡状に膨張したり、簸状に

なっている所もあり、必らずしも全面が紙質であったとは言い難い一面もある。

文字等の存在については、赤外線テレビカメラに依る判読を試みている。一部に墨痕とも思

われる痕跡があるが断定しかねるとの結論であった。この種の遺物は、恐らく漆液の酸化等を

防止するためのフタ紙として使用されたものであろうが、多賀城・胆沢城のように古文書・他

等を転用していることが多い。本遺跡出土のそれは、残存した部分にあっては文字等の存在を

明らかにし得なかったが、発見そのものが偶然性を滞びており、遺跡調査の段階である程度の

破損・紛失等の可能性があったことは否めない。従って、遺構近辺に於ける漆紙の存在の可能

性をも否定するものではない。今後、拡大されるであろう本遺跡関係調査地内での新たな発見

に期待するところが大である。

博2は、 39号(Me27)竪穴住居跡床面から出土したもので、本遺跡内でB類と仮称した類い

の杯を上面から見たものである。内面に暗褐色一茶褐色を呈す樹脂様の漆液が付着している。

薄い紙状に硬化しており、口緑部近くの周囲は剥げかかっている。外面の口緑部付近にも漆液

が垂れ下がった状態で残っており、漆入れの容器として使用されていたことが推される。

‰2と同様に、内面に漆が付着した杯は他に2点ある。何れも博2と同じ竪穴住居跡床面か

ら出土している。 B類杯の破片とA類杯の内面に漆が密着している。 A類杯のものは、歪みの

強い不完全製品であり、一部が片口状に突き出している。いわば不良品を漆容器として転用し

たものではあろうが、機能的には有用であったと思われる。

更に39号竪穴住居跡からは、木製品の漆器が3点共伴する形で出土している。但し、これら

の漆器の木質部は殆んど腐蝕しており、漆液が染み込んだ薄層状に残っている程度である。し

たがって、皿形の漆器ではあろうが、本来の法量や樹種名筆については不明である。図示した

半円状の漆器(M.3)は、調査時点で半欠したものであるが、残存部分は器の内面底部に相当

する。表面の漆は黒褐色一茶褐色を呈しており、全体的には剥落部分も多い。なお、漆器類の

保存処理については奈良市㈲元輿寺文化財研究所に依頼し、アルコール・テンレン・樹脂法に

よって水分を乾燥・除去している。他の2点の漆器については、同様の方法によって現在処理
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中である。

このように、漆に関係する遺物がみられるわけであるが、本遺跡内では漆を用いた作業が行

なわれていたことを物語るものでもあろう。特に39号竪穴住居跡がその中心的役割を果たして

いたであろうことが推察される。

(12)古銭

太平通賓(1枚) ・紹聖元賓(1枚) ・大観通費・寛永通賓(7枚)等の4種類の古銭が発見

されている。この他に不明古銭が1枚ある。 5号(BgO9)掘立柱建物出土の古銭以外は、各々

の遺構内埋土中からの出土である。 9号(Ea59).67号(Dc12)竪穴住居跡出土のNol. No2

は最上面から発見されている。

5号掘立柱建物遺構の柱掘り方内の桂根下からは2枚の寛永通賓が重なり合って出土してい

たが、岩手古泉会相談役・引間茂夫氏に依り1枚は古寛永、もう1枚は新寛永との鑑定結果を

得ている。

北宋銭は3枚発見されている。各々の初鋳年は、太平通費が976年、紹聖元賓が1094年、大観

通賓が1107年とされる。中世に至っても当地域が何らかの形で利用されていた一証左でもあろ

ぅ。なお、紹聖元賓は本遺跡の北西約1山こ位置する館遺詠からも出土している。館遺跡は太

田氏の城館「太田館」跡のあった地域と考えられているが、本遺跡がそれらの一部に関わった

時期における所産でもあろう。

注 館遁跡 岩手県盛岡市上太田・館遺跡・ダイジェスト版 盛岡市教育委員会1980. 3

古銭鑑定結果

5号(BgO9)掘立柱建物遺構出土の寛永通費2枚については、発掘調査時点で鑑定結果を得

ている。 P第147図の‰3が古寛永、肌4が新寛永である。

以下については、原文のまま鑑定結果を記す。

古寛永 江戸鳥越銭座鋳 明暦2年

銭種 低寛

古寛永泉志 76頁参照

新寛永 江戸亀戸鋳(現江戸川区) 宝永5年

銭種 四ツ宝銭広水
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l. 9号(Ea59)竪穴住居跡…寛永通貨 8. 3号(Ed56)方形竪穴状遺構…寛永通貨

2. 67号(Dc12)竪穴住居跡…寛永通賀 9. BdO97Ol)ット・大観通寅

3. 5号(BgO9)掘立柱建物跡…寛永過賞10. Aブロック…寛永通貨

4. 5号(BgO9)掘立柱建物跡・・・寛永通賀11.出土地不明…寛永通賀

5. Bh77グリッド・・不明

6. Bh77ゲ)ット・紹聖元賀

7. Bh77グ')ット・太平通貨 第I47図 出土古銭拓影図
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新寛永銭鑑識と手引18貫井27参照

上記の通り鑑定致します。

昭和52年7月18日

岩手古泉会相談役

引間 茂夫 ㊥

(13)陶・磁器

陶磁器は調査地北側に集中しており、他のブロックでは数点散在する程度である。出土地点

の地目は畑地と水田であるが、畑地部分からのものが多い。特にA・ Bブロックにあっては民

家があるなどして、それに関わる遺物が多いと思われる。但し、緑粕陶器片は調査地外南方の

竪穴住居跡からの出土である。

古代の陶器は既述の緑粕陶器のみである。他には揖鉢・土鍋・鉢(小型)等がある。磁器は染

付を中心とする碗・皿等である。緑粕陶器を除き、何れも近世に係るものである。これらの中

で、拓本・実測図を付したのは緑紬陶器2点、陶磁器31点である。

1) 緑租陶器片

図は、 PのNo.6 ・ 7を参照されたい。これらについては竹花前遺跡で簡略に触れられている

が、本項で詳細を記す。

周知のように竹花前遺跡は、本遺跡の南側外郭線の南方約240mに位置する遺跡である。緑紬

陶器を出土したのは、竹花前遺跡の北端を西流する鹿妻堰の対岸にある竪穴住居跡からであり、

平安時代後半と推察されている。従って本遺跡とは直接的に関係するものではない。がしかし、

当地方にあってはこの種の陶器が一般的ではないという事実を鑑み、また、本遺跡の周辺に於

ける集落のあり方を示唆する一例として、特に本項で取上げたものである。

No6は高台付の皿形陶器である。反転復元に依るもので、 1/8程度の残存率である。全体に淡

緑白色の施粕があり、口緑部と下端高台外部分が若干濃くなっており、口綾部直下には一条の

沈線が繰る。断面にみる胎土は灰色を呈し、須恵器的でもある。

No7は別個体の破片である。法量は博5とほぼ同じと推されるが、高台の有無については不

明である。白味の強い柚色を呈しており、断面の胎土も明るく感じる。口緑の一部は粕が剥げ

ており、ザクザクした地肌が露呈している。
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これらの2点については、名古屋大学の楢崎彰一氏に依り“京都付近の窯産とも推され、 11

C代の年代観が与えられる、との教示を得ている。

東北地方に於ける施粕陶器の出土状況は、本遺跡の他に、秋田県払田柵址、山形県城輪禍址、

同県藤島町の官衝跡、宮城県多賀城廃寺、福島県白河遺跡、岩手県北上市秋子沢遺跡、同市極

楽寺遺跡、水沢市胆沢城、江刺市落合II遺跡、紫波郡部南村下羽場遺跡等にみられる。このう

ち多賀城・胆沢城・下羽場遺跡出土のそれには花文が施されている。多くの場合は寺院・城柵・

官衝等に集中する傾向にあるが、本県の場合に限っていえば、集落跡内からの出土例が目立つ。

但し、これらの集落跡は、寺院或るいは官衛等の遺跡とそう遠くない場所に位置していること

から、本来的なあり方としては既述の傾向性を否定するものではない。

しかし、本太田方八丁遺跡と竹花前遺跡との年代観には、かなりの時間的空白をある程度埋

め得る遺跡としては村崎遺跡が挙げられようが、本遺跡との直接的な関わりについては即断を

避ける。

竹花前遺跡や下羽場遺跡等に於ける緑粕陶器のあり方は、この種陶器を使用する階層の存在

を端的に示すものととれないこともないが、現段階では、官窯に依る施粕陶器生産が特定の需

要に応ずるだけでなく、一般の集落にも供給範囲の拡げた可能性と、現地人の宣撫教化の一環

としての搬入等を考えている。北上市秋子沢遺跡の緑柚は9 C後半から10C代にかけての年代

観が与えられているが、 11C代に至るまで相当量の緑粕陶器が県内に入って来たことが推察さ

れるであろう。

(参考文献)

○日本の三彩と緑粕 五島美術館出版

○北上市史第l巻 北上市教育委員会

○東北縦貫自動車道関係埋蔵文化財調査報告書I 岩手県文化財調査報告書第31集 S54年3月

○東北縦貫自動車道関係埋蔵文化財調査報告書H 岩手県文化財調査報告書第32集 S54年3月

○北上市極楽寺跡 文化財調査報告書第11集 S47年8月

2) 陶・磁器片について

陶器は(1)で項で記した緑細片を除き11点(肌10.14・23へ31)、磁器は20点(賄lへ9 ・11へ13・

15へ22)を図示した。何れも近世以降の作とされており、本遺跡内の竪穴住居跡群に関係する

例はない。陶器は土鍋風の‰10と器種不明のNo14の他は揺鉢だけである。揺鉢には多様なおろ

し目があるが、茶色の粕薬と共に明治時代以降の特徴を備えた破片である。

磁器は、碗・皿・猪口・蓋等であり、瀬戸・有田系産のそれに比定されるものが多い。また、

買入の認められるものも若干ある。 注 本課職員尾野靖氏の教示に依る。
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2 出土遺物についてのまとめ

本遺跡から多種の遺物が発見されていることは既述の通りである。これらの多くは古代に関

わるものが圧倒的に多く、中世̃近世では古銭・陶磁器片等で占められる。後者については遺

物量が少なく、 “志波城、とは直接的に関与するものではないため、後掲の本文を以って替える

こととし、再述はしない。本項では、古代のしかも精査した遺構出土の遺物についてのみ総括

的に取り上げる。

本道構内出土の遺物は、各遺構内に於いて第106表に掲示したような共存を示している。また、

鉄製品の詳細については、更に器種別点数を添付している。各器種の分類細目に拘らなければ、

大半の遺構に於ける土器組成は、 A類の杯を中心として若干のB ・ C類が混じり、変形土器に

あっては酸化焔焼成のK「a (非ロクロ)、 K「b (ロクロ成形)類が共存する。同時に還元焔

焼成の蛮類もまた組成に組み込まれる。高台杯と蓋も同様である。一部には鉢形土器・長頸壷・

台付皿等も含まれる。また、稀に双耳杯・羽釜等もみられる。土器以外のものとしては、鉄製

品と砥石が主として共存している。

このような遺物の組成は、他遺跡との比較に於いて、一部器種の加除はあるが、概ね平安時

代に位置づけられることは明白である。そういう中で、各遺構が時期差を持って存在するもの

か、或るいは全遺構が共存するものかが大きな問題となる。少なくとも、分類された各器種の

細目毎の共存関係をみる限りは、万遍なく構成の要素として出現する部分とそうでない部分と

があることも事実である。従ってここでは先ず、綱目からみた遺構毎の相違が時間差に起因す

るものか、それとも同時性を有す中での共存であるかということについて記す。

分類の細目にあって多様な出土をみせるのは杯形土器である。具体的には杯の切離しと再調

整の有無に係る要素から派生するものである。例えば、 A類刺こ於いてA-a-1 (へラ切無調

整)のみを出土する遺構(18・32・33・40・42・46・53号竪穴住居跡)、へラ切と糸切の両様が

共存する遺構(47号竪穴住居跡)等がある。他にA-a-1とA-a-2 (へラ切後再調整)だけ

の2号・ 12号・ 19号竪穴住居跡等もあるが、基本的にはA-a-1のみを出土する遺構群と大差

はない。更に、調整の有無並びにB ・ C類などを付加する組み合わせから、多様な共存形態が

想定され得る。

しかし、 A ・ B ・ C各類を問わず杯形土器全体をみた場合は、回転糸切の杯が単独で出土す

る竪穴住居跡例はなく、何らかの形でへラ切無調整・再調整の杯と共伴するのが通例である。

また、無調整と有調整の杯は大半の遺構に混在する形で共存している。後者については、共伴

するC類は一例を除き他は再調整のもので占められるという要因も付加されているが、 A類の

あり方に拘らず、同一遺構内で無調整・有調整の両様が共存していることに変わりがない。こ

の他に、再調整の・杯だけを出土する11 ・ 20・ 23・44 ・ 50号等竪穴住居跡があるが、出土点数は
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少なく、その頻度からみて前述以外の異なった組成を構成するとは言い難い。

このような印形土器のあり方は、巨視的にみてへラ切・糸切の切離し技法が混在し、また、

調整の有無等の成形技法も同様の傾向にあることを意味するものであろう。即ち、本遺跡内に

於げろ杯形土器のあり方は、各遺構内にあって分類綱目毎の異なる要素を多分に含みながらも

全体としては大きな時間幅に置換されるものではなく、近接時期内での共存とみて大過ないで

あろう。

一方、 12号(Ec62).17号(GiO9)竪穴住居跡にみられたD類の拘こついては、前代からの紛

れ込みを否定するものではないが、本遺跡内のような土器組成に於ける共存も不自然ではない。

ただ少なくとも本遺跡が営まれた時期内での生産ではなく、残り方が作用したものであろう。

従って出土頻度からみても、宮地・猫谷地・尻引遺跡、或るいは伊治城型組成の土器群とされ

るものと同じ観点での比較はできない。しかし、本遺跡での襲形土器にあっては旧来のかなり

古い部分を共存する例もあることから、併わせて過渡期的要因には成り得る。もしそうである

とすれば、本遺跡の上限は9世紀初頭近くに求めることも可能であろう。

また、A類にあってへラ切無調整が主で再調整を有すC類が伴うという傾向は徳丹城にあっ

ても同様である。

なお、 10号(EbO3新・旧)竪穴住居跡、 31・32号(Lc33-1・2)竪穴住居跡等に於ける重複或

るいはある程度の時間差が看取される遺構に於ける各々の遺物差は、明確な区分を以って画す

ることはできない。

襲形土器は、拓影図をも含め251点について図示したが、遺存状態は芳しくないのが実情であ

る。襲形土器Kl-a-1 (酸化焔焼成・非ロクロ・長胴)とKl-b (酸化焔焼成・ロクロ成形)

はほぼ共存すると見倣してもいいが、 56号(RhO6)竪穴住居跡のようにKl-a類が確実に含ま

れない遺構例もある。 56号住は特殊な遺構として把握されるものであるが、それについては後

述する。

K,一a-1とKl-bの共存については、大・小の器種にあっても同様であるが、小型例の方が

少なくなっている。また、 K,-a-2 (酸化焔焼成・非ロクロ・球胴)については、特に胴張り

の強い器種や赤色塗彩を施す器種の共存が特筆される。この種饗は点数が少なく、ロクロ成形

の杯形土器を出土していない61号(Be71)竪穴住居跡・Bg77焼土遺構にある程度集中している

ことから、これらの遺構は前代に関わるものであるかもしれない。共存と見徹し得るのは5号

(CgO6). 23号(Ji59). 48号(Pe33)竪穴住居跡等であり、他に6号(DeO6).22号(Je15)

竪穴住居跡内の床面やカマド部にもみられる。この種の嚢は、本来的には本遺跡より時期が遡

及する段階でみられる類いのものであるが、遺跡内での時間差があるとするならば比較的古

い段階での存在もあり得よう。しかし、 5号(CgO6)竪穴住居跡でみられる杯形土器のあり方
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第107表

種別 遺構名 

直 刀 刀 子 鉄 鎖 針 状 錬 状 嬉 子 欽 斧 

鎌 

そ の 他 不 明 

54嵩(Qe18)住 音漢書 
1 1 

56号(RhO6)住 3 1 1 

聯廉il 1 

11 

2号(Bd77)住 1 58号(Tg12)住 1 

3号(Cb77月主 1 59号(Tj21)住 1 1 

4号(Cf50)住 1 61号(Be71)住 3 
l 

6号(DeO6)住 1 3 1 62号(Na68)佳 1 

7号(Dh71)住 l 1 67号(Dc12)住 2 1 

8号(Di53)住 2 2 

鳩具 l 
3芳(しh30) 竪穴 

軸蓋世 か当 

1 

9号(Ea59)住 3 1 5芳川Ib27) 竪穴 1 

10芳(EOO3旧)-1住 1 1 1 6号(Na27) 竪穴 2 1 l 

10号(E的3斬)-2住 1 2 1 l 7芳(Pb33) 艶穴 l 

11号(E的9)住 1 1 9号(Pg21) 難穴 1 

12号(Ec62)住 1 2 小 計 1 28 28 32 8 5 2 1 8 36 

13号(Ec53)住 1 1 耕 5号(BgO9)掘立 1 

15号(FiO9)住 3 
り 

2 13号(SeO6)掘立 1 

18号(Gj12)住 1 1 9号(トIi68)円形上弦 1 

19号(Id12)住 l 1 l 14号(Pa12)円形土成 2 

20号(Jc15)住 1 1 1 1号(Eb65)方形上弦 6 

21号(Jd50)住 l 2芳(Ee65)方形上弦 l 

24号(JjO3)住 1 2号(Bg24)方形竪穴 1 

25号(Jj12)住 1 3号(Eb56)方形鞍穴 3 2 2 

26号(Kc12)住 1 1 1 17号(Bc68)焼士道構 1 

28号(KiO3)住 2 1 2 14号(Bd18-2)焼士道構 2 

32号(しc33置2)住 2 3 26岩出Ⅱ65)焼士道棚 1 

33号(」j21)住 1 

髄薙 ) 
2 2号(Ed12)潅 2 1 

35号(しj71)住 2 Ai24焼土付近 3 1 

36号(Mc18)住 2 2 3 Ij80ゲ)ソト 1 

37号(ト4e18)住 l Ng24ゲ)ノト ? 

38号(Me21)住 1 1 I区 B l 

39号(Me27)住 3 1 l 

針 1 

4 I 区 D 1 1 

40号(陀62)佳 l 

針 1 

I区」No.7 住 1 

44号(0脆0)住 1 I区JNo.8 住 1 

45号(Oc27)住 1 I区∴No.5 住 1 

46号(Oi33)住 3 3 衷 採 l 

47号(Pd15)住 1 不 明 1 

48号(Pe33)住 1 1 1 1 1 小 計 1 2 4 23 6 0 0 1 0 6 

50号(Pg33)住 4 1 l 3 合 計 2 30 32 55 14 5 
9 ●) 

8 42 

51号(Pi27)住 
1 2 1 1 

総 計 192 

53号(QOO9)住 1 
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は、本遺跡内での一般的な組成を示しているものでもあり、確言はできない。これはD類(ロ

クロ未使用の内黒坪)を伴出した遺構にあっても同様であり、確かに古い要素には違いないが、

それに依って遺構問の時間幅に置き替えるのは尚早であろう。寧ろこの種土器は遺跡内に於け

る残り方としてはあり得ることから、本遺跡の編年そのものが古い様相を呈す部分があるとみ

るべきであろう。但し、総量からみてこの種土器の生産は既に停止しており、本来的には消滅

していて然るべきものであろうことは否定しない。 K,-a-2の類いの土器は、ロクロ未使用土

器末期とされる遺跡群(石田、尻引、宮地遺跡等)の一部遺構に伴出例をみるが、本遺跡のよ

うな土器組成段階での類例はほぼないといって良い。僅かに宮地遺跡16号住居跡に破片例をみ

る程度である。

一方、還元焔焼成に依る雲形土器は破片だけではあるが、普遍的な組成の要素になるであろ

う。また、若干の長胴形・鉢形のものが入ってくることも特筆される。

高台拘ま、蓋と共にやはり組成の要素となり得るが、ブロックによって殆んど伴出しない場

合もある。鉄津・輔の羽口・還元炉壁片等が集中するP ・ Qグリッドの一帯がそれである。

鉄製品は器種の不明なものも多いが、刀子・鉄鎖を中心に万遍なく出土する。鎌・紡錘車等

の生活用具の頻度が非常に低いという傾向を鑑みれば城柵としての本遺跡の特性が看取され

るであろう。

以上、遺物の各器種が共存するという前程で述べてきたが、同時存在の中で特殊な遺物が集

中したり、一部器種を欠くなどしている遺構もみられる。但し、この場合は個々の遺構として

ではなく、遺跡内での地割区分にも関わるものであり、端的にいって各々の目的を持った工人

或るいは識字層の存在がある程度の集中性を持っていると見倣し得ることである。例えば、円

面硯・双耳杯・漆紙等がみられた56号(RhO6).58号(Tg12).59号(Tj21)竪穴住居跡周辺は、

遺跡内の最南端RへTブロックに位置し、竪穴住居跡の稀薄な一帯である。その分掘立柱建物

や井戸などが加わっている。この地域では、 C類・K,一a-1 ・高台不等も微量である。特に56

号(RhO6)竪穴住居跡にあっては非ロクロの土器は含まれず、多量のA類杯や円両税などのあ

り方、また遺構そのものの占地性などからみて、居住者の階層が窺われるであろう。次にNへQ

ブロックをみてみよう。地割があったとすれば、このブロックも一単位を構成すると見徹し得

る占地である。遺物の面では、鉄澤・騎羽口・還元炉片等が集中している。特に46号(Oi33)

竪穴住居跡から55号(Qg24)竪穴住居跡までの間である。この一帯は製鉄関係遺物の項で記し

た通り、製品化された木炭の出土と相侯って製錬から精錬までの作業に携わる工人集団の存在

を想起せしめる。他の出土遺物については高台巧の欠落が目立ち、蓋も46号竪穴住居跡出土の

1点に留まる。また、蹄形土器は46号・47号(Pd15).54号(Qe18)竪穴住居跡に集中するが、

他は皆無かあっても微量である。砥石は比較的多く竪穴住居跡出土点数中の約35%ほどがこの
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ブロックから発見されている。

次にJ-MブロックとB̃Gブロックの2地区についても記してみよう。両地区とも遺構の

密集地帯であるが、重複例は少ない。両地区とも出土遺物組成に於ける決定的な差は見られな

いが、 J→MブロックではA-b-1の出現率がBへGブロックより高いこと、 B類のコップ形

土器が31号(しh33-1).32号(Lc33-2) ・39号(Me27)竪穴住居跡にみられること、また高台杯

はA’-1を中心として出土していること等が知られる。 B’とした酸化焔焼成の2点は同ブロッ

ク内の26号(Kc12).28号(KiO3)竪穴住居跡にある。特殊遺物としては、 39号(Me27)竪穴

住居跡から漆器や漆付きの土器が伴出している。

一方のB-Gブロック側では、 A-b-2 (糸切後再調整)の士不が7号(Dh71)から17号(GiO9)

竪穴住居跡までの間に集中しているのが目立つ。またコップ乃至は猪口形の上不が6号(DeO6) ・

8号(Di53).10号(EbO3旧) ・15号(FiO9)竪穴住居跡にみられるが、この場合は還元焔焼成

のもので占められる。高台杯のあり方はA’-2を中心としており、J̃Mブロックと対象的であ

る。また、上総・大屋等の地名に関わると推される墨書杯も出土している。

このように、両ブロックでは同時共存とするものの、組成の細部に至っては相違点がみられ

る。少なくとも酸化焔焼成に依るコップ形杯が一方のブロックに偏在することやその他の遺物

からなる相違点は、各々の集団にそれだけの差を生じさせるだけの要因をも有していたことも

推されよう。人的には、漆塗りに関わる工人の有無をも含む集団内の構成要員の相違から派生

してくるものでもあろうか。

また、両ブロックの中間に位置する19号(Id12)竪穴住居跡は、杯形土器ではA類のみを出土

し、蛮形土器にあってはKl-b-4を主体的に有している。他に直刀・焼台等を出土している。

周辺の遺構密度がやや稀薄になることから、両ブロックの境界を意識する何らかの役割を果た

していたものかもしれない。

ここで本遺跡出土遺物の組成からみる編年観についてふれてみよう。本遺跡における遺物

のあり方は、一部にあって若干の偏向を呈す部分もあるが、概ね共存するとみて大過ないこと

は既に記した通りである。まな土器組成の大筋は地理的な隔たりはあるが、胆沢城A,期出土

土器、多賀城研C群土器、あるいは「伊治城型組成の土器群」の一部に類似していることにつ

いても同様である。士不形土器に限ってみれば近接する徳丹城にあってもほぼ同様の組成を呈し

ている。 8世紀後半とされる伊治域の土器組成については、非ロクロ成形とロクロ成形の杯が

共伴するという現象面でみた場合、県内においては9世紀初頭にその変化点が見出されている。

また、胆沢城SDl14溝第3層出土の土器、多賀城研C群土器等は9世紀初頭̃中葉と推察され

ていることから、本遺跡もまた9世紀の前半代に収まるものと考えている。

集落例との比較に於ては、猫谷地遺跡の第三様式あるいは第IⅤ群土器として把握される土器
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群が挙げられる。土器組成としては、土師器杯・長胴璽・襲・鉢、須恵器杯・長頸壷・饗、赤

やき土器等が構成要素であり、土師器長胴饗では外面の叩き技法が特徴的であるとされている。

年代的には先行する第一様式が西暦802年以前に終了していたことになるとされることから第

二様式は9世紀前半代からの存続が想定され得るo他には、宮地遺跡第II群(特にII-b群)と

される範疇にも求められよう。但し、これらの遺跡は本遺跡との比較にあたって、杯形土器各々

の出現率が異なる部分のあることや、高台杯力吹落するなどして、必らずしも同一の様相を呈

すとは言い難い一面がある。この様が目遠が同時期内に存在することは、本遺跡と一般集落と

の間に何らかの格差があったことを示唆するものである。おそらくは遺跡の性格そのものから

派生する特殊性に起因するものであろう〇本遺跡の土器組成が既述の城桐・官街等に多くの類

似性をみることや、鉄製品のあり方などからみて、 「志波城」に想定されるのは当然のこととも

言えよう。

最後にB類の土器について補則しておく○この種抑ま、出現率はそう高いとは言いきれない

が、 9世紀の比較的早い段階に想定される遺跡群から伴出するものである。猫谷地遺跡の赤や

き土器、宮地遺跡のB-III群土器、石田遺跡のB類等が仮称される類いの土器群がそれであるo

須恵器の影響下にあることは否定しない○この観点では、盛岡市「志波城」における仮称赤や

き土器群の存在をも肯定するものである。しかし、軟質で器形も土師器のそれと共通する例が

多い遺跡にあってまでも波及させるものではなく、この場合にあっても独自の生産体制の中で

の所産もあり得ることを付記しておく。

本遺跡B類は、これら両者の土器群を総じて仮称しているものであり、両者から各々発生す

る土器群が混在する可能性をも含んでいるものである。

注l 宮地遺跡 岩手県調査報告書第48集 東北新幹線関係埋蔵文化財調査報告書IⅤ 昭和55年3月

注2 猫谷地遺跡 岩手県文化財調査報告書第71集 東北自動車道関係埋蔵文化財調査報告書 昭和57年3

月

注3 尻引遺跡 文化財調査報告書第17集 北上市教育委員会 昭和52年3月

注4 伊治城跡 昭和53年度発掘調査報告 宮城県多賀城跡調査研究所

注5 岩手県埋蔵文化財センタ一 光井文行氏の教示による。

注6 宮地・尻引遺跡については注l, 3に同じ。石田適跡一岩手県文化財調査報告書第61集 岩手県教育委

員会 日本道路公団 昭和56年3月

注7 胆沢城 昭和51年度発掘調査概報1977.3 水沢市教育委員会

注8 白鳥良一 多賀城跡調査研究所 研究紀要 昭和55年3月

注9 注4に同じ。

注10 猫谷地遺跡 佐久間豊「奈良・平安期の型式学的分析一岩手県猫谷地遺跡出土土器の分析を通して」考

古学研究第25巻 第2号

注Il 猪谷地遺跡 岩手県文化財調査報告書第71集 東北自動車道関係埋蔵文化財調査報告書 昭和57年3月

斉藤淳氏の分類区分によるものであり,佐久間氏の第二様式に相当する。

注12 志波城跡I 大日方八丁遺跡範囲確認調査報告 盛岡市教育委員会198l.3
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iii まとめ

太田方八丁遺跡は低位の都南段丘に立地し約2山北に雫石川が東流し、その右岸に旧河道が

幾筋にもみられ河道の変遷を示しており、遺跡周辺にもその痕跡がみられる。

さて、検出遺構と遺物から本遺跡の年代および性格を考えると、 (l)は9世紀代前半に比定さ

れる古代域柵であること、 (2)は18世紀を上限とする近世後半の建物群を認めることである。以

下、項目によって概括する。

(1)古代城柵

検出遺構から、南辺外郭を構成するのは内外溝と櫓を伴う築地と大瀧の二重区画で盛岡市

教育委員会の範囲確認調査によると、その規模は築地線で一辺約840m、大瀧線が930mの方形

が推定されており、この郡内中央域よりやや南半に一辺150mの築地区画による内城が位置す

ることも確認された。しかし、北辺外郭遺構の検出はみられず流出の可能性もある。

郭内には竪穴住居跡を主体に、掘立柱建物跡、井戸跡等の検出をみたが、これらは、その分

布のあり方からブロックを形成し計画的に配置したと推察される。

すなわち、西辺外郭沿いの幅約100mの帯状帯に直交し約110mへ140mほどの区切りがある。

つまり100mを110m余と置き替えると、約110m余の方形と110mX140mの方形ブロックが西

辺外郭に沿い南北に並ぶ様相となる。この場合、 110mX140mブロックは内城に対応する位置

にのみある。このことから、本遺跡では一辺約110m余の方形と110mX140m余の方形を単位

とする地割りのあった可能性があり今後の検討課題でもある。

以上のようにブロックが形成され、その中に竪穴住居跡等の遺構が密集し、更にブロック内

が小単位に分けられる。なお、岩手県埋蔵文化財センターや盛岡市教育委員会の調査でも外郭

線から約100m余の内側では遺構が検出されない結果が出ておることは既述した。現時点の資

料で考えられるのは、外郭沿い100m余の幅に竪穴住居跡等が配置されたとするみかたである。

このみかたを肯定すると、円面硯出土の56号大規模住居跡が西辺沿いと南辺沿いの角目に位

置すること、近くに11号へ14号の掘立柱建物跡が配置することと合わせ興味深く、遺構のあり

方から他ブロックと異なる役割りも想定される。同様に46号-1 ・ 2の大規模住居跡を中心に

した住居跡群は特殊な遺物として還元炉片、鉄澤、輔の羽口等を多量に出土し、この類の遺物

は全体の中でこのブロックに偏在しており、遺構の存在は確定し得なかったが、製錬に関わる

作業が行なわれた可能性がある。同時に鍛治工房の存在も想定され、このブロックの役割りを

示唆する。なお詳細な検討を要するが各ブロックや小単位集団が役割り分担も含め組織的に配

置された可能性がある。

竪穴住居跡等の重複は比較的少ないが、密集、近接から各ブロック内でも先後関係はあった

と想定できるが、出土遺物の年代および組成からは近接時期内に包括され、時間幅はあまりな

-
467

-



く先後関係は明瞭に出ない。したがって、遺構の構造等も含めた検討を要するが今後の課題で

ある。

出土遺物の構成要素は、酸化焔焼成の杯・饗・鉢、還元焔焼成の士不・高台杯・蓋・蛮・鉢・

長頸壷等が主なものである。この他に少量の酸化焔焼成の高台杯・蓋・羽釜、還元焔焼成によ

る台付皿・双耳杯等が加わる場合もある。また、前代からの要素としてD類土不とKl-a-2と

される土器群も若干残っている。杯形土器ではへラ切りのA類杯が目だち、 C類の殆どが再調

整を有している。土器以外では、砥石と鉄製品等が明確に伴い鉄鎖と刀子の比率が高い。

以上の出土遺物は、概ね9世紀代前半の組成を構成するものとみなして大過ない。しかも近

接時期内の共存であり、時間幅はあまりない。

なお、土器胎土分析の結果、本遺跡出土の土器片と杉ノ上窯跡群近辺採取の粘土と鉱物組成

が類似する例があり、本遺跡出土土器群の一部供給先解明の手掛りともなり得る。

特殊な遺物として、既述の還元炉体片や鞘の羽口、漆紙、漆器、円両税等があり、漆紙と漆

付着の土器の存在は本遺跡内にあって漆に関わる作業が行なわれていたことを物語り、円面硯

等により識字層の存在が看取される。

今次調査で北辺外郭は確認できず、築地外港や外大藩の堆積土に水成シルトが認められるこ

となどから、遺跡は水に覆われる条件にあったことがわかり、既述の雫石川の旧河道のあり方

と合わせ考えると、北辺外郭の流出の可能性はあり得る。

このことは、延暦22年(803)に建置された志波城が「河浜に近くたびたび水害を被る。すべ

からくその処を去り便地に遷つべし」とする「日本後紀」弘仁2年12月条の記事に合致すると

ともに、建置後約10年で徳丹城に移転し短期間の存続であったことは、本遺跡出土の遺物が9

世紀代前半でしかも近接時期内の時間幅のあまりないとするあり方に合い、建置年代からみて

も一致する。

以上のように、文献上にしろされる志波城と非常に共通する点が本遺跡に見出されることか

ら、本遺跡は「古代陸奥国」最北端の「志波城跡」にほぼ比定できるものである。

(2)近世後半の建物群

北段丘崖寄りに検出された掘立柱建物群は、 18世紀を上限とする近世後半の建物で民家と

みられるものも含まっている。

これらの建物群も含め、全般に北半で新しい時期と想定される遺構が認められる。明確な時

期特定はできないが、円形土嬢の大半、長方形土旗、方形土頻、方形竪穴状遺構、大半の焼土

遺構は掘立柱建物の時期もしくは以降の極めて新しいものもあるように想定される。

注1 「志波城跡」 I 太田方八丁適跡範囲確認調査報告書 盛岡市教育委員会1981

注2 岩手県紫波郡紫波町所在
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Ⅴ 分析 鑑定結果

本遺跡出土遺物については、多方面にわたっての分析・鑑定結果を得ている。本項では土器・

鉄製品・鉄津、降下火山灰等についての分析結果、木炭・種子等の鑑定結果、 14Cの測定結果等

について記載する。但し、一部については分析のみならず、その結果に関わる所見・見解等に

ついても併記している。また、石材・古銭については、前出「出土遺物について」の項で記載

しているため、本項では省略する。

以下については、 1.東北地方における奈良一平安時代遺跡埋土中の粉状パミスについて、

2.土器胎土の岩石学的方法による分析結果、 3.土器の定量分析結果、 4.鉄製品、鉄津の

分析結果、 5.木炭について、 6.種子について、 7. 14c測定結果の順に記すこととする。

1.東北地方における奈良一平安時代遺跡

埋土中の粉状パミスについて 井上克弘(岩手大農) 山田一郎(東北大農)

(1)はじめに

青森県、秋田県、岩手県および宮城県における奈良一平安時代の遺跡埋土中にはしばしば灰

白色のシルト質火山灰が見出される。草間(1965)は二戸市堀野において奈良̃平安時代の竪

穴式住居址埋土中に灰白色土壌を発見し、これが十和田起源の火山灰である可能性を指摘した。

その後、大池(1972)は十和田火山の完新世テフラの層序、分布および縞年に関する研究に基

づいて、堀野遺跡埋土中の灰白色火山灰が十和田の降下火山灰であることを明らかにした。そ

れ以来、東北地方各地で奈良一平安時代の古墳周陸、遺跡埋土中に類似の火山灰が発見され、

現在青森県下では十和田の降下火山灰、岩手県では粉状パミス、また宮城県下では灰白色火山

灰として考古学関係者の間で呼ばれている。

このたび岩手県教育委員会より盛岡市大田方八丁遺跡、江釣子村猪谷地遺跡および下谷地遺跡

埋土中より採集された粉状パミスについて分析を依頼される機会を得た。そこで本報告書では

今回分析を依頼された試料を含め、これまで岩手県内の遺跡壁土、黒ぼく土壌および泥炭地か

ら採集された粉状パミスの粒径組成、化学組成、一次鉱物組成、火山ガラスの形態および強磁

性鉱物の化学組成を明らかにしたのでこれらをまとめて報告する。なお、比較のため山田・庄

子(1981)が行なった宮城県下の遺跡、黒ぼく土壌および泥炭地より採集された灰白色火山灰

についての分析値の一部を引用した。また青森県南部より採集した十和田の降下火山灰、鳥海

山の黒ぼく土壌中より採集した粉状パミス類似火山灰、山形県→宮城県に分布する1,000→2,

000年前の肘折火山灰および田老町保養年金基地遺跡(周辺に縄文後期遺構有り)埋土中に見出

された粉状パミス類似火山灰についても分析を行った。
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(2)粉状パミスの存在が確認されている岩手県下の遺跡と粉状パミスの種類

最近、東北新幹線および東北縦貫自動車道関連の工事が岩手県下をはじめ各地で実施された

ため、それに伴って多数の遺跡が発掘された。これまで報告された遺跡発掘調査報告書や現地

説明会資料などによれば、埋土中に粉状パミスの存在が確認された岩手県における古墳、’遺跡

は第1表および第l図の通りである。今後遺跡の発掘が進めばこの数はさらに増えるであろう。
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第1表 岩手県において埋土中に粉状パミスが見出された遺跡

追 跡 所 在 地 時 期

筆者らの区*

分によるテ 文 献

フラの種類

土田面

長瀬C

上 里

沢内B

大 洲

堀 野

川向Ⅲ

君成田Ⅳ

北館A

北館B

上野D

田中3

田中4

子守A

荒屋Ⅱ

扇畑Ⅱ

保土沢

天台寺跡

長者屋敷

野歌

仙破堤・今総

桧川

筋石

釜崎

木賊川

根堀坂

厨川柵凝定地

前九年

太田方八丁(志波城跡)

蝦夷森古墳

相木平

澤志田

湯沢(B)

白沢

一本松

杉の上皿

藤沢I

相去

西野

卯ノ本

属引

下谷地

猶谷地

江釣子追跡群

長沼古墳

上餅田

袖谷地

脂性

胆沢城跡

林前

横線山Ⅱ

谷起島

二戸市金田一字上平

二戸市米沢字長瀬

二戸布石切所宇土豊

二戸市米沢字音の上

二戸市石切所字崎山

二戸市堀野

九戸邪九戸村大字伊保内

九戸都軽米町字君成田

二戸郡一戸町北館

二戸郡一戸町一戸字北館

二戸郡○○-戸町一戸字上野

二戸郡一戸町岩館宇田中

二戸部一戸町岩館宇田中

二戸部一戸町岩館字子守

二戸郡安代町荒屋

二戸郡安代町扇畑

二戸郡安代町

二戸郡浄法寺町

岩手郡松尾村大字松尾

岩手郡松尾村大字野駄

岩手那岩手町浮島

岩手郡西根町大更

岩手郡西根町平笠

岩手郡玉山村好摩

岩手郡滝沢村大字滝沢

岩手郡滝沢村大字滝沢

盛岡市調九年一丁目

盛同市前九年二丁目

盛岡市太田

盛岡市上大岡

盛岡市楠木平

紫波郡部南村大字津志田

紫波郡部南村

紫波郡矢「匝丁白沢

紫波郁夫「匝丁赤林

紫波郡紫波町二日町

北上市藤沢

北上市相去町高前轍

北上市相去町子西野

北上市鬼柳町卯ノ木

北土市二子町尻引

和賀郡江釣子村下谷地

和賀郡江釣子村鯖谷地

和賀郡江釣子村

和賀郡和賀町長沼

胆沢郡金ヶ崎町

水沢市

水沢市脂性

水沢市佐倉河手四月

水沢市姉体町宇林前

一関市機織山

一闇市

奈良一中世

奈良一平安

縄文前期一平安

縄文早期一中世

縄文晩期一弥生初頭

縄文後期一平安

縄文晩期一平安

縄文後期一奈良

縄文早期一平安

縄文早期一平安

縄文一平安

工 (14)

I (14)

I (22)

I (21)

I (24)

= 晴案

I (38)

I 瀬IIi氏(私信)

I (17)

I (17)

I (17)

縄文後期一平安・中世以降 I (17)

縄文前期一平安 I (17)

縄文前期一平安 I (17)

縄文前期一晩期(中期中心) Ⅱ 瀬川氏(私信)

縄文一平安

縄文前期一平安

縄文早期一平安

奈良一平安

縄文晩期一

縄文後期一晩期(?)

奈良一平安

縄文早期一晩規

約文革期一平安

縄文一平安

Ⅱ (38)

Ⅱ (14)

Ⅱ (14)

Ⅱ (31)

Ⅱ (32)

Ⅱ (2)

Ⅱ (19)

Ⅱ (32)

Ⅱ (25)

Ⅱ (19)

Ⅱ (19)

Ⅱ (20)

縄文早期一中期・晩期(?) Ⅱ (20)

平安

奈良

縄文中期一平安

時期不詳

平安(?)

縄文早期一平安

縄文一平安

平安中期

奈良一平安

縄文晩期-11世紀後半

10世紀後半へ11世紀前半

平安

奈良一平安

平安

縄文後期一平安

奈良一平安

7世紀後半へ8世紀後半

奈良

平安

奈良一平安

縄文一平安

平安

10世紀代

縄文晩期一弥生

Ⅱ

Ⅱ (3)

Ⅱ (14)

Ⅱ (20)

Ⅱ (19)

Ⅱ (30)

Ⅱ (19)

Ⅱ (20)

Ⅲ 斎藤氏(私信)

Ⅲ (5)

Ⅲ (20)

Ⅲ (9)

Ⅲ (11)

Ⅲ (33)

Ⅲ (33)

Ⅲ (33)

Ⅲ (8)

Ⅲ (14)

Ⅲ (14)

Ⅲ 新田氏(私信)

Ⅲ (12)

Ⅲ (23)

Ⅳ (20)

Ⅳ 瀬川氏(私信)

*I :上郡=a降下火中/五 H:秋用焼山ハミス, Ⅲ:柚尺火II恢. r\:沃白色大I用人
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第i図 東北地方における粉状パミスの分布と粉状パミスの確認される遺跡

●粉状パミス採集地点,○粉状パミスの確認される遺跡.Tm;苫小牧火山灰の南限,T。-a十和

田a降下火山灰,AYP;秋田焼山パミス,IsA;胆沢火山灰,WA;灰白色火山灰,A;恐山,B;岩木

山・C;八甲田山, D十和田湖, E;寒風山, F;秋田焼山, G;八幡平, H;岩手山,I;秋田駒ヶ岳,J輝石

岳, K;烏海山, L;栗駒山, M;潟沼, N;肘折, 0;月山, P;蔵王, KPf;毛馬内浮石流
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瀬川(1978)は岩手県における縄文時代以降の遺跡と火山灰の関係について詳細にまとめて

いる。これによると岩手県における奈良一平安時代の遺跡埋土中に存在する粉状パミスは次の

ように整理されている。

(a)岩手県北部 十和田a降下火山灰 二戸市堀野遺跡・二戸バイパス関連各遺跡

(b)岩手県北西部 松尾火山灰 安代町保土沢遺跡・浄法寺町天台寺跡

松尾村長者屋敷遺跡・野駄遺跡

西根町崩石遺跡

(C)岩手県中央部 盛岡火山灰

(d)岩手県南部 胆沢火山灰

盛岡市太田方八丁遺跡・柿木平遺跡

盛岡市上太田蝦夷森古墳

都南村湯沢遺跡

北上市尻引遺跡・相去遺跡

和賀町長沼古墳

金ヶ崎町上餅田遺跡

水沢市胆沢城跡・神谷地遺跡

前述の通り、類似の火山灰は宮城県下でも御駒堂、宮沢、西手取、城生、原前南、佐内屋敷、

多賀城跡、陸奥国分寺跡など各遺跡埋土中でも確認されており、 「灰白色火山灰」と呼ばれてい

る(白鳥、 1980・山田・庄子、 1980・1981)。また秋田県には十和田火山起源の毛馬内浮石流堆

積物(大湯浮石層)が米代川流域に分布し、大湯環状列石付近の竪穴、鹿角市の鳥野遺跡、源

田平遺跡、菩提野遺跡および鷹巣町のくるみ館遺跡を覆っている。

現在、毛馬内浮石流は十和田a降下火山灰と同時期の火砕流堆積物であることが明らかにさ

れている(大池、 1974・富樫、 1978)。

青森県一宮城県にかけて広範に分布するこれら火山灰はいずれも灰白色、シルト質土で、噴

出年代も極めて類似し、 14c年代、出土遺物より奈良一平安時代の火山噴出物であると推定され

ている(大池、 1972・瀬川、 1978・井上、 1980・白鳥、 1980・山田・庄子、 1980、 1981)。

最近町田ら(1981)は東北地方北部には奈良一平安時代に2種類の広域テフラが分布してい

ることを報告した。すなわちその一つは朝鮮の白頭山から日本海を渡って降灰したもので青森

県一北海道南部に分布し、発見地の名をとり「苫小牧火山灰(Tm)」と命名された。他の一つ

は「十和田a降下火山灰(To-a)」で、大池(1972)による十和田a降下火山灰の分布域を大巾
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に修正し、青森県から福島県南部にまで分布し、東北地方を覆う広域テフラであると考えた。

一方、井上(1980)、 InoueandYoshida (1980)、山田・庄子(1980、 1981)は岩手県北西部

一中部に分布する粉状パミスが秋田焼山起源、また宮城県に分布する灰白色火山灰が潟沼ある

いは栗駒山起源の火山灰であると推定している。

このように東北地方に広く認められる粉状パミスの起源については意見の対立が見られる。

すなわち、東北地方の遺跡埋土中に見出される粉状パミスが単一起源の火山灰であるか、多起

源の火山灰であるかによって噴出時代が異なってくる。したがって、奈良̃平安時代の考古学

編年を論じる上で基準層としての粉状パミスの取扱いに注意する必要がある。

(3)試料および分析方法

イ.粉状パミス:岩手県および宮城県の縄文時代一平安時代の遺跡、古墳周陸壁土およ

び東北地方各地の黒ぼく土壌、泥炭地より採集した49点の粉状パミスを供試した(第l図・第

2表)。

口.粒径組成:遺跡埴土(19点)、黒ぼく土壌(13点)、および泥炭地(1点)の粉状パ

ミスを6%H202で有機分解後、よく水洗した。ついで超音波処理(20KHz、 150W、 10分間)

後、 PH4.0で分散させ、節とピペット法により、粘土(<0.002Ⅲ)、シルト(0.002へ0.022m)、

第2表 粉状パミスの採集地点

採 集 地 点

上田面追跡住居址埋土

長瀬C遁跡54 F住居址埋土

君成田Ⅳ追跡J51住居址埋上 組粒郁

々 粗粒部

青森県上北郡十和田町青鷺山 黒ポク土A

〃 黒ボク土B

青森県三戸郡田子町川向 黒ボク土

青森県三戸郡新郷村二ノ倉 黒ボク土

荒屋Ⅱ遺跡 EⅡ-15陥し穴状過櫛

扇畑Ⅱ過跡 表土直下

ケ 平安時代住居址 はり尿中

太田方八丁追跡 大溝跡埋土

ケ
(OH77) Sj 74住居址壁土

白沢追跡 古墳同胞内埋上

杉の上皿追跡 住居址埋土

岩手郡西根町大更 黒ボク土

二戸郡安代町八幡平頂上付近 黒ボク土

岩手郡雫石町乳頭山付近 黒ボク土

盛同市区界高原兜明神 黒ボク土

岩手郡松尾村御在所湿原 泥炭地

西野追跡 住居址埋土

胆沢城跡 DIS25 C区SD190(第7層)

ヶ DIS25 E区SD190(第7屈)

ケ 西辺外郭線 SDO40大潟跡 DIS22 SDO40

〃 ケ J,内港 DIS20 SDO18

採 集 地 占

胆沢城跡 西辺外郭線 SDO40内港 SDO18東南上弦

下谷地追跡 SYB十SYH74 遺物包含屑

猪谷地追跡 NY73 Dc12住居址埋土

胆沢郡金ヶ崎町焼石岳付近(天竺山)黒ボク土

谷起島追跡 第4層上面ログロ土師器伴出壁土

宮城県栗原郡志和姫町堀口 御駒堂遺跡壁土

一関市須川温泉付近 黒ボク土A

ケ 黒ボク土B

宮城県玉造郡鳴子町川渡 黒ボク土

宮城県玉造郡岩出山町中里 黒ボク土

山形県尾花沢市長限山 黒ボク土

宮城県加美郡小野田町薬美山 黒ボク土

秋田県雄勝郡東成瀬村須川温泉付近 ヨシ泥炭地

ヶ ワタスゲ泥炭地

〃 ウカミカマゴケ泥炭地

下軸戸部田老町保護年金基地追跡埋土

山形県飽海都鳥海山鳥海湖そば 黒ボク上

々 七五三掛 黒ボク土

青森県三戸郡新郷村二ノ倉 黒ボク土

青森県三戸郡田子町 黒ボク土

二戸市馬仙峡 黒ボク土

水沢市佐倉河胆沢城跡壁土

北上市 道跡名不詳 竪穴埋土

宮城県多賀城市浮島多賀城跡 泥炭地
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細砂(0.02へ0.2脚)、および粗砂(0.2へ2Ⅲ)画分に分画・定量した。粒径組成は無機成分中

の重量百分率で表示した。

ハ.一次鉱物組成:粉状パミス(29点)中の有機物をH2Oで分解し、水洗後、dithionitecit-

rate処理により遊離の鉄三、二酸化物を除去した。超音波処理後、節別し、 0.lへ0.2mm画分を

得た。本画分をテトラプロポルム重液(s.g.2.96)で軽鉱物画分と重鉱物画分に分画した。重鉱

物画分についてはその一部をカナダバルサム中に封じ込み、偏光顕微鏡下で重鉱物の種類を鑑

定した。また重鉱物画分についても同様に偏光顕微鏡により軽鉱物の種類を鑑定し、さらに火

山ガラスについては屈折率の測定と形態による区分を行った。

ニ.強磁性鉱物の化学組成:粉状パミスより棒状磁石で分離精製した強磁性鉱物をメノ

ウ乳鉢中で粉砕し、水中での選別により精製した。本操作は数回繰り返した。精製した強磁性

鉱物100mgを王水-フッ化水素酸で分解し、分解液について全-Fe、 Ti、 Mn、 VおよびZnを

定量した。全-FeはO-フェナントロリシ法、 Tiはタイロン法、 VはBPA法によりそれぞ

れ比色定量した。またMnとZnについて原子吸光法によりそれぞれ定量した(庄子ら、 1974、

Shoji et al., 1975)。

(4)結果および考察

イ.粉状パミスの粒径組成

粉状パミスの無機成分中の粒径組成および土性を第3表に示した。粉状パミスの粒径組成と

土性は一様でなく、地域によって明らかに異なっている。青森県南部一岩手県北部の十和田a

降下火山灰と考えられるもの(M.lへ7)は細砂へシルト画分が主体で中粒質である。土性は

壌質砂土一シルト質壌土である。岩手県北西部一中部の粉状パミス〔No9へ20、瀬川(1978)

の松尾火山灰、盛岡火山灰に相当する〕は中粒一粒粒質で土性は砂質壌土一埴壌土である。

特に八幡平頂上(No17)、御在所温泉(賄20)および西根町大更飾16)の粉状パミスは粗粒質

で粗砂含量は約41へ66%と極めて高い。これは八幡平付近の粉状パミスが十和田よりももっと

近い所に噴出源があることを示唆している。また八幡平̃大更を結ぶ線よりも北部にある安代

町や南部にある盛岡市、矢巾町付近のものはやはり中粒質となっている。さらに岩手県南部一宮

城県の粉状パミス的21」35、瀬川(1978)の胆沢火山灰および宮城県下の灰白色火山灰に相

当する〕は粗砂含量が極めて少なく、細粒質で土性は壌土一シルト質壌土である。

前述の通り、町田ら(1981)は東北地方の粉状パミスがすべて十和田a降下火山灰に相当す

ると考えた。そして噴出源である十和田から主に南の方向に分布し、南方向に向って平均最大

粒径を減少させ、約300km離れた福島県飯豊山まで分布すると述べている。もし粉状パミスが十

和田火山起源の広域テフラであり、大部分が東方に分布したと仮定するならば、粉状パミスの
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第3表 粉状パミスの粒径組成
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南限は福島県付近にあるので、その北限は北海道札幌付近にあると推定される。しかし、Machi-

da (1980)、町田ら(1981)によれば、十和田a降下火山灰は噴出源の南側にのみ広域に分布し

ている。一般にわが国は強い風系下にあり、卓越風向は西風であるため、火山灰は噴出源の東

側に分布する場合が多い。したがって火山灰分布の主軸が南方向にある降灰域はわが国上空の

卓越風向に一致していない。

さらに、粉状パミスがすべて十和田起源と考えた場合、火山灰は噴火後分級作用を受けるた

め南に向って細粒質となるはずである。

しかし、第3表に示したように、 No16、 17および20のように岩手県北西部一中部には十和田

付近の粉状パミスよりも粗粒質のものがしばしば確認される。また岩手県南部では急激に火山灰

の粒径が小さくなっている。したがって、粒径組成と土性から粉状パミスは少なくとも①青森

県南部一岩手県北部、②岩手県北西部一中部および③岩手県南部一宮城県の3つに区分される。

また、石鳥谷町一花巻市にかけての遺跡埋土中には粉状パミスが確認されない(瀬川、私信)

という考古学上の観察は粉状パミスの起源を考える上で重要な指摘であると考えられる。この

ように粉状パミスが単一起源でなく、多起源火山灰であると考えることは黒ぼく土壌および泥

炭地中の粉状パミスの層厚変化など層位学的な調査結果とも一致している。

口.粉状パミスの一次鉱物組成と火山ガラスの形態組成

第4表に29点の粉状パミスの一次鉱物組成と火山ガラスの形態組成および屈折率を示した。

粉状パミスの重鉱物含量は地域ごとに異なっており、青森県南部一岩手県北部(‰1へ8. *

1へ*3)では1へ5% (平均3.6%)、岩手県北西部一中部(肌9へ19)では8へ41% (平均20.

1%)、北上市一水沢市付近(M.21へ29. *4へ*5)では5へ8% (平均7.0%)、一関市一宮城

県(賄30へ33. *6)ではl-6 %(平均2.8%)であった。山形県一宮城県に分布する約1.000へ2,

000年前の肘折火山灰(No.36へ37)は重鉱物含量がやや高い。なお、田老町保養年金基地遺跡の

もの(賄41)は重鉱物含量と一次鉱物組成が岩手県北部一中部の火山灰に類似している。また

烏海山のもの(No.42)は上記のいずれの火山灰とも一致しない。

重鉱物組成は全試料ともシソ輝石が主体であり、次いで強磁性鉱物、普通輝石が多い。特に

肘折火山灰は普通角閃石が多く、他の粉状パミスと性格が著しく異なっている。肘折火山灰以

外の粉状パミスは少量の普通角閃石を含むものがあるが、これは試料採集の際、粉状パミスに

混入した他の火山灰に由来するものと考えられる。

軽鉱物組成はすべての試料で火山ガラスが大多数を占め、次いで斜長石が多い。いずれの試

料についても石英の含量は極めて少ない。したがって粉状パミスは重鉱物がかなり少ないガラ

ス質の火山灰である。
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粉状パミスの火山ガラスの形態はカスプ(CUSP)型、繊維状(fibrous)型、平板状(platy)

型、ベリー(berry)型の4種類が認められた。山田・庄子(1981)にしたがい、カスプ型は無

色で鋭角な多数の角をもつものであり、気胞のないものをA型、少ないものをB型、多いもの

をC型とした。繊維状型はあたかも繊維が束状になったように見えるものである。平板状型は

無色で平板状のものであり、カスプ型や繊維型よりも厚みがある。ベリー型は茶褐色から黒褐

色であり、多数の晶子を有し顆粒状である。

粉状パミスの火山ガラスの形態は地域別に少しずつ異なっている。すなわち青森県南部一岩

手県北部のものは平板状のものがやや多く、岩手県北西部一中部のものではベリー型が多い。

また岩手県南部一宮城県に分布するものではカスプ型がやや多い。

これらの火山ガラスの屈折率は一部しか測定されていないが、いずれも1.488へl.509で狭い

範囲にある。町田ら(1981)は東北地方の粉状パミスが同一起源、同一時期の噴出物であり、

これが十和田a降下火山灰に相当する根拠の一つとして火山ガラスの屈折率が互いに類似して

いる点を挙げている。しかし、第4表に示したように重鉱物含量、火山ガラスの形態組成から、

東北地方の遺跡埋土中の粉状パミスは粒径組成の場合と同様に少なくとも3つに区別出来るこ

とを示唆している。

へ 強磁性鉱物の化学組成による岩質と噴出源の判定

42点の試料より分離・精製した強磁性鉱物の化学組成を第5表に示した。強磁性鉱物の全Fe

含量は約45-62%、 Tiは約6-15%であり、いずれもよく精製されている。ただ泥炭中の粉状

パミス(No38̃40)から分離された強磁性鉱物は全Feの含量がやや低くなり、逆にTi含量

が他のものに比較して高くなる傾向がある。この傾向は江釣子村の下谷地遺跡(賄27)のよう

に湿地から得られた試料についても同様な傾向が認められる。これは泥炭地や湿地のような還

元的条件が強磁性鉱物の化学組成に影響を及ぼしたものと考えられる。

泥炭地、湿地からの試料を除くと強磁性鉱物中の微量成分はMnが0.402̃0.583%、 Vが0.

090へ0.253%、 Znが900へ1,368ppmである。一般的な傾向としてFe含量とTi含量および

V含量とZn含量の間には反比例の関係が認められている。またMnについてみると岩手県田

老町の保養年金基地遺跡埋土中の火山灰(同41)と鳥海山から得られた火山灰(賄42、 43)で

はMn含量が0.402̃0.451%であり、その他の粉状パミスのMn含量に比べて明らかに低い。

したがって前述の通り、これら試料のうち賄41と賄42は粒径組成や一次鉱物組成が粉状パミス

に極めて類似しているが、いわゆる粉状パミスとは異なっている。

a.強磁性鉱物の∨-Znベルトと粉状パミスの岩質の関係

庄子ら(1974)、 Shojietal (1975)は日本各地から採集した多数の新鮮な火山灰中に含まれ
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第5表 粉状パミスより分離・精製した強磁性鉱物の化学組成

No.

Fe Ti Mn V Zn
(%) (%) (%) (%) (ppm)

1 56.13

2 52.75

3 58.45

4 53.73

5 59.40

6 60.88

7 57.54

8 58.74

9 56.79

10 55,84

11 58.16

12 55.74

13 55.15

14 55.29

15 59.29

16 60.05

17 53.54

18 56.16

19 57.46

21 55.66

22 53.49

23 58.21

24 55.18

25 52.82

26 54.45

27 44.28

28 55.00

0.547 0.106

0.500 0.135

0.546 0.114

0.537 0.105

0.575 0.099

0.572 0.120

0.569 0.124

0.577 0.107

0.564 0.103

0.568 0.090

0.549 0.113

0.561 0.093

0.575 0.106

0.561 0.100

0.522 0.138

0.577 0.136

0.583 0.093

0.572 0.114

0.562 0.138

0.550 0.126

0.540 0.130

0.531 0.143

0.541 0.135

0.537 0.128

0.531 0.113

0.520 0.113

0.529 0.159
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第2図 強磁性鉱物の∨-Znベルト粉状パミスの岩質の関係
R流紋岩, D;石英安山岩, A;安山岩, BA;玄武岩質安山岩, I十和田a降下火山灰, II;秋田焼山

パミス,III;胆沢火山灰, Ⅳ;灰白色火山灰, Ⅴ;肘折火山灰,Ⅵ;泥炭中の灰白色火山灰および湿

地中の胆沢火山灰, 図中の番号は試料番号
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る強磁性鉱物の化学分析を行い、強磁性鉱物中の微量成分と噴出源の起源、噴出物の化学的性

質との関係を検討した。この結果強磁性鉱物の微量成分であるVとZn含量が火山灰の岩質と

密接な関係にあることを明らかにし、第2図に示すような強磁性鉱物のV(%)/Fe+Ti(%)

-Zn(%)/Fe十Ti(%)とケイ酸含量による火山灰の化学的分類との関係(V-Znベルト)を示

した。

粉状パミスから分離した強磁性鉱物のV(%)/Fe十Ti(%)とZn(%)/Fe+Ti(%)は第2図

のようにV-Znベルト上にプロットされる。これによれば粉状パミスの岩質は石英安山岩一流

紋岩である。第2図から明らかなように、全体的にみるとまとまりがなく広い範囲にプロット

されているが、これを地域別にまとめてみると4つのグループに区分され岩質も少しずつ異

なっている。

第6表に粉状パミスの化学組成を示した。ここで‰31とNo34の分析値は山田・庄子(1981)

より、博.14 ・ 15・ 21の分析値は岩手県教育委員会・日本国有鉄道盛岡工事局(1980)の調査報

告書より引用した。いずれの化学成分も非常に類似しており、特にケイ酸含量が高い。 9500C基

準に換算するとSiO2含量は約67へ73%となり、石英安山岩一流紋岩質であり、強磁性鉱物の

化学組成から推定した岩質とほぼ一致する。

第6表 粉状パミスの化学組成

成分 SiO2 A1203 Fe203 心性0 CaO Na20 K20 TiO2 MnO P205 灼熱損失 Total 

No (%) (%) (%) (%) (%) (%) (%) (%) (%) (%) (%) (%) 

8 70.55 13.95 2.93 0.73 3.02 4.39 l.18 0.52 0.11 
- 

3.36 100.57 

14 6l.98 16.36 5.Ol 1.34 3.19 3.34 l.04 0.64 0.14 0.14 7.31 100.49 

15 62.68 16.01 6.37 0.82 2.02 3.26 1.02 0.63 0.17 0.12 7.49 100.59 

21 6.82 15.03 4.76 1.23 3.14 4.56 l.18 0.40 0.12 0.20 4.06 100.50 

31 68.92 13.81 3.23 0.81 2.90 4.58 l.12 0.50 0.13 
ー 

4.18 100.18 

34 66.32 13.98 2.61 0.71 2.70 4.08 l.18 0.50 0.11 
ー 

7.56 99.81 

b.強磁性鉱物の化学組成と粉状パミスの噴出源の関係

庄子ら(1974)は強磁性鉱物のV(%)/Fe(%)とZn(%)/Ti(%)の間には負の相関があり、

同一起源のテフラは互いにまとまりが良く、噴出源、噴出時期ごとに区分されることを明らか

にした。そこで第5表に示した結果についてV/Fe-Zn/Tiの関係を第3図に示した。岩質の

場合と同様に全体的に見るとまとまりがない。これは粉状パミスが同一起源、同一時期のテフ

ラではないことを示唆している。しかし、肘折火山灰、泥炭地および湿地中の粉状パミスを除

くと、粉状パミスは地域別にまとまりが良く、 4つのグループに区分される。すなわち、 (I)

青森県南部一岩手県北部、 (II)岩手県北西部→中部、 (III)北上市一水沢市付近および(IV)一関
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第3図 強磁性鉱物の∨(%)/Fe(%)-Zn(%)/Ti(%)と粉状パミスの噴出源の関係

凡例は第2図と同じ。

市一宮城県の4グループであり、それぞれ(I)十和田a降下火山灰、 (II)秋田焼山パミス、 (III)

胆沢火山灰および(暮V)灰白色火山灰の分布域に対応している。このことは粉状パミスがすべて

十和田火山起源の単一テフラでなく、多起源テフラであることを示唆している。

以上の結果より、東北地方の粉状パミスは第1図に示したように分布し、 3つの起源、 4噴

出時期に区分されると考える。すなわち、十和田火山起源の十和田a降下火山灰(To-a)、秋

田焼山火山起源の秋田焼山パミス(AYP)、栗駒火山起源の胆沢火山灰(IsA)および灰白色火

山灰(WA)である。

なお、瀬川(1978)は岩手県北西部一中部の粉状パミスを「松尾火山灰」、 「盛岡火山灰」に

区分しているが、両者は同一起源、同一時期のテフラであり、 AYPに相当している。また胆沢

火山灰と灰白色火山灰は粒径組成、一次鉱物組成などが極めて類似しているので同一火山の可

能性もあるが、 V/Fe-Zn/Tiの関係図で明確に区分されるため区別した。栗駒山が短時日の

うちに2回の噴火を起こし二方向に降灰させたことも考えられる。
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二、粉状パミスの噴出年代

粉状パミスの噴出年代として次のように推定されている。

a.十和田a降下火山灰: 14C年代について本火山灰の直上と直下の泥炭について1,450±

100年、 2,170±80年B. P.が、また本火山灰とほぼ同層位と考えられる毛馬内浮石流堆積物中

の炭化物についてl,280±90年B. P.が得られている。また草間(1965)によれば本火山灰が二

戸市堀野遺跡の竪穴住居跡埋土中に認められることから、大池(1972)は平安時代中期̃末期

(A.D.1,000年前後)の噴出物と推定した。

瀬川(1978)は遺跡の年代、出土遺物より7世紀へ8世紀末の噴出物であろうと推定してい

る。また鈴木(1981)は扶桑略記の記録に基づき、十和田a降下火山灰の噴出年代を延喜15年

(A.D.915)と考えている。

b.秋田焼山パミス:本火山灰直下の泥炭について1,480±100年B. P.の14c年代が得られ

ている。また本火山灰は盛岡市太田の志波城(A.D.803)の外郭大澤跡を覆い、また仙北郡史

の記録(村山、1978)によれば秋田焼山付近でA. D.807年に大噴火があり、火山灰分布の記載が秋

田焼山パミスの分布に似ていることから、井上(1980)はA.D.800年頃の噴出物であると推定

した。

瀬川(1978)は遺跡の年代と出土遺物との関係より盛岡火山灰は9世紀後半、松尾火山灰は

10世紀初頭の噴出物であると推定した。

c.胆沢火山灰:本火山灰は胆沢城(A.D.802年)跡を覆っている。瀬川(1978)は岩手県

南部の遺跡の年代、出土遺物と胆沢火山灰との関係より、本火山灰の降下年代を9世紀初頭一9

世紀後半であると推定した。

d.灰白色火山灰:灰白色火山灰直下の泥炭より得られた14c年代は、 1,170±80年B.P.で

ある(山田・庄子、 1981)。また宮城県内の遺跡から推定される年代は本火山灰が多賀城遺跡に

おいて、A. D.780年の伊治公砦麻呂の乱で炎上した多賀城の焼土を覆うこと、陸奥国分寺のA.

D.934年の落雷による七重塔が焼失した時の焼土の下に認められることから、山田・庄子(1981)

は本火山灰の噴出年代をA. D.800へ900年ごろ、また白鳥(1980)は10世紀前半ごろと推定し

た。

以上より十和田a降下火山灰は10世紀初頭へ11世紀初頭、秋田焼山パミスは9世紀初頭一10

世紀初頭、胆沢火山灰と灰白色火山灰は9世紀初頭へ9世紀後半に降灰したと推定される。こ

のようにほぼ同一時期に岩質の類似したテフラが十和田、秋田焼山、栗駒山から噴出したこと

は火山活動の面からも非常に興味がもたれる現象である。

ー
484

-



(5)まとめ

東北地方における奈良一平安時代の遺跡や古墳周障壁土中にしばしば灰白色でシルト質の粉

状パミスが見出される。東北地方各地の遺跡壁土、黒ぼく土壌および泥炭地から採集した49点

の粉状パミスについて、粒径組成、化学組成、一次鉱物組成、火山ガラスの形態組成と屈折率

および強磁性鉱物の化学組成を明らかにした。これらの粉状パミスはいずれも石英安山岩→流

紋岩質のガラス質火山灰である。しかし、粉状パミスの粒径組成、重鉱物含量、火山ガラスの

形態組成、強磁性鉱物の化学組成は地域別に違いが見られ4つのグループに区分される。

粉状パミスの産状、層位学的調査とこれらの理化学的、鉱物学的および地球化学的諸性質に

基づき、奈良̃平安時代遺構埋土中に見出される粉状パミスは十和田火山起源の単一テフラで

はなく、十和田・秋田焼山および栗駒山から噴出した4種のテフラから構成されると推定した。

したがって粉状パミスを考古学的編年上の示準層として取扱う場合にはこれらの点に注意す

る必要がある。
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2.土器胎土の岩石学的方法による分析結果

照井一明

1.はじめに

土器の製作地推定のため岩石学的方法で分析を行なった。また窯跡周辺の粘土も比較のため

分析を行なった。

2.試料………別表のとおり

3.分析方法

①試料をカナダバルサムで固定し、100分の3皿の厚さの薄片を各3枚ずつ作成した。粘土は、

少4の標準節で水洗し残砂を乾燥した後薄片を作成した。

②偏光顕微鏡を用い、鉱物組成、特徴、岩片の種類・頻度を調べた。

③1つの試料について、それぞれ500̃1000個の粒子について検討を行なった。 (0.05m以下

の鉱物は基質として抜かった)。

④鉱物、岩種別構成から、粘土の供給源の地質を推定し、製作地を考察した。

4.結果

①各試料の鉱物組成・岩片構成・特徴は別表のとおりである。

②須恵器の焼かれた温度は、石英→鱗珪石に再結晶していることから推定すると、佐一鱗珪石

(高温型)の安定な870→1470OCであろう(例えばN2、 N4、 H2など)

③各土器は、石英・斜長石の破片結晶から主に構成されるが、試料によっては黒雲母、角閃

石・輝石(特に斜方輝石)の含有量が増加する。

④岩片としては、チャート・珪石・ホルンフェルス・花崗岩類・斑岩・安山岩・玄武岩・凝

灰岩・苦鉄質火山岩類などがみられる。

⑤土器の多くは、火山ガラスを含んでいるが、これらの供給源は粘土の分析結果から北上川

層群の凝灰岩が考えられる。

(㊦土器・粘土の組成と地質とを考慮すると、土器の大半は北上川流域およびその周辺の粘土

から作られたものである。

⑦各遺跡から出土した土器は、異なった粘土、あるいは産地のものが混じっている。すなわ

ち、

⑧窯跡の粘土あるいは使用された粘土の大半は鮮新続の凝灰岩・シルト岩、および河岸段丘

のシルト岩である。

⑨安山岩・玄武岩を含む粘土の産地としては、古生層・花崗岩などの岩片および火山ガラス

(凝灰岩)を特徴的に伴うことから判断すると、北上山地で鮮新続の凝灰岩が分布し、さ

らに中性一塩基性火山岩類の分布する地質状況が推定され、稲瀬火山岩類分布地域周辺の
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可能性が最も強い(北上川東側の地域)。

⑲野外の露頭で採集されポ古土(M24-①̃34-⑪)の特徴をみると、一般に北上川の西側

地域の粘土には火山ガラスが含まれないか、あるいは微量である(31-⑧、32-⑨、33-⑩、

34-⑪)。角閃石・輝石は含まれる場合と含まれない場合とがある。水沢市見分森の粘土は、

火山ガラスを含むが角閃石・輝石を含まない特徴がある。紫波町日詰杉の上(33-⑩)の

粘土には、結晶片・岩片・火山ガラスが含まれずチャート・シルト岩を主として構成され

る。江刺市瀬谷子の粘土(25臆②一⑦)は、チャート・珪岩・花崗岩などの岩片と、石英・

斜長石・鉄鉱・ジルコン・緑レン石を含み、火山ガラスを含むことが多い。凝灰岩や凝灰

質シルト岩には輝石や角閃石が一般的に認められる。

江釣子村猪谷地

Nl、 N2、 N3、 N4、 N6……特徴的に火山ガラスを含み、石英・長石類と古生層・花

崗岩の岩片を含むタイプ

N5、 N7、 N8 ……………上記の他に、安山岩や玄武岩を含むタイプ。

江釣子村鳩岡崎

H2、 H4…………火山ガラスを含み、石英・長石類と古生層・花崗岩片を含むタイプ

H3、………………上記の他に安山岩を含むタイプ。

江釣子村下谷地

Sl、……………岩片に古生層・花崗岩・プロピライトを含み、火山ガラスが認められるo

S2、……………古生層の岩片から主に構成され、火山ガラスを含まない。

紫波郡栗田

Kl、……………古生層の岩片に火山ガラスと安山岩片を含む。

K2、……………花崗岩の岩片と火山ガラスから構成される。

平泉町毛越

Kl、……………花崗岩の岩片と火山ガラスから構成される。

盛岡市大田方八丁

Ol、 02、 04、 06、 08、 ……古生層・花崗岩の岩片と火山ガラスおよび安山岩・玄武

03、 07、

岩を含む。

古生層の風化物からなる粘土。
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分析結果 (Q:石英. P一;綾石, K-Fこカリ典石, Bi誹E母. H。,角閃石, P,高石)

No 追跡名 時代 遺構名 種 別 肉 眼 的 特 徴 
鉱 物 組 成 

箇∴∴考 
Q Pl K-F Bi Ho 

P)・ 岩 片 源 岩 

Nl 

江釣子村 

奔 

BF2l 須恵器 

(色)禍灰色 
十十十 十十 十 

Che「亡 

古生屈 
十 

Platel 

(組織)秒質シルト岩状 
Q ●波動消光するものとしをいもの 

良 

大∴姦 
(鉱物) 

とがあ ′○○ 花 園∴岩 

猫谷地 
1 平 

住居跡 

石英・投石>有色鉱物 
P上アルバイト双晶を示す。 

∴ 十 

安 
(休部) 

Py:針方頓石.Z=榔色.X=淡榔色 その他:火山ガラス.鉄鉱 

GranltlCRocks 

火山ガラス (凝旅寓) (岩片)レンガ色・白色 

N2 

江釣子村 
平 安 9 

BD62 須恵器 

(色)暗 灰 色 +十十 十十 十 

Che「l Qt’l 

古生屑 
十 

Plate2 

(組織)シルト岩状緻絃 (鉱物) 細粒の無色鉱物がみられる 

Q:波動消光を示すものが多い。製 

描 谷 地 
世 紀 

住居跡 

杯 
珪石を生じたり.溶融形を示す ものがある 

ua「ZIe > 

花園岩 
十 

後 半 

(口嫁) 

Pi:溶融形を示すことがある。 その他:火山ガラス・ジルコン(無色)・鉄鉱 

G「anite 

火山ガラス (凝灰岩) (岩片)白 色 

N3 

江釣子村 

平 

CBO3 

須恵器 杯 

(色)淡∴灰 色 十十十 十 十 十 十十 

Che「t 古 生 師 

Plate3 

(組織)シルト岩状緻密 

Q:波動消光 その他:火山ガラス・ジルコン・鋏 
安 (鉱物) 

Qua「tzite 十 

猪谷地 
10 

住居跡 
無色鉱物≫有色鉱物 

鉄 鉱 
ト1aficVoIcanic- 火山ガラス 

世 紀 初 

(口縁) 有色鉱物は柱状自形結晶 「ocks? (凝灰岩) 

(岩片)白 色 

N4 

江釣子村 古 墳 DA62 土師蓄 

(色)レ ン ガ色 十十十 十 十 十 十 

Che「t Qua「tあーe 

古生層 
十 

Plate4 

(組織)粗粒砂質シルト岩状 (鉱物) 
Py:約万輝石 

5 

姦 その他:火山ガラス.鉄鉱 〈ノ/ 

花 樹 岩 

猪谷地 
世 

住居跡 石英・柱状有色鉱物がめだ つ 
Ho「nfels 火山ガラス 

細 り (口緒) 

G「anite Maficl’oIcaniぐ「ocks 火山ガラス (凝灰岩) (岩片)白色・灰色・黙色 

N5 

江釣子村 古 墳 JJ24 土師器 

(色)淡灰褐色 十十十 十十 十 十 

Andesite Basalt > Che「t 

安山岩およ び玄武岩 十 

Plate5 

(組織)砂質シルト岩状 (鉱物) 石英および細粒の長石類, 

Ho:緑色角閃石 

姑谷地 
7 世 

住居跡 

褒 その他:火山ガラス,鉄鉱 

Ho「nfels > 

古 生 層 

紀 ? 
(休部) 有色鉱物は少癒 

Tuff > Porphyrit 十 火山ガラス (凝灰岩) 籠†.)琵猪井的色● 

N6 

江釣子村 

奈 良 末 1 

BF21 土師器 

(色)レ ン ガ色 十十十 十十 十 十 十 

Che「t Ho「nfels > G 

古生層 十 花∴閲岩 

Plate6 

(組織)秒斑シルト岩状 (鉱物) 石英・長石類≫有色鉱物 

Ho:緑色角閃石,Z’=緑色 

X’=淡緑色 

結合地 
平 安 初 

住居跡 
褒 (休部) 

「anlte Granophyre Quarzporphyr Dole「ite 十 火山ガラス (凝灰岩) 

(岩片)白色・レンカ.色 ≠4調の鴨藁を含む 

N7 

江釣子村 
平 安 9 

BD62 土師嵩 

(色)褐 色 十十十 十十 十 十 

Che「t Quarzporphyr 

古生層 
十 

Plate7 

(組織)砂貿シルト岩状 (鉱物) 石英・斜長石≫有色鉱物 

Ho:綬化角閃石 

猪谷地 
世 紀 後 半 

住居跡 
褒 (休部) 

その他:火山ガラス少駈,鉄鉱 

Andesite (hemalite) 耽le「ile Serpentin(?) 安山岩 十 火山ガラス (凝灰岩) 皆斌畠色.灰色.レンガ 

N8 

江釣子村 
平 安 9 

CI53 土師嵩 

(色)褐 色 十+十 十十 十 + 十 

Andesite Porphyrite 古生∴楢 十 安山岩.ひ 

Plate8 

(組織)砂質シルト岩状 
その他:火山ガラス 

(鉱物) 

猫谷地 世 紀 

住居跡 

褒 石英が多く,畏石鯛は細粒 

ii Che「t ; Quarzporphy「 

ん岩,石英 斑岩 

譲 半 

(休部) 有色鉱物はめだたない 

十 火山ガラス (凝灰岩) (岩片)白色・袖)色・レンガ色 

H2 

江釣子村 
奈 良 末 

DJ50 須恵蓄 

(色)赤 灰 色 +十十 十十 

Che「t Quartzite 

火山ガラス (凝灰岩) 

Plate9 

(組織)ルト着状(セラミサイト的 

Q‥〉潜誓示し・離靴が認 (鉱物) 

鳩岡崎 1 平 

住居跡 

褒 
石英と有色鉱物がめだつ。 鉱物の再結晶の可能性があ P上めっれる その他:火山ガラスを多量に含む 

く 十 

安 初 

(休部) る 

鉄鉱 古 生 層 

箕島喜色●鵬o岩片は 

H3 

江釣子村 
奈 良 末 

DJ50 土師嵩 

(色)淡的色(内部蕪ぬり) 十十十 十十 十 十 十 

Andesite Ch句・t 

花崗岩 十 古生屑 

Pl8telO 

(組総)シルト岩状 
その他:火山ガラス.緑レン石,鉄 

鳩岡崎 
I 平 

住居跡 

杯 石英と細粒の有色鉱物が認 
鉱 Granophyre 

十 安山岩 

安 初 (鯨) 
められる 

十 火山ガラス (凝灰岩) (岩片)白 色 
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No 追跡 名 時代 遇栂名 郎 別 肉 眼∴的∴持∴微 
鉱 物 組 成 

傭∴キ 
Q Pl K-F Bi Ho 

P)・ 岩 片 源∴∴∴岩 

H4 

江釣子村 
江 戸 

遁 世 陶∴棒 

(色)凍調伏色(うね薬使用) 十十十 十 

Che「t 

古生層 十 ‾-●よ▲▲ 

Platell 

(組織)秒質シルト岩雄 鈷 
Q:溶融形を示し.再絡品化が詑 

母岡崎 
1 明 治 

墳∴築 
皿 (し)纏) 

不 明 
P上められる その他:火山ガラス・鉄鉱 

G「anlte G「a調oph)i「e 

花陪)鯉 十 火山ガラス (凝灰岩) (着岸)白色・隷色 

Kl 

紫波町 
平 

DCO3 須悪詳 

(色)妖∴色 十十十 十 十十 

Andes白e 

缶∴生∴楢 

十 

Plate12 

(組織)シルト君状 
Q:石英からトリアマイトに再結 

安 
杯 

(鉱物) 
品しているものが盤められる GlassyAndesite 安 巾 着 

葉周 0 

初 9 

N 

石英と有色鉱物が認められ 
R・:斜方筒石 多色確が弱い 

Che「t 十 

底部回 転へラ 切 

る 

その他:火山ガラス(一部に再結晶 

が認められる) 

Tuff 

火山ガラス (榎原岩) (為片)白色・レンガ色 

K2 

紫波町 刺 文 
CH18 鮒 文 

(色)茶色・内部は里奈 十十十 十十 

き繭 

十十 十+ 

Granite 

花∴燭∴岩 

十 

PIale13 

(組織)砂質シルト岩雄 

イス 粟国Ⅲ 

早 期 米 

一
掃 

深∴鉢 
(以 石英・投石が多く,有色鉱 

その他:火山ガラス.・鉄鉱 
\J Ho「nfels 

古∴生∴層 

十 

物も認められる 
Serpentin(?) 

火山ガラス (凝灰岩) (岩片)白色≫レンガ色 

Sl 

江釣子村 
平 安 

搬土器 杯 

(色)淡∴薄 色 
十十十 十十 十 

Che「t G「anit Qua「t症e 古生∴層 十 花∴闘∴岩 十 プロピライト 

P!ate14 

(組織)シルト着扶 

P)・:斜方輝石 その他:火山ガラス・鉄鉱・絃ンン 

(鉱物) 石英とわずかを有色鉱物が 認められる 舘片)白色●原色描‾くま少 

下谷地B 

後 期 

白巧か 
石 

Prop〉吊t (orporph).rite) 

(又はぴん岩) 一十 火山ガラス (騒庚岩) 

S2 

江釣子村 
平 安 

須恵詳 

(色)灰 色 +十十 十 十 

Che「t 

古生層 
十 

Piale15 

(組織)シルト君挟.緻密 
その他:火山ガラス(微拭一般ガラ 

(鉱物) 

下谷的B 

後 期 

杯 (膿一体) 

石英の他は認められない 
ス化).鉄鉱 

Tuff(?) 

火山ガラス (凝灰岩) 

(岩片)白 色 

Kl 

平 泉町 
平 方 

Fb 27 
赤枝土蕩 

(色)絞∴鮒 色 十十十 十 十+ 十 十 

Granile 

花∴閲∴岩 

Plate16 

(組織)シルト岩挟.軟い 
その他:火山ガラス・軽石・珪藻 

毛匙 A 
つて 後 

Ⅲ し 

杯 石英・黒蜜母の他(こ柱状の 
十 火山ガラス 

糊 
(休部) 有色鉱物が認められる (凝灰岩) 

(密片)白色(徴埴) 

Ol 

盛岡 市 
平 安 

Cg O6 
土師器 

(色)朱∴槻∴色 十十十 十十 十 

Aug江eA鴫desite GiassyAndesite Blt 

安山岩 玄武∴磐 十 

Plale17 

(組織)砂質シル上告状 (鉱物) 

Ho:緑色角閃石.Z’=線色,X’= 

太田方八丁 
末 

住居跡 嚢 (休部) 

石英・長石>有色鉱物 
淡緑色.小型の結晶が多い その他:火山ガラス少拭(無色>茶 

aSa Prop)・1it 

古生郎 
十 

糊 

ログロ 不使用 烏警護官多々峰子う色岩 

色) 

Che「t (∝Tuff?) 火山ガラス (凝灰岩) 

0:Z 

盤同 市 
平 安 

Pd15 土師器 

(色)朱的色(内部黒ぬり) 十十十 十+ 十 十 

Basalt Propy=t 玄武∴岩 十 古生楢 

Plate18 

(組織)砂質シルト常状 
P)・:斜方輝石 

(鉱物) 

太田万八丁 

初 期 

住居跡 

杯 (縛) 

石英>斜長石>有色鉱物 
その他:火山カフス 

G「anite Che「l Quartzite 

十 花∴働∴岩 十 火山ガラス げ黒星色同色●原色● 

03 

盛岡 市 
牛 黄 

Pd15 

赤機上苦 杯 、Il専) 

(色)朱∴靭 色 
十十十 十十 十 

Chert 

古 生 屈 

Pl8te19 

(組織)シル上告状・軟い 
その他:火山ガラスや火山岩の岩片 

を全く含まない 
(鉱物) 

太田万八丁 

初 期 

住居跡 

鉱物認めがたい 
SiItstone 

(君片)まれ(ニ白色細技岩月‾ がみられる 

0・書 

盛岡 市 
平 安 

Eb O3 
須憩器 

(色)灰 色 
十十十 十 

Cherl Quartzite 
古生廊 十 (花園岩類) 

Pl種le20 

(組織)砂質シルト岩状 
Q:波動消光を示すものと.そうで 

ない両者がみられる 
(鉱物) 

太田方八丁 
初 

住居跡 
杯 〈口綾) 石英>投石 有色鉱物は押められない 

P上花樹岩起源を含む 
Quarzporphyr Andesite 十 安山岩 

糊 東カマド 
〇ベン (岩片)白色>レンガ色 

その他:火山ガラス・鉄鉱・ジルコ 

/ 

(斑品少ないタイプ) 
十 火山ガラス 

ー
490

-



No 通勤 客 時代 遇榔名 細 別 肉 眼∴的 特 徴 
鉱 物 組 成 

楯∴∴考 
Q Pl K-F Bi Ho 

P〉′ 封 片 源 蓉 

0 

盛岡 市 

平 
しc 33 類想器 

(色)淡∴灰 色 十十十 十 十 十十 

G「anite 

花園∴岩 十 士生 

Plate21 

(組織)秒質シルト岩状 
Ho●絃色鮎薄石 

安 ‡ 

-2 杯 
(鉱物) 石英>柱状有色鉱物 

その他:火山ガラス・ジルコン・続 
Quarzporph).r Che「t 古∴生∴層 十 安山岩 

大関万八丁 

刀 糊 

住罵跡 (【i纏) 

(君片)妖色・白色 

レ/石・鉄鉱 
Ån(1es亘e ●? 

十 火山ガラス (潰I/はす) 

07 

盤聞 直 
平 安 

」j12 無想器 

(色)原色(うわ薬使用) 十十十 十十 十 

Che「t Qua「tzite 

古 生 屈 

Plate22 

(組施)シルト岩状"緻密 

(鉱物) 

太田万八丁 

初 期 

住居跡 ガマド① 杯 (休部) 

細粒の石英が認められる 
人IaficIIoIcaniぐ 

「ocks 

(岩片)白色・黒色 

08 

盛岡 樟 
平 安 

Jj12 土師器 

(色)朱 脚 色 +十十 十十 

Basall 

古生楯 
十 

Plate23 

(組織)砂算シル上着状 
Q:波動消光少ない 

太閤方八丁一 
初 

住居跡 

り (休部) 

石英が多く,長石は細粒, 
その他:火山ガラス 

P〉・rOXenArdesIle Qua「章zite 安山岩 玄∴武∴岩 

朋 
旧カでド 徴最の有色鉱物がみられる 

Che「t 

十 火山ガラス (岩片)白色・灰色・黒色 

粘土資料

No 孫娘地 地 畠 種 別 
鉱 物 組 成 

棚∴∴考 
Q Pl K-F Bi Ho P), 鵜 片 源∴∴∴着 

24 一〇 

水 沢 市 見分森東森 粘 土 

十十十 十十 十 

Che「t Qua「tzite GranitePorph)・ry 

灰色碓庚質 シル上智 

Plate24 

その他:火山ガラス,鉄鉱 

25 

江刺 市 

綱∴谷 子 

粘土(亜炭層上位) 

十十十 +十 十 十 十 十 
Rhl・OIite 

白色細粗賎 

Plate25 

Ho:緑色角閃石 

Py:紫蘇輝石.多色性の弱い斜方輝 
Che「t 

ー③ 土山西隣 石 
\/ 

庚岩 

その他:火山ガラス,磁鉄鉱,ジル 

コン.織レン石 

G「anite 

26 ー③ 

江別 市 

瀬谷子 土山西隣 

粘土(亜炭層上位) 

十十十 十 十 

Che「t \./ 

朕色凝灰質 シルト岩 

PIate26 1-2 

その他:火山ガラス,録レン石.欽 

鉱 

Qua「tzite \、./ G「anite 

27 

江∴削∴有 

瀬∴谷∴千 

精工(亜炭層下位) 

+十十 十十 十 十 十 
Che「t 

白色軽石質 

Plale26 3-4 

K-F:微斜投石 

Py:斜方輝石 ho「nfels 

ー④ 土山西隣 その他:火山ガラス.鉄鉱 

> Ph〉iOlitc 

滋味岩 

28 

江刺 市 

瀬∴谷∴子 

粘 土 

十十十 十十 十 十 十 十 

Chert > Quartzite iI 

原色シルト 

Plate27 

K-F:微斜長石 Ho:緑色角閃石 

Z’- 

-⑤ 土山地区 
Py.斜方輝石.-線褐色 

X’=淡薄色 Schalslein 
岩 

多色性の弱いタイプもみられる ii 

その他:鉄鉱.ジルコン Tuffcous Rocks 

29 -⑥ 

江刺市 瀕∴谷 子 粘 土 

十十十 十十 十 十十 十 十 

Che「t 

灰色磁原質 シルト岩 

Plate28 

その他:火山ガラス,緑レン石,鉄 

鉱 

> G「anite 

ー
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No 抹;築地 地 点 種 別 
鉱 物 組 成 

備 考 
Q Pl K-F Bi Ho Py 岩 片 瀬音∴岩 

30 

江刺市 瀬∴谷∴子 粘 土 

+十十 十十 f 十 十 

Che「t Quartzite 

灰的色シル 

Plate29 

Q:ほとんどが波動消光を示す。 

多くは花崗岩の風化物か。 
> 

-⑦ その他:鉄鉱.綜レン石.ジルコン 

Ho「nfels > Gran証ぐRocks 

ト岩 

3l 

北上市 飯盛森付近 粘 土 

十十十 十十 十 十十 

Che「t 、\ノ 

灰的色シル 

Plate30 

Py:斜方輝石 

その他:鉄鉱,緑レン石.火山ガラ 
\↓ Horhfels 

ー⑧ スまi主 

> TuffcousRocks 

ト岩 

32 

北上市 統派付近 粘 土 

十十十 十十 十 十 

Chert Homfels 

禍灰色シル 

Pl種le31 

Ho:Z=緑褐色,X=絞緑樹色 

Py:斜方輝石.多色性が弱い Qua「t乙ite 

ー⑨ その他:鉄鉱.緑レン石 

Granite GranitePorphyry Schalstein 

ト岩 

33 ー⑭ 紫波即 日∴∴.溝 

杉の上付近 粘 土 

十十 十 

Che「t > 

㈹灰色シル ト岩 

Plate32 

その他:結晶破片少なく.火山ガラ 

スも認められない 

Siltstone > TuffcousRocks 

34 和 賀郡 
岩崎新田 粘 土 

+十十 十 十 十 

Chert (orTuff?) 

灰色シルト 

Plate33 

その他:鉄鉱.緑レン石 

ー⑪ 和 賀町 

Hornfels ∨ノ Propylit 

岩 

35 ー⑫ 

水 沢市 

石 田 

粘 土 

十十十 十十 十 

Chert Quar[zite 

灰色シルト 岩 

Plate34 

Ho:緑色角閃石 

EGO9 住居跡 

その他:火山ガラスまれ 

Ho「nfels TuffcousRocks Schalstein Giass).Andesite 

36 -⑬ 

水 沢市 

石田 DF59 住居跡 

粘 土 

十+ + 十 

SilくまOne Chert 灰色根灰質 シルト 

Pl8te35 

その他:火山ガラス.鉄鉱,緑レン 

石 

図版および図版説明

Q :石 英

P :斜長石

b :黒雲母

Ho:角閃石

Py:輝 石

g :火山ガラス

t :鱗珪石

G :花崗岩

Gp :花崗斑岩

C :チャート

H :ホルンフェルス

An:安山岩

B :玄武岩

S :蛇紋岩

T :凝灰岩

M :苦鉄質火山岩

-
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PIate I

N-i

須恵器(大饗)、出土地:江釣子村猪谷地

I :石英、斜長石、火山ガラスおよびチャートがみられる

(平行ニコル)

2 :同上(直交ニコル)

PIate 2

N-2

須恵請(杯)、出土地:江釣子村猪谷地
I :文豪斑岩。(直交ニコル)

忠
幸
馬
∵
∵
∵

3 :溶融形を示す石英および斜長石。(平行ニコル)

4 :同上(直交ニコル)

3 :石英、斜長石、黒雲母、火山ガラスの他にチャートや珪岩

より構成されている。 (平行ニコル)

2 :鋭珪石よりなる結晶片。 (直交ニコル) 4 :同上。 (直交ニコル)

plate 3.須恵器(J7)、出土地:江釣子村猪谷地I ・ 3 :石英、長石、角閃石、輝石などの結晶片とチャート、苦銀賞火山岩などの岩片より構成される。

N-3 (平行ニコル)

2・4 :同上。 (直交ニコル)

i図 試料顕微鏡写真図
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Plate 4

N喜4

土師器(薮)、出土地:江釣子村猪谷地

I :苦鉄質火山岩。 (直交ニコル)

2 :チャート。 (直交ニコル)

PIate 5

N-5

土的話(饗)、出土地:江釣子村猪谷地

i :玄武石。 (直交ニコル)

3 :石英、斜長石、黒雲母、斜方輝石のほかにチャートや珪岩

がみられる。 (平行ニコル)

4 二同上つ 白直交ニコル)

3 ・ 4 :石英、斜長石、角閃石などの結晶破片と安山岩、チヤ

2 :ホルンフェス。 (直交ニコル) -ト、珪岩などの岩片を含む。 (直交ニコル)

Plate 6

N-6

土師器(襲)、出土地:江釣子村猪谷地

I :粗粒玄武岩。 (直交ニコ/の

2 :石英斑岩、ホルンフ工ルス化している÷ (直交ニコル)

2図 試料顕微鏡写真図

-
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3 :ホルンフ工ルス。 (直交ニコル)

4 :花崗斑岩。 (直交ニコル)



PIate 7

N-7

土師器(蛮)、出土地:江釣子村猫各地

i :石英。 (直交ニコル)

2 :蛇紋岩(?)。(直交ニコル)

PIate 8

N-8

3 :石英・長石・角閃石および少量の火山ガラスがみられる
(平行ニコル)

4 :変質安山岩。 (当行ニコル)

土師器(荻)、出土地:江釣子村猪谷的

i :石英・長石・角閃石・輝石・火山ガラスの破片結晶とチャート、石英斑岩など 3 :安山岩(平行ニコル)

の岩片を含む。 (平行ニコル)

2 :安山岩およびひん岩。 (直交ニコル)

PIate 9

H鵜2

4 :同上。 (直交ニコル)

須恵器(襲)、出土地:江釣子相場岡崎
2 :多量の火山ガラスと石英・斜長石・鉄鉱などから構成される。石英・斜長石は周辺部が溶融形を示し再結晶
の進んでいるものがある。岩片としては)珪岩、チャートなどがみられる「 (平行ニコル)

i ・ 3 ・ 4 :岩片(黒色)の喜郎lお客融し斜長石(?〉の再結晶の生じているものがある。 (当行ニコル)

3図 試料顕微鏡写真図

一
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pi。t。IO 半農生害手業義等結露レン石.火山ガラスむと・の 3こ安山岩岩片(伸二コ,し,

H-3 結晶片と花崗岩などの岩片より構成される。 (直交ニコ′し)

2 :花崗斑岩。 (直交ニコル) 4 :緑レン石。 (・手行二コ′の

PIate= 陶器(皿)、出土地:江釣子相場岡崎

H-4

I :左上から中央(こかけて結晶化したうね薬がみられる。 (直交ニコル) 3 :花崗斑岩. (当行ニコル)

2 :石英・斜長石・火山ガラス・鉄鉱のほか花崗岩・チャートなどから 4 :同上。 (直交ニコル)

構成される。 (当行ニコル)

plate12

須恵器(J私出土地:熱度町栗田
I :石英・斜長石・斜方輝石・火山ガラスなどの結晶片のほか安山岩

K-I チャートなどの岩片を含む。 (平行ニコル)

2 :石英から鱗珪石への再結晶化がみられる。上層了ニコル)

4図 試料顕微鏡写真図

-
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3 :凝灰岩岩片、仁子行ニコル)

4 :斜方輝石つ(、予行ニコル)



PIatei3

K-2

縄文土器(深鉢)、出土地:紫波町栗田

I ・ 2 :花崗岩の風化した粘土から作製された土器で、石英・斜長石・黒雲母・角閃石・火山ガラスのほか(こ花

崗岩・ホルンフ工ルスの岩片が多量に含まれる。 (直交ニコル)

3 :同上(当行ニコル) 4 :同上(直交ニコル)

赤燐土器?(杯)、出土地:江釣子村下谷地

PIateI4 1 :石英・斜長石・輝石・火山ガラス・鉄鉱・緑レン石などの鉱物がみられる。

S-i 岩片はプロピライト。 (当行ニコル)

2:チャート。 (直交ニコル) 3:花崗岩。 (直交ニコル) 4 :珪岩。 (直交ニコル)

piate15

須恵器(杓、出土地:江釣子村下谷地
i :石英・長石・鉄鉱および少量の火山ガラスを含む。 (平行ニコル)

s-2 2 :同上。 (直交ニコル)

5図 試料顕微鏡写真図

-
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3 :チャートの岩片。 (平行ニコ/の

4 :同上。 (直交ニコル:)



赤燐土器?、出土地:平泉町毛越
PiateI6 1 :石英・長石・黒雲母のほか、まれに輝石が含まれる。軽石および火山ガラ

K- I スを多量に含んでいる。しばしば珪藻が認められる…矢印, (、宮子ニコル)

2 :火山ガラス「,仁宮子ニコル)

pI。t。I7 千等崇)料監㌔課梵語㌫火山ガラスよ。耕され、火山岩やチ
0-I ヤートの岩片が多い。中央の岩片はガラス質安山岩、 (直交ニコル)

4 :珪質岩。 (流紋岩質種庚岩またはチャート)。(平行ニコル)

土師器(杯)、出土地:盛岡市大田方八丁

PlateI8 1 :珪岩。(直交ニコル)

0-2 2:ひん岩) (直交ニコル)

3 :花崗岩。 (当字手ニコル)

4 :同上ご(直交ニコル)

2 :ひん岩。 (直交ニコル)

3 :安山岩。上手行ニコル)

3 :玄武岩および花崗岩。 (直交ニコル)

4 :石英・斜長石・黒雲母・輝石・火山ガラスなどの結晶片から

構成される。 (当行ニコル)

6図 試料顕微鏡写真図
-
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pIat。 I9筈等三富)料業平詰警護霊詰物と
0-3 く認められか、/、 (当行ニコル)

2 ・4 :同上⊃ (互1二交ニコル)

チャートや粘土塊を含む,火山ガラスや火山石の岩片は全

pIate20

須恵器(J仕出土地:盛岡市大田方八丁
i :石英・斜長石・火山ガラスなどの結晶破片とチャート・珪岩などの岩片

0-4 を含む_ (宮子ニコル)

2 :同上こ(直交ニコル)

須恵器(埠)、出土地:盛岡市大田方八丁

I :石英・長石・角閃石・火山ガラスおよび少量のジルコン・緑レン石などの

鉱物からなる。チャート・安山岩の岩片がみられる。 (平行ニコル)

2 :同上。 (直交ニコ/の

7図 試料顕微鏡写真図
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3 :安山岩。 (平行ニコル)

4 :同上。 (直交ニコル)

3 :石英斑岩。 (直交ニコル)

4 :花崗岩。 (直交ニコル)



須恵器(杯)、出土地:盛岡市大田方八丁
PIate22 1 :石英・長石などの鉱物とチャート・珪岩などの岩方から構成される。(平行ニコル)3 :苦銭貨火山岩。(平行ニコル

0-7 2:同 上。(直交ニコル)

plat。23千等蕊#‥豊市大田方八丁
O-8 2 :石英・斜長石・火山ガラスなどの鉱物破片と輝石安山岩

チャート花崗斑岩などの岩片を含む。 (平行ニコル)

▼

‾書く 工事)●

. ∴’’予言

PIate24

24- i

4:同 上。 (直交ニコル)

3 :チャートおよび安山岩。 (平行ニコル)

4:同 上。 (直交ニコル)

窯跡の粘土、採集地点:水沢市見分森東森
I :石英・長石および火山ガラス・鉄鉱などの鉱物破片よりなる 3 :花崗斑岩。 (直交ニコル)

凝灰質シルト。岩片としてチャート・珪岩・花崗斑岩などがみられる。 (当行ニコル)

2:同 上。 (直交ニコル) 4:斜長石およびチャート。 (直交ニコル)

8図 試料顕微鏡写真図
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PIate25 窯跡の粘土、採集地点:江刺市瀬谷子土山西隣
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i :石英・長石・黒雲母・角閃石・輝石のほか少量のジルコン・緑レン石・鉄鉱を含む凝灰岩・火山ガラスや軽
石が多量に含まれる。岩片としては花崗岩・チャート・流紋岩がみられる。 (平行ニコル)

2 :同上。 (直交ニコル) 3・4:同上。 (平行ニコル)

plate26

窯跡の粘土、採集地点:江刺市瀬谷子土山西隣
I :珪岩。 (直交ニコル)

尊王高言∴ 4

∴ “’諾●;
● ∴ ● . .・々

・葦

掌
享
薄
葦

3 :石英・長石・角閃石・輝石および火山ガラスなどから

(27-4)構成される凝灰岩。チャート・ホルンフェルス・流紋
26-3 2 :石英・斜長石・黒雲母および火山ガラスなどから 岩などの岩片を含む。 (平行二コlの

構成される凝灰質シルト岩。岩片としては花崗岩チャート・珪岩を含む。(直交ニコル)

∵
●

上
寸

†●‾

l

●′

●.

討
…

し
葛
●
・
号

・
’l

売
尋
●

言葉し
・ ・l . ?㌻.・

葦
上
着

●●\

.ま

●工や

笠
葦○

○

ヤ
∴
ヽ

.
㌦

尊
意
葦
書

○
○
。

′
.

圏圏圏
●● ・壬ヽ予_∴●・・

Plate27

28鵜5

4 :微斜長石。 (平行ニコル)

窯跡粘土、採集地点:江刺市瀬谷子土山地区

I :石英・長石・黒雲母・角閃石・輝石・鉄鉱・ジルコンなどの鉱物片を含むシルト岩。
岩片としては、チャート・珪岩・苦銀賞火山岩頼・凝灰岩・花崗岩質岩がみられる。 (平行ニコル)

2.3.4:同上。 (直交ニコル)

9図 試料顕微鏡写真図
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pIate28

窯跡の粘土、採集地点:江刺市瀬谷子
上3:石英・長石・黒雲母・角閃石・輝石などの結晶破片とチャート・花崗岩などの岩片を含む

29- 6 火山ガラスは少畳含まれるつ 凝灰質シルト岩である。 (、浩行ニコル)

2.4:同上。 (直交ニコル)
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pIate29

紙の粘土、採集地点:刺市瀬谷子
i.3:石英・長石・黒雲母・角閃石・緑レン石・ジルコン・鉄鉱などの鉱物から構成される。

30-7 岩片はチャート・珪岩・ホルンフ工ルス・花崗岩質岩などが認められる。火山ガラスは含まれか、。
(辛行ニコル)2.4:同上。 (直交ニコル)
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pIate30

粘土、採集地点:飯豊森付近
上3:石英・斜長石・角閃石・輝石・緑レン石・鉄鉱などの鉱物片からなるシルト岩。

3I-8 岩片としてはチャート・ホルンフ工ルス・凝灰質岩などがみられる。火山ガラスはまれにみられる。
2.4:同上。 (直交ニコル) (当行ニコル)

.IO図 試料顕微鏡写真図
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Plate31

32- 9

藤沢窯跡の粘土、採集地点:北上市藤沢
I :石英・斜長石・角閃石・輝石・緑レン石・鉄鉱などから構成されるシルト岩で、火山ガラスは含まれない。
チャート・ホルンフェルス・珪岩・花崗岩・花崗斑岩・苦銀賞火山岩などの岩片を含む。 (平行ニコル)

2.3.4∴同上。 (直交ニコル)

志
げ∵与

pIate32

鰯の粘土、採集地点:紫波町日詰杉の上
上2.4:石英・斜長石を含むが結晶片は少なく火山ガラスも認められない。

33-iO 岩片は主にシルト岩質岩、凝灰質岩、チャートなどである。 (直交ニコル)

3 :同上。 (平行ニコル)

Plate33

34- =

粘土、採集地点:和賀町岩崎新田 3 :石英・長石・黒雲母などの結晶片を主とし、少量の緑レン

I :プロピライト(平行ニコル) 石を含む。火山ガラスを含まない。岩片としてはホルンフ
2:同上。 (直交ニコル) ェルス・チャート・凝灰岩(つ

4 : 3に同じ。 (直交ニコル) などがみられる。 (平行ニコル)

=図 試料顕微鏡写真図
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粘土、採集地点:水沢市石田亡GO9住

I.3:石英・斜長石・角閃石などの結晶片よりなるシルト岩で火山ガラスはまれである。岩片としてチャート

珪岩・苦鉄質火山岩・ホルンフ工ルス・凝灰岩を含む。きわめてまれにガラス質安山岩がみられる。
2.4:同上。 (直交ニコル)

ぷ
轟
缶
詰

●

.

心
中

l

葦
工

賀
●
‥

事後
葛

喜
田′

,

:
・
・
二
年

∴
十
や
.

.
′
葛

で
●
.

∵
農
一

ヽ
.
“
.

;
裏

.
〇
十

四

書
田
園

.
一
J

一
,

∴

∵
メ

.
1
●
・

.
章
二

高
岩
・
立

言
工
了
{

草
子
っ
尊
王
霊
信

葦・
忠言:●

閣
関
園

.
啓

●
1
農
事
a

∵
か
ぜ

●
「
′

へ
、
1
)
,

ル, ○○言_・4

γ
㌧
t
′

享
-
∵

′
詰
れ

寧

㌔
〆

幸
三
∴
∴

●
.
了
,
.

ヽ
・
▲.

、
●

(当行ニコル)

pIate35

粘土、採集地点:水桶石田DF59住
I.2.3:石英・斜長石・黒雲母のほか少量の火山ガラス・鉄鉱・緑レン石よりなるシルト岩。

36-i3 岩片(ま少時が、シルト岩質岩・チャートなどがみられるc (当行ニコル)

4:同上。 (直交ニコル)

I2図 試料顕微鏡写真図

3.土器の定量・定性分析結果

土器については、 25号(Ji12)竪穴住居跡出土の長頸壷(試料‰.1)と土師器蛮(試料No.2)

の2点を分析した。 (工業試験場)
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